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　炎ほのおが、燃える。

「父上ッ！　母上ッ！」

「わ、若！　ダメです！　我が慢まんしてください！」

　泥どろを搔かき混ぜたような英国特有の曇どん天てん。そして、そんな鈍にび色いろの空の上、紺こん碧ぺきの夜空にまで届きそうな赤い炎が、少年の視界には広がっていた。

　世界で最も古い歴史を持つ街の一つ──ロンドン。

　その南東エリア、グリニッジ特別区の対岸に当たるドックランズと呼ばれるウォーターフロントには、百年ほど前に建造された「ドックランズ城」と呼ばれる、世界で最も新しい城が存在していた。

　そして人々はその地と、国と、そこに住む吸きゆう血けつ鬼き達を治める偉い大だいな吸血王──第四の始祖、レイ・ノスフェラトゥの永久の繁はん栄えいを祈いのり、その城を口々にこう呼んだ。

　不死城、と。

　だが、決して死ぬことのないはずの城は、二二一九年二月十四日──後に「二つめの血のヴァレンタイン事件」と呼ばれるようになる──のこの日、大火に包まれ、焼け落ち、その栄光に終しゆう止し符ふを打とうとしていた。

「我慢だと……!?　ルーチェ、バカなことを言うな！　ボクは父上達を助けにいく！　お二人は、まだ城の中に残っていらっしゃるのだろう!?」

「っ……！」

　まだ年とし端はも行かない黒灰色の髪かみをした少年が叫さけんだ。

　だが、少年の身体からだを背後から搔き抱いだくようにして抱だき締しめていた頭頂部から蝙蝠こうもりの耳を生やした侍じ従じゆうは、自身の瞳ひとみに溜ためた涙なみだを指先で拭ぬぐいながら今にも飛び出さんばかりの気色を放つ少年と真っ正面から向かい合い、彼の肩かたを両手でガッシリと摑つかみ、言い放った。

「閣下と奥様は……既すでにお亡なくなりになりました……！」

「ッ──!?」

「『Ｋ』の一族の強きよう襲しゆうから若と奥様を逃にがすためにまず閣下が犠ぎ牲せいになられ、そして奥様も私に後を託たくされて、奴やつと……第三の始祖、迦か喰ぐ夜やと一いつ騎き打うちを……」

「そ、そんなバカなことが……」

　少年がグッと唇くちびるを嚙かみ締め、紅くれない色の瞳を見開いた。

「そんなバカなことがあって堪たまるものか！　ボクを騙だまそうとしても無む駄だだぞ！　ボクは知っている！　父上はどの始祖が敵でも負けたりしない！　父上が一番強いんだ！　答えろ、ルーチェ！　父上がニホンの始祖なんかに遅おくれを取るはずが──」

「若！」

　瞬しゆん間かん、侍従が能面のような表情で答える。「閣下が誰だれよりもお強くあられたのは──奥様と出会われる前、そして若がお生まれになる前まで、でございます。今の閣下は決して『最強』ではありませんでした。ご自分でもソレをお認めになっていらっしゃいました」

「えっ……」

「閣下の強さは『守るべき相手』がいないからこその強さでした。自分以外の何者をも顧かえりみず、目的のためにはいかなる犠牲をも許きよ諾だくする──孤高、故ゆえの強さ。ですが、今の閣下には自分の命を賭としてでも、守らなければならない方々がいらっしゃいました」

「っ……！」

　言葉を失った少年に言って聞かせるように、侍従がすぐさま続けた。

「それが、若と奥様でした。そして…………奥様にとっても、やはり若は、自分の命を犠牲にしてでも守らなければならない存在だったのです」

「ボクの……ために……」

「い、いえ！　それは、それだけは違ちがいます！　閣下が犠牲になられたのは、決して若のせいでは──」

　この後、侍従が慌あわてた様子で、少年の両親の死は決して彼のせいではないと言って聞かせたものの、少年にそれ以上の言葉は一いつ切さい届かなかった。

　そして少年の心には「闇やみ」と「炎」が生まれた。

　一いつ生しよう涯がい消えることのない心の闇と、心の炎──その二つだけが少年の生きる目標となった。
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「ッ……」

　そして十年の歳月が流れた。あの時の少年──宝たから泉いずみ聖ひじりは成長し、十六歳になっていた。

「また、この夢か」

　ゆっくりと身体を起こし、聖は額を押さえた。

　何度この夢を見たのか、もう数え切れないくらいだった。悪夢という奴なのかもしれない。なにしろシーンが始まるところも終わるところも、毎回同じなのだ。まるで「絶対に忘れるな」と、聖の心をレムの世界から戒いましめているかのように。

　そして、この夢を見て聖が思うことも十年経たっても同じだ。

　──「守る」ということは罪なのだ、と。

「若ーっ！　おっはようございま────す！　今日はお早いお目覚めのようで！」

　と、その時だった。

　聖の部屋の襖ふすまをスパンと開き、寝ね起おきには耳みみ障ざわりにも程ほどがある超ちよう音おん波ぱのように甲かん高だかい声が響ひびいた。

　現れたのは当時からずっと聖に付き添そっている侍従、ルーチェットだった。

　彼女は十年前から外見が全く変わらない。事件当時の聖は背せ丈たけも彼女に遠く及およばなかったが、元々小こ柄がらな彼女の身長を追い越こしたのが何年前だったか、もう記き憶おくの遥はるか彼方かなたである。

「オマエは昔から本当に変わらな──いや、この夢と照らし合わせた場合だけ、逆にキャラが違い過ぎて気持ち悪い……オマエが真面まじ目めな顔をするなんて数年に一回あれば良い方だからな……」

「へ、何がです？　というか、よく分からないんですけど、もしかして私、馬ば鹿かにされてる系ですか？　気持ち悪いって絶対に褒ほめてないですよね？」

「気にするな。こっちの話だ」

「あ──！　絶対馬鹿にしてますっ！　私はいつだって本気マジですよ、若っ！」

「黙だまれ阿あ呆ほう。あまり騒さわぎ立てると、またオマエと口を利きく気が失うせるぞ。いいのか？」

「いっ──」

「分かったか？　分かったら回れ右して部屋から出ていくように。オレはもう起きた。オマエの目的は達成されたわけだ。つまり、ここにオマエがいる理由もない」

「ふぁ、ふぁい……」

　蝙蝠耳をしゅんとまるで犬のようにヘタレさせ、ルーチェットが頷うなずいた。

　彼女は右みぎ脚あしをスッと引き、無駄に正確に「回れ右」をやり遂とげて聖の部屋から退出して行く。が、去り際ぎわにルーチェットは「テ、テレビが凄すごいことになってるので、早くリビングにいらしてください！　全局土と萌も華か様です！」と言い残して行った。

　嵐あらしのように騒がしい侍従がいなくなったことで、聖はため息をついた。

　全局、土萌華様──つまり、人彼間女の流りゆう儀ぎに併あわせて今日の正午に行われた独どく占せんインタビューのリピート放送をしているに違いない。

「（土萌華……）」

　聖は心の中で、その名前を口にした。

　それは、宝泉聖の運命を変えた少女の名だ。この全人類九十億が吸血鬼化した西せい暦れき二二二九年の地球において、現時点で公おおやけに生存が確かく認にんされているたった一人の人間。

　聖の目的にとって最も特別な立ち位置にいる少女。大地を操あやつり、地面を砕くだき、吸血鬼を圧あつ倒とうする土のクルースニク。第三の始祖、迦喰夜を打だ倒とうするためのキーパーソン──芦あし田だ土萌華。

「そして、今最も地球上で注目を浴びている存在、か。とんでもない面めん倒どう事を背負しよい込んで来てくれたものだ……だが、」

　ゆっくりと立ち上がった聖は窓の外に広がる月夜を見上げながら、小さく笑った。

「ソレはソレで、色々とやりようがあるというものだがな」
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　──本日は、よろしくお願いします。ご指名ありがとうございました。「週刊夜顔」であなたの記事を担当させて貰もらっている勝かつ沼ぬま銀ぎん浄じようです。以後よろしくお願いします。

『あ、はい。こ、こちらこそ……』

　──まずは、改めてお名前とご職業を聞かせて頂きたいのですが。

『名前は芦あし田だ土と萌も華かといいます。職業はクルー…………ハッ!?　す、すいません！　ちょ、ちょっと変なことを言いました！　その、今は学生……だと思います。いや、でもまだ二日しか学校には行っていないのか……。えっと、そ、そうだ！　一応、最近誕生日を迎むかえまして、生まれてから十六年間、本業として人間をやらせてもらっています！』

　──ありがとうございます。まずは、この記事なのですが……お読みになって頂けたでしょうか？　先日、入いる間ま基地で輸送機の墜つい落らく事故による火災が発生したのはご承知でしょうが、その現場に居合わせた私は芦田氏の姿を目もく撃げき、撮さつ影えいしております。そしてこれが芦田氏のいた場所から採取した血液を国立の理化学研究所に持ち込んだ鑑かん定てい結果です。

　率そつ直ちよくに言いましょう。私が採取したのは……吸きゆう血けつ鬼きの血液ではありませんでした。国立理化学研究所には大戦以前の人間の血液が保存されております。それらのサンプルと比ひ較かくした結果、入間基地で私が採取したのは紛まぎれもない…………人間の血液だったのです。

『……銀浄さん。一つ、私から質問させて貰ってもいいですか？』

　──はい。構いません。

『では遠えん慮りよなく。銀浄さんは……流れていた私の血を吸いたくなりませんでしたか？』

　──ははは、何の問題もありません。なにしろ私、実家が寺をやっておりまして。煩ぼん悩のうを振ふり払はらうことに関しては、一いち日じつの長がありますので。

『そ、そうなんですか。煩悩を……』

　──いえ、冗じよう談だんです。元々基地内で火災が広がっていたこともあって、私は煙けむりを吸い込まないように入念に口元を覆おおっていたのです。ですから、いわゆる「吸血衝しよう動どう」に襲おそわれることはありませんでした。採取した血液もすぐに密閉した容器に収納しましたしね。

『あ……な、なるほど……！』

　──話を戻もどしましょう。個人的なことを言わせて貰えば、この入間基地の事件について、芦田氏がどうして現場に居合わせたのか……色々と気になることもあります。ですが、それはこの対談の主しゆ旨しからズレてしまいますので。

　私は、芦田氏の正体に何の疑問も持っていません。ですが、国民の中にはまだ芦田氏が本当に人間なのか、信じられずにいる者も沢たく山さんいます。まずは、この対談の前提として芦田氏が紛れもなく人間であるという証明をカメラの前で行う必要があると考えます。いかがでしょう。

『同意します。それをするためにこの一対一での対談をお受けした、という部分も大きいですし。それで、私は何をすればいいのでしょうか？』

　──何も難しいことではありません。過去の資料によれば、我々吸血鬼と人間の外見上の違ちがいは微び々びたるものと聞いております。事実、こうして私の前の芦田氏は見事な土色の瞳ひとみをされていますが、カラーコアンバーンタクトレンズを入れられている可能性もありますし、吸血歯の有う無むについても「付けＶ・ト牙ウース」なるジョークグッズが市中に出回っています。ちなみに必ず牙が生えているはずの吸血鬼に何なに故ゆえこんなものが必要なのかと言いますと、要は『牙が短いことに悩なやみを持っている方々』というのが、一定数、我々の社会にはおりまして。男女問わず、そういう方の需じゆ要ようがあるわけです。

　さて話が逸それましたね。となれば……分かり易やすい人間であることの証明法は、一つしかないはず──そう、林檎です。

　もちろん、視し聴ちよう者の皆みなさんに予あらかじめお断りしておきますが、現在の日本の法律では林りん檎ごの栽さい培ばい、及び所持は特定の研究機関を除いて固く禁止されております。今回は国立理化学研究所の協力の下もと、大戦以前に日本で広く栽培されていた品種「紅こう玉ぎよく」を特別にお借りして参りました。決して違い法ほうな行こう為いではない──それだけは強調させて頂きます。

『あの、つまり、私が林檎を食べればいいのでしょうか？　で、でも、サングリアの方でも林檎を食べることが出来るとお聞きしました。林檎を食べられるだけでは、まだ私が人間なのか、サングリアなのか、区別が付かないと思うのですが……』

　──ほう、サングリアの存在をご存知とは。ですが、ご安心を。この「紅玉」は、たとえサングリアといえど、口にすることが出来ない品種なのです。

『えっ。そ、そうなんですか！』

　──はい。二〇五〇年の吸血大戦以前から地球に存在した品種……例えば「ふじ」「ゴールデンデリシャス」「王おう林りん」「国こつ光こう」などの品種は、大戦後に研究機関によって生み出された「極きよく界かい点てん」「弓ゆみ長なが」「ピジョンブラッド」「はざま」などの品種よりも吸血鬼にとって数倍の猛もう毒どくとなることが証明されています。少なくとも今の地球に、この「紅玉」を口にして命を落とさない吸血鬼は存在しません……おそらくは、始祖の方々を含ふくめても。

『な、なるほど。分かりました。では、失礼して──』

　──っ……ちょ、ちょっと待って頂けますか!?　申し訳ない、芦田氏！　生なま中ちゆう継けいなので食べるにしても、もう少しテレビを意識してと言いますか、勿もつ体たいぶって…………あ。

『……へ？』

　──あ、芦田氏……。

『えと、ご、ごめんなさい……もう、食べちゃいました……』

　──…………。

『す、すいません……』

　──味の方はちなみに……？

『おいしいです……なんていうか……これはすごく……その……林檎ですね……』

　──そうなんですか……。

『はい……』

　──…………それでは、ここからはもう少しプライベートなインタビューといいますか、芦田氏の出自、この時代でこれまでどんな暮らしをして来たかなどについて聞かせて頂きたいと思うのですが、よろしいでしょうか？

『は、はい。私に答えられることでしたら──』
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　自身の歯形が付いた「紅玉」を顔の横に構え、緊きん張ちようで乾かわいた笑えみを浮うかべた土萌華の映像と写真が世界を駆かけ巡めぐった後、一夜にして世界で一番有名な人間となった芦田土萌華は連日連夜、各国のあらゆるメディアのトップを飾かざった。

　そして、この大事件から数日が経過し、「週刊夜顔」に掲けい載さいされた独どく占せんインタビューから沈ちん黙もくを保っていた芦田土萌華が、次に姿を現した場所は非常に意外な場所だった。

　なにしろ、その場というのが──学校だったのだから。

　一月二十二日の月曜日。

　市立入間第一統合高校一年四組の教室は異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。

「はぁ……」

　だが、当の本人である芦田土萌華の表情はまるで優すぐれない。次の授業の支度したくを終えた土萌華は見事に肩かたを落とし、窓の向こうで輝かがやく薄うす靄もやの掛かかった月つき影かげを虚うつろげに見つめていた。

　そして、そんな少女の様子を先さき程ほどから窺うかがう者の中に、彼の姿もあった。

　聖ひじりだ。

「（大分、打ちのめされているようだ。しかし、それにしてもこの期ごに及およんで、まだ学校に通いたいなどと言うとはな……）」

　少年、宝たから泉いずみ聖は肩かた越ごしに土萌華の姿を見やり、彼女の状態を再確認した。

　九十億の吸血鬼からなるこのDracuria earth吸血世界において、公おおやけに存在が確かく認にんされているたった一人の人間である芦田土萌華は、吸血鬼達の頂点に君臨する六人の始祖とも比ひ肩けんしうる存在と言えるはずだ。しかし不思議なことに土萌華は、恐おそろしいほどに平へい凡ぼんで、どこにでもいそうな普ふ通つうの少女と何ら変わりがない。

　顔立ちはそれなりに整ってはいる。あくまで、それなりにだが。しかし「美少女」などという豪ごう勢せいな表現を使うには圧あつ倒とう的に格が足りないし、肩かた口ぐちから垂らした左右二本のおさげ髪がみなど、まさに凡ぼん庸ようの証しよう拠こ。唯ゆい一いつ、胸部の膨ふくらみだけは平均よりも遥はるかに秀ひいでているかもしれないが、所しよ詮せんそれはオマケのような話に過ぎない。

　雑ざつ踏とうに紛れていたら誰だれもが振り返ることなく街に溶とけ込んでしまうような少女──青あお木きヶが原はら樹海の地下空くう洞どうにおいて彼女を初めて見み掛かけたときから、聖の土萌華に対する評価は全く変わっていなかった。もちろんソレは──吸血鬼と戦う時だけ、彼女の印象がガラリと変へん貌ぼうすることも含めての話であるが。

「………………うう」

　とはいえ、普ふ段だんの土萌華は外見と同じくらい、中身もとにかく普通な年とし頃ごろの少女に過ぎない。だからこそ、今回の落ち込み具合は特とく殊しゆなケースだった。

　土萌華の表情にはまるで生気がなく（それこそまるでフィクションに出て来る吸血鬼のように！）、半開きの唇くちびるからは事あるごとにため息を漏もらす始末。別に土萌華は常つね日ひ頃ごろから笑顔を夏場のエアコンのように付けっぱなしにしているタイプではないが、それでも彼女のこんなしょぼくれた態度を見るのは初めてだった。

「（九く条じよう桐きり彦ひこに全すべての真実を打ち明けられた時とはまた違った方向でショックを受けていると見える。喩たとえるならば、じわじわ蝕むしばむような感じの苦く悩のうというか……）」

　九条桐彦。

　それは元の時代における土萌華の指導教官の名前だ。

　彼は歴史上八人しか存在しない吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつのスペシャリスト、《聖棺アーク》の座を土萌華に奪うばわれたことに強い憎にくしみを抱いだき、二〇五〇年に勃ぼつ発ぱつした吸血大戦の際、人間社会を吸血鬼に売り渡わたし、自らも吸血鬼になってまで彼女への復ふく讐しゆうを果たそうとした。

　九条との一戦が行われたのが、二週間前の水曜日。

　だが、この時点で既すでに土萌華は「週刊夜顔」の主筆、勝沼銀浄に尻尾しつぽを摑つかまれ、全てが公にされる下準備は着々と整っていたことになる。今となっては土萌華の正体が吸血鬼などではなく人間であることを知らない者は、このクラスに一人だっていない。

　それも全部、この歴史的スクープを掲載したタブロイド誌「週刊夜顔」のせいだった。

　とはいえ、事件が起こった直後、一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとはしてしまったものの聖の対応は迅じん速そくだった。聖はすぐさま情報元である「週刊夜顔」主筆、勝沼銀浄と名乗る男とコンタクトを取った。そして「週刊夜顔」を発行している親会社である鳳ほう銘めい社しやに──土萌華のマネージメント契約を持ち掛けたのである。

　聖は彼女に対する全ての取材の窓口や厄やつ介かい事の解決などを鳳銘社に委任する一方、土萌華に関する全ての記事を独占させる契約を取り付けた。鳳銘社は子会社に芸能事務所を持っているような大手出版社であり、タレントのマネージメント業務には一日の長があったわけだ。

　そう、タレントだ。芸能界とメディア業界は二二二九年においても世論を情報で支配している。当然、土萌華の情報を欲しがるだろうし、それが敵かなわなければどんな手段に出るかも分からない。彼らは、ハイエナだからだ。

　故ゆえに聖は一いつ切さい口を噤つぐむのではなく、情報を適切に配信することこそが、この世界に芦田土萌華という人間を最も馴な染じませることの出来る手段だと考えた。こうして完全に錯さく綜そうしていた土萌華に関する表向きの情報は見事に「整理」され、そして「共有」された。

　今週の「週刊夜顔」の芦田土萌華特集は最後にこう締しめられている。

『芦田土萌華は紛まぎれもなく人間であり、彼女がどうやって姿を見せたかは目下調査中であるが、少なくとも彼女に吸きゆう血けつ鬼きに対する敵意はなく、また同様に我々吸血鬼も百七十年前の忌いまわしき大戦の歴史を胸に刻み、人間である彼女に対して誇ほこり高き吸血鬼として誠意ある対応でもって臨のぞむ必要がある』

　この一文は挙こぞってメディアのヘッド大見ライン出しで使われ、コメンテーターとして登場した人間史研究を専門とする大学教授や芸能タレントなども大半がこの内容を支持した。

　特に記事で「大戦」を引き合いに出したのは上手うまかった。この記述によって世界の識者の多くを味方に付けることに成功したのだ。

　人間だけでなく多数の吸血鬼の犠ぎ牲せいが出た大戦への憂うれいは、戦後百七十年が経たった今でも現げん役えきだ。吸血鬼は相当な個人差があるが長命種である。未いまだに当時、人間と戦った存命の吸血鬼が多数存在し、様々な業界で発言権を握にぎっている。

　彼らは口を揃そろえて、こう漏らす。

『確かに人間は我々の敵であったが、二度とあのような忌まわしき戦争を起こしてはならないという事実だけは、世界全ての若い吸血鬼にも共有されるべきである』

　結果、世論も混乱こそしているが、一応は土萌華の存在を歓かん迎げいする流れになって来ている。ここまではいくつかの例外を除けば、概おおむね、聖の思い描えがいた通りの展開だ。

　とはいえ。

「（世論が肯こう定てい的とはいえ、土萌華と実際に接する者達の反応は違ちがう。土萌華を見る眼めは明らかに変わった──完全に異質な存在を見る眼へと）」

　土色の瞳ひとみ。まったくもって未発達の吸血歯。

　土萌華は先週の登校時には装着していた「付けＶ・ト牙ウース」や瞳の色を紅色に変化させるカラーコンタクト、吸血鬼的な血ち腥なまぐさい体たい臭しゆうを纏まとうための香こう水すいといった変装アイテムを一切廃はいして学校へとやって来ている。

　故に光量を抑おさえた照明灯しか用意されていない教室の中には無数の紅くれない色に輝く瞳と、そして一つだけ、くすんだ土色の瞳がある。教室を、静けさと、どよめきが綯ない交まぜになったような歪ゆがんだ空気が支配していて、その中心にいるのは間ま違ちがいなく少女──芦田土萌華なのだ。

　いや、正確に言うと、少し違う。この淀よどんだ空気には中心点が二つある。

　土萌華と、そして。

「（そういえば、オレへの反応も一変したな。なにしろ、ひっそりと人間を匿かくまっていた張本人だからな……）」

　オレ聖もだった。

　これまで性格やキャラクターを偽いつわり、クラスに溶け込んでいた聖は、これまでたった一つの厄介事（つまりブランネリア・コロンバールと彼女との逢おう瀬せに関する事こと柄がら）を除けば何不自由なく学校生活を送っていた。間違いなく聖はクラスの中心だった。

　それが、今となってはこの惨さん状じようだ。

　今日、土萌華と共に登校した聖に話し掛けようとする者は誰一人としていなかった。

　誰もが聖が、土萌華のことを密ひそかに匿っていたことを知っているからだ。

　もっとも聖としては、自身のクラス内の地位が一変し、一いつ瞬しゆんでスクールカーストの最上段から最下位──いや欄外へとはじき出されたことなど何とも思っていなかったわけだけれど。

「ヒッ──!?」

　などと聖が机に頰ほお杖づえを突つき、電源の落ちた電子黒板を眺ながめながら、土萌華を取り巻く状じよう況きように目を配っているときだった。

　不意に、後ろの席から引き攣つったような悲鳴が響ひびき渡ったのは。

「む……」

　何事かと思い、聖はすかさず後ろを振ふり返る。

　それこそ「羽虫の一いつ匹ぴきや二匹、床ゆかを這はっているのを見つけて驚おどろいた」というような些さ細さいな出来事ならば楽でいいのに──と僅わずかながらの期待を込めて。

　しかし、生憎あいにくと、違った。

　確かに聖が振り返った先には女生徒の姿があった。彼女は全身の筋肉を強こわ張ばらせ、恐きよう怖ふに染まった表情でもって、とある一点を見つめている──だが、彼女の視線の先にいたのは床を這い回る衛生害虫などではなく、それは。

「え、あ……？」

　芦田土萌華だったのだから。

　女生徒が絞しぼり出したような息苦しげな声で続けた。

「に、ニンゲン……！　あっ、え、えと、わたし、別に他意はなくて……！　ご、ごめんなさい！　だ、だからその……本当に、ごめんなさいッ！」

　あくまで「人間」ではなく「ニンゲン」としか聞き取れない極きわめて差別的な語感。

　ただ目が合っただけのことに対して一方的に頭を下げ、あまつさえ──すぐさま席から立ち上がり、大おお慌あわてで教室から走り去るという行こう為い。いや、これは「走り去る」などという表現では不十分に違いない。

　事実、女生徒の行動を土萌華は、このように受け取っていた。

「え、え……な、なんで、池いけ田ださん、に、逃にげ……？」

　──女生徒は土萌華と眼が合うや否いなや逃げ出した、と。

「そ、そんな……」

　次し第だいに状況が飲み込めて来た土萌華は口をぽっかりと開けたまま、萎しぼむように呻うめき声を漏らした。視線は自然と重力に導かれるかのように下がり、絶望に濡ぬれた瞳は何もない机の表面を滑すべり落ちる。強い衝しよう撃げきを受けたのだろう。いつ涙なみだを流してしまってもおかしくない状況に違いなかった。

「（これは、まさか……！）」

　思わず聖は眉まゆ根ねを寄せた。

　腫はれ物を扱あつかうような邪じや険けんな眼まな差ざし、凍こごえるような畏い怖ふ、異物に対する敵意。

　──それは、芦田土萌華というニンゲンの少女を他ほかのクラスメイトがどのように捉とらえているかが、一切の偽りなく噴ふん出しゆつした決定的な瞬しゆん間かんだった。

　土萌華自身も、それなりの覚かく悟ごはしていたはずだ。

　だが、ひたすら意固地で愚ぐ直ちよくな「馬ば鹿か」である土萌華本人には、きっとこの状況で学校に行ったとき、自分がどういう眼で見られるかが──「実感」を伴ともなった感覚で理解出来ていなかったのだ。世間と隔かく離りされた場所で育った彼女は、その悪感情の数々が実際にどれだけ凶きよう悪あくな力を持っていて、どれだけ自身の心を抉えぐるのかを知らなかった。

　その結果が、これだ。

　この醜しゆう悪あく極まりない悪意と恐怖の構図──武力戦う力など一切持っていないことになっている彼女が、超ちよう人じん的な身体能力を持っている吸血鬼に「ニンゲンだから」などという理由で怯おびえられるなんて想像出来るはずもない！

「（……マズいな）」

　そして彼女が尚なおも学校に行くことに許可を出した聖にとっても、予想外の事態が起こっていた。だが、それは土萌華という存在が徹てつ底てい的な拒きよ絶ぜつに遭あう──ということではない。

　聖は、それを十分に予見していたのだ。

　ニンゲンである彼女に畏怖を覚えるクラスメイトがいる可能性、その現実を直視し、土萌華が強い衝撃を受けるであろうこと。全て分かっていた。だが、それでも構わないと思っていた。土萌華が打ちのめされ、あまつさえ登校拒否にでもなった方が好ましいとさえ思っていた。土萌華が学校に通うことを、聖は未だ面めん倒どうだと感じている。

　ところがだ。

　聖にとって予想外だったのは──実際にその場面に直面したとき、土萌華ではなく聖自身がどう感じるか、ということだったわけで。

「（なんてことだ……オレは学校に行くこと自体を諦あきらめてくれれば、それに勝まさる幸福はないとすら思っていた。だが、まさかこんな……実際に傷付いた土萌華を目まの当たりにしたとき、オレがコイツのことをこんなにも強く『守りたい』と感じるだなんて……！）」

　視線の先の土萌華は今、顔面を蒼そう白はくにし、唇くちびるは半開きのまま、意味のある言葉を紡つむぐことすら出来ずにカタカタと全身を震ふるわせている。先日、九条桐彦と対たい峙じしたときと似たふざけた衝しよう動どうに聖の頭は支配されかけていた。

　何とかして、彼女を守らなければ。

　その理由は、聖が土萌華の血を吸ってしまったせいだ。これこそが吸血鬼にとって最悪の液体である「ヒトの血」を吸ってしまった吸血鬼の末路。その弊へい害がいが予期せぬ形で聖を襲おそったわけだ。少女に対する強い庇ひ護ご欲よくという形でもって。

　もちろん血の呪じゆ縛ばく以外の理由は──皆かい無むに違いないわけだが。

「（っ……どうすれば……！）」

　だが、その強い衝動は、聖にとっては極めて忌むべきモノだった。

　自分を守るために両親は命を落としたというのに──その時守られた本人が、またしても誰だれかを守ろうなどと考えてしまっているのだ！

　そんなことが許されていいわけがない！

　故に、聖は苦く悩のうしていた。相反する感情、刻一刻と追い詰められていく土萌華。冷え切った空気。動かなければいけない。己おのれの身体が強く命令している。だが──

「あのぉ、ちょっといいですかー？」

　その時、不意に、ひどく間延びした声が響いた。聖でも土萌華でもない。第三者の声だった。奇き妙みような静けさに支配されていた教室の中で、全く空気を読む意志が感じられない気の抜ぬけた声は不思議なまでの言葉の浸しん透とう力を持っていた。

「え……」

　土萌華が顔を上げ、驚きに潤うるんだ瞳を見開いた。すると、そこには。

「こんにちはー。あのぉ、あたし達とお話しませんか？　あ、まだ日付が変わってないから『おはよー』って言った方が良かったかなぁ。芦田さんはどう思います？」

「（なっ……か、神かん田だ!?　何故なぜ、土萌華に声を!?）」

　あまりに予想外の人物が、土萌華に声を掛かけるという光景が広がっていた。

　女生徒はポニーテールに結ゆったサクラ色の髪かみの先せん端たんを指先で弄いじりながら、尚も土萌華に尋たずねる。

「あ、もしかして池田さんが逃げ出しちゃったこと、気にしてますかぁ？」

「ッ──」

　土萌華が歯を食いしばった。尋ねるまでもないことだった。気にしていないわけがないのだ。というか、見れば分かる。

　だが女生徒は変わらず、のんびりとした口調のまま言った。

「あはは。そんな気にすることじゃないですよ。池田さん、凄すごいビビリなんですよ。だからちょっと驚いちゃっただけだと思うんです。ほら、人間ってあたし達の感覚だと大体吸きゆう血けつ鬼きを薙なぎ倒たおせるような超ちよう能のう力りよくを持ってるのが普ふ通つうですし。でも、芦田さんは別に超能力とか持ってないですよねぇ。それとも手から炎ほのおとか出せたりします？」

「……!?」

　と、そこで。

「──う、うわ！　リ、リーコ!?　き、君はどれだけチャレンジャーなんだ!?　話し掛けるのに一番良いタイミングを見計らおうって言ってたのに、よ、よりにもよってここまで空気がヤバい感じになった時に行くことないじゃないか！　っていうか、君、ボクを今ナチュラルに馬鹿にしてなかったかい!?」

「ヤコちゃん、声が大きいよぉ。それに馬鹿になんてしてないもん。あたしもね、人間さんにそういう力があったとしたら素す敵てきだな、ドリーミィだなって思ってるし。現実にはなかったと思うけど。え、っていうかタイミング……今しかなくない？」

「逆だよ！　どう考えても、今が一番無い！　大体、分かってるのかい!?　こんな衆人環かん視しの中でカノジョに話し掛けた時点で、ボク達は後あと戻もどり出来なくなったことを……！」

　そして、もう一人。

　少し変わった口調で話す黒くろ髪かみショートの小こ柄がらな女生徒ががなり立てた。左ひだり眼めだけに入れたトパ金色のーズカラーコレンズンタクトが印象的な少女だ。

「（神田梨り一い子こと舞まい鶴づる夜や光こう……うちのクラスでも馬鹿で有名な二人が、こんなタイミングで土萌華に接せつ触しよくを……どういうことだ……？）」

　だが、その行動はあまりに人目を引き過ぎる。自じ爆ばく行こう為いとまでは言わないが、それなりのリスクを負った行動なのは間ま違ちがいなかった。サクラ色の髪の少女──梨一子が、語気を荒あららげる黒髪の少女──夜光を宥なだめながら、

「まぁまぁ、ヤコちゃん。その話は後にしよう。芦田さんが困ってるもの」

「む、それは、確かに。うむ」

「ね。そんなわけで、あのあの、芦田さん？　要するにあたし達が何をしたいかと言うとですね。えへへ」

　梨一子は、にへら、と口元を緩ゆるませた。

「我々は芦田さんにひじょーに関心がありまして……ぶっちゃけ、お友達になりたいなぁと思うわけなんですよ。どうでしょう？」
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「今日は……疲つかれました……」

　その日の学校が終わり、宝泉邸ていに帰って来た二人は食事の席に着いていた。

　もちろん二人だけではなく同じ家で暮らしているルーチェットとエルクの姿もある。席順は四人掛がけのテーブルで聖達三人だけで暮らしていた時、空いていた場所──つまりルーチェットの隣となりに土萌華がそのまま収まる格好になる。

　この日のメインディッシュは、真っ赤なスープで雑多な野菜と豆類とを煮に込こんだミネストローネに似た料理だった。吸血鬼の食しよく卓たくに赤い液体が出て来るだけで「血」を連想させるものだが、生憎と単なるトマトベースのスープである。宝泉家の料理担当であるルーチェットの出身はアイルランドだが、作る料理はイタリア系の影えい響きようが強く、それに伴って腕うで前まえもかなり上等だ。

　英国出身だからといって想像を絶するような味あじ音おん痴ちなどでは──決してない。

　底の深い大皿によそられた煮込み料理がテーブルの中央で存在感を放ち、それぞれの前には取り分け用の小皿が備わっていた。

　それ以外にはパンの入った中型のボウルと、様々なスプペーストレッ状の塗ドり物が入った小こ鉢ばち、そして聖とエルクの前には不思議な輝かがやきを放つ液体の入った硝がら子す瓶びんが置いてあった。液体の色は二人とも異なっている。聖が紫むらさきでエルクがオレンジだ。

「結構なことじゃないか。人間だとバレたのに友達が出来たのだから」

　聖はパンにスプレッドナイフで紅あか色のペーストを塗りたくりながら疲れ切った様子の土萌華に応対した。しかし土萌華は小さく頭かぶりを振ふると、

「いや……神田さんがそう言ってただけで、まだ私達はそういう関係では……」

「なんだ。ハッキリしない奴やつだな。大体、ブランに『友達になろう』と誘さそわれた時は、跳とび上がって喜んだと言っていたじゃないか。まるで反応が違ちがうのはどうしてだ？」

「…………というよりも、あんなことがあったから懲こりたんです」

　肩かたを落とし、ちょっぴり悲しそうに土萌華が言った。

「なるほどな。納なつ得とく出来る理由だ」

　言いながら、聖の脳のう裏りにブランネリア・コロンバールのいけ好かない笑えみと血のような赤髪が浮かび、彼女のことが基本的に大だい嫌きらいな聖は見事に不快な気分になった。

「（もっともブランですら、奴に比べれば可愛かわいいものだがな……）」

　──だが、彼女すら及およばない嫌けん悪おの領域に、心の底から憎ぞう悪おする相手が、いる。

　それが聖の宿敵である第三の始祖、迦か喰ぐ夜やだ。

　今回の事件を受けてメディアが土萌華本人の言葉に匹ひつ敵てきするほど欲しがったのが、現在世界に六名存在する始祖の反応だった。

　吸血鬼の頂点たる六名の反応はそのまま世論形成に多大な影響を及ぼす。特に始祖に対して国民が熱ねつ狂きよう的てきな忠義心を持つ国（隣りん国ごくである華かの郭かく菲ふえい兒るー、米国アメリカのセイラム・ルーズヴェルトなど）は、彼女達の意見がそのまま国全体の意見になることが非常に多い。

　何名かは、即そく座ざに取しゆ材ざい陣じんに対応した。

　例えば、セイラム・ルーズヴェルトは合衆国の終生大統領として、人民に『自らの意志でもって判断し、決して他者の意見に流されないこと』を求めた。中ちゆう庸ようの立場である。

　例えば、郭菲兒は極きわめて好意的な反応を示した。

　なにしろ彼女は第八の始祖──吸血大戦が終結した年に発生した最も若い戦後生まれの始祖だ。そのため彼女は人間といがみ合い、殺し合った記き憶おくを持っていない。即座に華は『全面の好意でもって芦田土萌華と親交を結ぶ用意がある』という声明を、彼女名義で打ち出している。

　一方、未いまだに何も語らない始祖が二名いる。

　片方は外界との接触をほとんど断たっているルーマニア及び東とう欧おうを治める始祖だ。そしてもう片方が──よりにもよって日本を治める第三の始祖、迦喰夜なのである。

「（迦喰夜……何故、動かない。自分の国に人間がいたとしても、オマエには何の感かん慨がいもないということなのか？　現実的に困こん惑わくし、戸と惑まどっている国民を放置して？　何もかもが腹立たしいぞ、迦喰夜……！　始祖として同じ血族の者達に何の責任も果たさない放ほう蕩とう者であるオマエなどに、最高の為い政せい者しやであった父上が戯たわむれで殺されたのだからな……）」

　迦喰夜は最も正体が謎なぞに秘密に包まれた始祖だ。

　驚おどろくべきことに彼女の顔写真どころか姿を捉とらえた写真や映像の一つすら、未だにこの世には出回っていないし、彼女が公おおやけの場で発言したことすらない。

　加えて、迦喰夜の領土は全始祖の中でも最小だ。彼女以外の始祖が大戦を契けい機きに尽ことごとく支配領域を広めたのに対し、彼女Ｋが治めるのは大戦前と同じ領土──未だに日本列島だけなのである。聖の父から奪うばったはずのイギリスやイスラム諸国の所有権すら放ほう棄きし、ひたすら竹藪の中に引き籠こもる放蕩者──それが迦喰夜なのだ。

　と、ここで。

「えっ！　土萌華様、ご学友が出来たのですか？」

　ルーチェットが鉄てつ紺こん色いろの体毛に覆おおわれた獣けもの耳みみをピンと逆立て、興きよう味み津しん々しんといった様子で二人の会話に口を挟はさんで来た。土萌華は依い然ぜんとして弱り切ったまま、

「いやぁ、ちょっと、その……どう、なんでしょう……？」

「おや。となると、何とも複雑なご様子で？」

「正直言って、色々な意味で困惑しています」

「ふむむ。それだけですと、よく分かりませんね……どんな方々なんでしょう？　詳くわしくお聞きしたいです。あ、さすがに女性ですよね。まさか男性なんてことは──」

「……何故、そこでわざわざオレの方を見る、ルーチェ」

「だって、そのご学友とやらが男性だったら、若がこんなに落ち着いてるわけありませんしー。普通に女性だからこそのいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらですよね。あははは」

「っ……!?」

「な、なるほど、そうだったんですか……」

　主あるじに時々しか敬意を払はらわないことに定評のあるルーチェットが吸血歯を剝むき出しにして軽口を叩たたき、土萌華は僅わずかに頰ほおを赤らめ、チラチラと聖の方を見やった。

　土萌華はどぎまぎしていたのだ。聖から寄せられる（ということになっている）熱ねつ烈れつな好意に、どう対処するべきなのか未だに判断が付いていないが故ゆえに！

「（ルーチェ、オマエ……！　覚えていろよ……！）」

　こんなことになったのも全すべては、聖が土萌華を言い包くるめるためにでっち上げた困った噓うそが原因だ。『宝泉聖は芦田土萌華のことを好ましく思っている』という、聖が土萌華に執しゆう着ちやくし、わざわざ危険を冒おかしてまで彼女を匿かくまう全ての理由を「好意ＬＯＶＥ」に準ずる感情に結びつけてしまった──そんな「設定」が。

「……若。ご相談が」

　不意に、聖の隣に座る人じん狼ろう種の青年──エルクが声を潜ひそめて聖に言った。

　主を蔑ないがしろにすることが多々あるルーチェットと違い、エルクは逆に聖にとってあまりにも忠実過ぎる臣下だった。聖としては二人の態度を足して二で割りたいと常々思っているわけだが、それはまた別の話である。

「どうした、エルク」

「差し出がましいこととは思うのですが……こんな風に好き勝手にさせていてよろしいのですか？　俺が言う迄までもないと思うのですが、ルー姉は、本気ですよ」

「……本気とは、何がだ」

「若と芦田をくっ付ける気満々ってことです。ルー姉は困ったことに芦田を随ずい分ぶんと気に入っていて、そのせいか若が芦田に好意を寄せているというのが、あくまで『設定』だということを放棄した言動をしまくっています……！」

「『設定』ではなくて『既き成せい事じ実じつ』にしたがっている感はあるな」

「はい。この前なんて『もう一回ぐらい乳母めのとをやるのも悪くないですよねー』とか言ってましたよ!?　妄もう想そうのスピードが異常です！　ありえないですって！」

「…………勘かん弁べんしてくれ」

　思わず、聖は頭を抱かかえた。

　──恋れん愛あいなどに、何の意味があるというのだろう。

　聖が思うに、それは重荷でしかないはずなのだ。

　特に聖のような他ほかに明確な生きる目的を持っている者にとって、色いろ恋こい沙ざ汰たなどというものは余計な荷物と感情を背負い込むだけの回り道に過ぎない。

「（大体、ルーチェも趣しゆ味みが悪い。土萌華のどこがいいというのだ）」

　おもむろに聖は対面の席でルーチェットに指導されながら、パンにナイフでスプレッドを塗りたくっている土萌華の様子を窺うかがった。

　つい最近まで土萌華はこの時代の食事が舌に合わず、食事時には一人だけ別に林りん檎ごをくしゃり、くしゃりとやっていたわけだが、その問題は見事に解決されていた。

　実は、この世界に存在する多くの食物には《ローズドロップ》という特別な調味料が使われている。このローズドロップは《血吸ラ・ヴ薔薇イアン》と呼ばれる薔ば薇らのエキスであり、昨今の吸血世界においては塩や砂糖と並び立つ重要な調味料として広く認にん知ちされている。人間にとって調味料を一いつ切さい使わない料理が味気なく感じられるのと同様に、吸きゆう血けつ鬼きにとってもこのローズドロップが含ふくまれていない料理は全体的に淡たん白ぱくに感じられるわけだ。

　結果として、宝泉家の食卓で用いる全ての食材をローズドロップを使わないモノに統一し、調理の際にも一切エキスを使用せず、食べる時に後から振り掛かけるようにする──このような行程でもって、土萌華の食生活の問題は一応、何とかなったわけだ。

　聖は前へと向き直りながら言った。

「……一応言っておくが、土萌華に話し掛けて来た人物なら一人はオマエも知っている相手だぞ、ルーチェ。神田梨一子だ」

「えっ、リーコちゃんですか！」

「そうだ。あと、もう一人は舞鶴夜光というのだが……まぁ、こちらは知らんだろうな」

「あ、はい。そちらの方は存じ上げてませんね……。へぇー、でも、リーコちゃんが、土萌華様と。ははー、何だか面おも白しろい巡めぐり合わせですねぇ」

　ルーチェットは少しだけ嬉うれしそうに口元を綻ほころばせ、何度も首を縦に振った。一方、土萌華が首を傾かしげながら不思議そうに尋たずねる。

「あの、ルーチェさんが、なんで神田さんのことを知って……？」

「あはは、すいません。勝手に盛り上がっちゃって。でもそんな変な話じゃないです。家がすごく近いんですよ、神田さん。ここから五分も掛かりません」

「えっ、そうなんですか！　五分！」

「はい」

　ルーチェットが深々と頷うなずく。両手を合わせ、嬉き々きとした様子で続けた。

「私はリーコちゃんよりもお母さんの方と交流があるんです。なにしろ若がこちらの学校に通うようになってから、ずーっとお二人は同じクラスだったりするんですよね。小学校一年生の途と中ちゆうくらいからですから、十年近く同じクラスになる計算ですかねぇ」

「十年も！　え、ちなみに、それってよくあることなんですか？」

「いえいえ、普ふ通つうは滅めつ多たにありませんよ！　二、三年も一いつ緒しよのクラスが続けば長い方なんじゃないですかね。十年はもう奇き跡せきの領域です！」

「へえぇえ……凄すごいなぁ。良かった。聖くんにもちゃんと昔から付き合いのある知り合いがいたんですね。えっと、あれですよね。幼馴染み……みたいな？　私てっきり、演技で付き合ってる方達しかいないんじゃないかと心配していたんです」

「……」

　相変わらず聖のことをナチュラルに薄はく情じよう者だと思っている土萌華が、ホッと蕩とろけるような笑みを浮うかべた。聖の幸福を、まるで自分のことのように喜んでいる。この評価の低さの原因が大体全て聖自身にあるとはいえ、実に複雑な気分だった。

　……とはいえ、間ま違ちがいは正さねばならないだろう。

「──ずっと同じクラスではあるが、オレ達は仲良しでも幼おさな馴な染じみでもない」

　土萌華が目を丸々と見開いた。

「ど、どういうことでしょう……え、家が近くて、小学校の頃ころからずっと同じクラスってことで……それで、幼馴染みでも」

「違ちがう」

　聖が肩かたを竦すくめながら言った。「確かに何の巡り合わせか教師の陰いん謀ぼうかは分からんが、奇き妙みようなことにオレと神田はずっと一緒のクラスだった。だが、それと同じくらい奇妙なことに──オレ達は一度もまともに話したことがないのさ。だから、おそらく不ふ釣つり合いな表現だ。幼馴染みという関係についてはな」

　例えば『同じクラスだったものの、一度もまともに話さず一年が終わった相手』の一人や二人ぐらい、誰だれにだって覚えがあるはずだ（もちろん、そのような相手が存在したことをうっすらと覚えている一方、名前も顔も忘れてしまっているだろうが）。

　ただ普通と少し違うのは聖と梨一子はそんな関係が一年やそこらで終わらず──ひたすら十年続いた間あいだ柄がらである、ということなのだ。

「家の近くで顔を合わせれば会え釈しやくぐらいはするがな。だがそれ以上の会話は……いわゆる個人的な会話だとかは一切した記き憶おくがない。別に互たがいを避さけているわけでもないと思うのだが……まぁ、向こうがどう思っているかは知らんがな。少なくともオレは、そうだ。とにかく、これまでとことん互いに縁えんが無かった。オレと神田はそういう関係なんだ」

　改めて、聖自身も奇妙な縁だな、と思う。

　神田梨一子は聖にとって最も古い知り合いの一人である。なにしろ聖が十歳の頃に一緒に暮らすようになったエルクよりもその歴史は長いのだ。ただし、長いだけであって、極きわめて──その関係性は薄うすい。決定的なまでに。

「だからもし、神田と付き合って行く上で何か注意点があるか、などとオレに訊きこうとしても無意味だ。アイツは何を考えているのか……良く分からん。むしろ、一緒にいた舞鶴夜光の方が断然内面を把は握あくしているくらいだ。聞きたいか？」

「え……そ、そう、ですね……」

　ぎくしゃくと動いていた土萌華のスプレッドナイフを操あやつる手が止まり、持ったパンに塗ぬっていた琥こ珀はく色いろのジャム──林檎のジャムが、ぽたり、とテーブルクロスの上に落ちる。

　土萌華が、ぽつり、と言った。

「…………すいません。遠えん慮りよさせてください」

　土萌華がゆっくりと首を横に振ふり、口元に乾かわいた笑えみを張り付ける。そのまま少し離はなれた場所にあった台だい拭ふきを手に取ると、

「どちらにしろ、長くは続きませんから」

　林檎のジャムを拭き取りながら、言った。

「……随分と、悲観的な意見だな」

「そうでもないと思います。私にしては、その、少し冷静なだけかと」

　確かに、気味が悪いほど地に足が着いた意見だと思った。吸血鬼を前にしてスイッチが入り、ブチギレているわけでもないのに──こと今回の一件に関して、土萌華の頭の中は凍こおりついているわけだ。

　土萌華が寂さみしげで、曖あい昧まいな表情を浮かべながら続ける。

「神田さんと舞鶴さんがどういうつもりで私に声を掛けて来たのかは分かりませんが、たぶん興味本位だと思うんです。だって、こんなタイミングですし。なので、少し経たてば向こうが飽あきると思います。だから……聖くんからお二人の話を聞く必要もないんじゃないかな、と。少なくとも、私はそう思うんです」

「……ふむ」

　聖は腕うでを組み、目を瞑つむって、背もたれに体重を預けた。安物の椅い子すがぎちりと微かすかな悲鳴を上げ、その音が閉じた瞳ひとみの中で残ざん響きようする。

　最後に土萌華が言った。

「それに、神田さんに友達になろうと言われた時もあんまり喜べなくて。ブランネリアさんに私が一度騙だまされて、お友達とか、そういう話題がトラウマになっているってこともあるんですが、それ以上に……ここ数日で、私が人間だってことが世間に知れ渡わたって、それをテレビのニュースとかで自分でも見て、それに……私を見て怯おびえる方とかもいて……それで私、思ったんです。

　どう考えても、人間はこの世界で異質な存在で、そして私はその人間の中でも異い端たん中の異端のクルースニク……吸血鬼と戦う者……そんな私が普通の吸血鬼の方々と、自分の力や存在を隠かくしたまま、お友達になることは、きっと、すごく難しいはずです」

　世界にたった一人の人間である芦田土萌華は、悲しいまでに人間だった。

　人と吸血鬼は、そう簡単に交わらない。交われない。土萌華は、それを痛いほどに知っている。
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　──などと芦田土萌華が非常に神しん妙みような顔付きで愚ぐ痴ちっていたのが、確か一週間ほど前だっただろうか。

　聖が思うに、当初土萌華は学校というモノに淡あわい期待を抱いだいていたのだろう。

　なにしろ学校といえば青あお臭くさい出来事をこれでもかというほどに小さな校舎の中に詰つめ込んだ奇妙な空間で、人類の歴史上、様々なフィクションの舞ぶ台たいとなって来た場所だ。

　学校に通ったことのない土萌華からすれば、それは夢を詰め込んだ宝箱のように見えていたのかもしれない。彼女が届いたばかりのセーラー服を自身の胸に抱え、はにかむような表情を浮かべていたことを聖は今でも覚えている。

　だが、現実は想像以上に苛か酷こくだった。

　自身が人間であることが白日の下もとに晒さらされた結果、徹てつ底てい的てきに「人間」と「吸血鬼」が違う存在──相あい容いれない関係であると考えている者の多さを刻み込まれた。

　だからあの時、土萌華の口から飛び出した『どちらにしろ、長くは続きませんから』という言葉は、紛まぎれもなく彼女の悲しい本心だったはずだ。

　ところが、だ。

「（本当に一週間前のアレはいったいなんだったのか……オレの同情を返せ……！）」

　さすがの聖も予想していなかった事態が更さらに続いたのだ。

　決定的なところで聖は失念していた。土萌華は聖の想像を超こえるレベルで、とんでもなく単純で、あまりに素す直なお過ぎる馬ば鹿かであるということに。そして土萌華と「友達になりたい」と声を掛けて来た神田梨一子と舞鶴夜光も、負けず劣おとらずの馬鹿であるということに。

　三馬鹿だったということに！

「トモちゃーん、ヤコちゃん、おはよー！　あ、トモちゃんトモちゃん！　昨日ね、テレビ見たよ！」

「おはようございます、梨一子ちゃん。ちなみにテレビというと、どの……？」

「えっと、どれかなぁ。とりあえず、ニュースだったよ！　トモちゃんって青森地区出身なんだね！　でも、あそこって人住めるの？　何にもないイメージしかなかったよ！」

「……『週刊夜顔』の最新号が出たので、情報が少し公開されましたからね。ですが、青森はその……住めます。私が生まれた時には当然、もう廃はい県けんされた後でしたが、こっそり暮らすくらいならば、一応は。そこそこ文化的でしたし」

「へー！　でも隠れて暮らしていたなら青森は一番納なつ得とく出来るよねぇ」

「……なぁ、リーコ。どうして青森が一番頷けるコトになるんだい？　廃県になって統合された場所は他ほかにも色々あるじゃないか。ボク的には鳥取とか島根の方が、もっと寂さびれたイメージがあるよ。特に鳥取には砂さ漠ばくがあるらしいし、土萌華が砂漠の民たみとして暮らしていたとしたら千夜一夜的で浪ロ漫マンがあると思うな」

「えー。ヤコちゃん、ニュース見てないの？　どこの番組でもすごい時間取って、しっかり解説してたじゃん。っていうか、鳥取にあるのは砂さ丘きゆうで砂漠じゃないし。野生のラクダもいるし、オアシスもあるけど、衛星とかから丸見えで、隠れて住むのは無理だよ。全然文化的じゃないよ」

「……フッ、生憎あいにくとボクはニュース番組は極力見ない主義だからね。解説員のノイズにまみれた恣し意い的てきな意見ではなく、あくまで最低限の情報だけを取り入れてボク自身で真実を解かい釈しやくすることに重きを置いているのさ。マスコミが垂れ流す情報を鵜う吞のみにしているリーコとはまるで違うということだよ！」

「あ、あの、夜光ちゃん」

「フフ。なんだい土萌華」

「となると、私が何故なぜ、青森地区に暮らしていたのかは、結局、言わなくてもいいんでしょうか……？」

「………………そんなことは言っていない。答え合わせのために君自身の口から真実を聞くのは有意義なことなのだから。さ、土萌華。話してみたまえ」

「…………え。あ、はい。青森地区はですね。戦前までは日本最大の林りん檎ごの産地だったんです。なので大戦の時に吸きゆう血けつ鬼き達が一いつ斉せいに県内の林檎園を焼き払はらってすぐに廃県になったんですが、結果的にそのせいで土地が汚お染せんされて吸血鬼が足を踏ふみ入れることの出来ない魔の土地に──」

「ダメダメ、トモちゃん！　ストップ、ストップ！　見てよ、このヤコちゃんの顔！　明らかに『青森って林檎の産地だったんだ。知らなかった』って顔してるよ！」

「っ──!?　ば、馬鹿にしないで貰もらおうか！　知ってるよ、それくらい！」

「ううん、噓うそついても分かるんだから。あのね、トモちゃん。ホント、ヤコちゃんって拗こじらせてるの。ここは素直にアニメ観みるのに忙いそがしくてニュースとか見る時間なかったって言えばいいのにさ。昨日って『覚かく醒せい龍りゆう姫きグラヴィレイザー』の放映日だよねぇ。ヤコちゃんの大好きなイケメンいっぱい出て来る『人間モノ』のさー。そっちに夢中でニュースとかガンスルーだったんでしょ？　聞かなくても分かるよ」

「なっ、リ、リーコ……それは……!?」

　──明らかに図星を突つかれたらしい舞鶴夜光がトパーズレンズを入れた左ひだり眼めを押さえながら苦く悶もんの表情を浮うかべたところで、聖はもう話を聞いていられなくなった。

　聖は三人の方を盗ぬすみ見しながら、奥歯を嚙かみ締しめる。

「（なんだ、このあまりに緩ゆる過ぎる内容は……！　神田！　舞鶴！　オマエ達は自分達と下らない女子向けロボットアニメの話をしている相手が、今世界で最も注目を集めているたった一人の人間だということが分かっているのか……!?）」

　土萌華はあまりお喋しやべりなタイプではないので聞き役に徹てつしているようだったが、それでも到とう底てい、一週間前に思い詰めた表情で『自分には友達を作ることなんて無理です……』と悲しく主張していた者の反応ではない。

　──馴な染じみ過ぎ、である。

　ナチュラルに土萌華の方も二人のことを名前で呼んでいるし、身体からだや顔付きの強こわ張ばりもほとんど消えて、先日針の筵むしろに座らされた際には絶対に浮かべなかったであろう柔にゆう和わな笑顔を覗のぞかせている始末。それだけではない！　この表情は宝泉家で聖達と食しよく卓たくを囲んでいる時にすら見せないような安心しきった顔だ！

　そして土萌華は穏おだやかな笑みを浮かべながら、二人の会話に首を突っ込んだ。

「でも、最新話まで追い付いて私も昨日初めて生で観ましたけれど、昨日のグラヴィレイザーはとても面おも白しろかったです。ロボット同士の肉にく弾だん戦で、ちゃんと格かく闘とう技ぎの動きが取り入れられていたのは凄すごかったです」

「おお、土萌華！　ちゃんと観てるね！　アクションに関しては、グラヴィレはここ数年の作品の中でも抜ばつ群ぐんの出来だね。作品自体も気に入ってくれたかい？」

「はい、とても。ただ、その、私は人間なので、主人公の吸血鬼側ではなくて、どうしても侵しん略りやく者側の人間に感情移入してしまうのがアレなんですが……」

「ハハハ、そんなの全然問題ないよ。ボクだって主人公サイドより断然、敵サイド推おしだから」

　そして更にとんでもないことに──土萌華も、このアニメを観ているのである。

　昨日の午後一時頃ごろだったか、居間にやって来た土萌華が唐とう突とつに『ちょっと観たい番組があるんですが』と切り出したわけだ。

　そして目当ての番組というのが、渦か中ちゆうのグラヴィレイザーだった。しかも丁度、宝泉家の住人全員がその時、居間に揃そろっていた。だから、四人で観たのだ。男には全く楽しみどころが理解出来ない不可解なアニメーションを。

　そして言う迄までもなく、聖とエルクにグラヴィレイザーの壁かべは──厚過ぎた。

　土萌華だけでなくルーチェットまで作品を楽しんでいたのとは裏腹、聖とエルクは共に眉み間けんに皺しわを寄せながら、『この男、面めん倒どう臭くさいな』『どうして男は水着になったのに主人公の女の子だけ着き替がえなかったんでしょう』『さっさとブチ殺せばいいものを。グダグダと女め々めしい奴やつらだな』『こんな聖人みたいな男、現実に存在しませんよ』『主人公の女に好意を寄せている男が多過ぎる。ハッ、この童顔でとんだ悪女というわけだ。クズだな』などと次々湧わいて来る疑問や不満をぶちまけていた。

　すると話が半分終わってＣＭになった辺りだっただろうか。怒いかりに肩かたを震ふるわせたルーチェットが牙きばを剝むき出しにして二人に対して説教を始めたのである。

『若！　エルク！　さっきから二人がブツブツ文句を言う度たびに、土萌華様が凄く気まずそうな顔をしてることにどうして気付かないんですか!?　女心が理解出来ないダメダメな殿との方がた達はさっさと寝ねて下さい！　まったくもう！』

　結果、聖とエルクは有う無むを言わさず、居間から追い出されてしまった。あまりに意味が分からない。何故自分達がキレられたのか、未いまだに聖は全く納得が行っていない。

「………………付き合ってられん」

　耐たえ切れず、聖は席を立った。廊ろう下かに出て、戸をピシャリと閉めると、意外なほどに一年四組の教室がそれなりの活気に満ちていることが改めて認にん識しき出来た。

　──一週間前は葬そう式しきのような場所だったにも拘かかわらず、だ。

　梨一子と夜光と知り合い土萌華が笑え顔がおを覗かせるようになったことで、周囲の彼女を見る眼めも変わりつつあった。その結果が、ささやかな活気を取り戻もどした教室の姿だった。

「……馬鹿の方が都合の良いこともある、というわけか？」

　水飲み場へと足を運び、冬の冷たい水で喉のどを潤うるおしながら聖は思わずぼやいた。教室の空気が好転したのは、想像以上に土萌華の頭が残念だったからに違ちがいない。

　かといって、土萌華が馬鹿で良かったなどと今いま更さら認めるのも何となく腹が立つ。

　聖は、非常に複雑な心境だった。

　と、そのときだ。

「あら、聖さま。随ずい分ぶんと呆ほうけた様子ですこと。らしくありませんわ、うふふ」

「ッ──」

　聖の心が僅わずかに緩んだ瞬しゆん間かんを見計らったように、彼女の聞き慣れてしまったこと自体に不快感を覚える声が、するりと、聖の耳じ朶だを侵しん蝕しよくして来たのは。

「…………ブラン」

「はい。お久しぶりです、聖さま。ブランとしばらく会わない間に、どうやらあの雌めす犬いぬにすっかり腑ふ抜ぬけにされてしまったようで──」

「黙だまれ。殺すぞ」

「殺す！　ブランを、聖さまがですか！　あらあら、まあまあ……少し前までの聖さまならば、決して口に出すことはなかった台詞せりふではありませんか！」

　ブランネリア・コロンバール。

　彼女と相対したとき、何よりもまず目に焼き付くのは目の毒ではないかというぐらいの燃えるように鮮あざやかな赤色の髪かみ、そして見事なまでに整った可か憐れんな顔立ちだ。

　だが、これは所しよ詮せん、彼女がとびきりの「毒花」であることの証左でしかない。

　毒花はその多くが不気味なまでに鮮せん烈れつな色合いの花びらでもって、冒ぼう険けん者達を魅み了りようする。自らが危険を帯びた存在であることを隠かくそうとしないモノも多い。

　その意味で、やはりブランネリアは筋金入りだ。

　にやついた笑みを張り付け、吊つり上がった唇くちびるは自身の性格の悪あく辣らつさを恥はじとすら思っていない証しよう拠こであるし、瞳ひとみに入れたサフ青色のァイカラーアレコンタンズクトや黒色のマニキュアなど、身を飾かざる物すべてに行き届いた配はい慮りよがあり、同時に潔いさぎよささえ感じさせる毒花の美学が、そこにはある。

　すかさず、聖はブランネリアとの距きよ離りを詰つめた。

　お互たがいにしか言葉が届かない間合い、吐と息いきが触ふれ合う間合いまで、接近する。ブランネリアの存在に畏おそれをなし、廊下にいた生徒達は二人から距離を取ってはいるが、それでもこれから話すことは他人に聞かれてはマズい内容に他ならない。聖は言った。

「勝手に言っていろ。オマエこそ、随分と復学に時間が掛かかったな。九条にブチ抜ぬかれた怪け我がはどうなっている？　その腹に、しっかりと血と肉は詰まっているのか？」

「っ……」

　聖の言葉にブランネリアが自身の腹部に右手を僅かに宛あてがい、表情を歪ゆがませた。が、すぐさま、普ふ段だん通りの嘲ちよう笑しようめいた笑みを顔面に刻むと、

「ええ、おかげさまで。聖さま、触さわられますか？　制服の上からでも──もちろんブランの服を脱ぬがせて直接触って確かめて頂いても構いませんが？」

「馬ば鹿かを言うな。手が汚よごれる。結構だ」

「あら、つれないですこと。ま……怪我自体はあっという間に治しました。傷一つなく、つるりと。これは、名めい誉よの負傷ですわね。なにしろ、ブランは直接桐彦さまと剣けんを交えたわけですから。女性に守られているだけのお弱い聖さまとは違います。それにブランは心の底から感動したのです！」

「……感動だと？」

「はい──聖さまは少し見ない間に、偉えらくなられたのだな、と。ブランのことを心だけでなく、実際の言葉で『殺す』などと言って頂けるなんて！　ま、そうでしょう。聖さまには土萌華さまがいらっしゃるわけですから」

　ブランネリアの表情から笑みが消失した。「──随分と生イキになりましたわね、聖」

「フッ……」

　聖は答える。ブランネリアとは逆に、口元に愉ゆ悦えつの笑みを浮かべながら。
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「はは。そうだな。まるで変わらないオマエからすれば、オレは変わったように見えるのかもしれん。相変わらず、虚きよ勢せいで自分自身を覆おおい隠しているオマエにはな」

「なっ──!?」

「オレは女に守られるだけの弱者で結構だよ。だから、ブラン。オマエもオレと同じく分を弁わきまえたらどうだ？　無理に強い言葉を使うのはやめた方がいい。オマエはもう、オレには手を出せない。土萌華がいるからな。次は腹に穴を空けられるだけでは済まんぞ？　それにアイツはオマエが考えている以上に、吸血鬼を『殺す』と決めたときは遠えん慮りよが無い」

「なっ……こ、この男……！　誇ほこらしげになんてことを……!?」

　ブランネリアが眼を見開いた。

　聖の発言が、あまりにも堂々とした最低極きわまりないモノだったからだ。

　とはいえ、言うまでもないが──これは聖の噓だ。

「（もっとも、この噓はまた少し意味合いが異なる……ブランは、あの事件の一部始終を知っているわけではないのだ。土萌華が吸血鬼を滅ほろぼす者であること、異常な戦せん闘とう力りよくを持ち合わせていることは知っている。だが──オレの正体は、まだ知らない。オレが母上の遺ゆい言ごんを受け取った後、コイツは違う場所でヒンヒン痛みに泣き喚わめいていたわけだからな。オレに土萌華に匹ひつ敵てきする力があることは……隠しておくに越こしたことはない）」

　そのためならば、女の背に隠れる卑ひ怯きよう者の罵ののしりの一つや二つ、喜んで受ける。己おのれの無様さを認めることで彼女の行動に釘くぎを刺しておけるならば、それが最も望ましい。

　そう、釘と言えば──

「おっと、そうだ。分かっているとは思うが、オマエの知っていることを他ほかの誰だれかに口外しようなどとは思わないことだ。命が惜おしければ」

「ッ……！」

　ブランネリアは聖達にとってバレてはマズいことを多く知っているが、もしもそれを誰かに告げ口したならば土萌華が黙っていないということも、十分理解しているに違いない。

　──もっとも、そのようなことがあれば、ブランネリアに手を下すのは土萌華ではなく彼女の血を吸って槍やりと炎ほのおを携たずさえた聖になるだろうが。

「フ……フッ、戯たわ言ごとを……！　きょ、興が削そがれましたわ。今日のブランは聖さまのお相手をしているほど、暇ひまではありません。用事がありますので、これで……」

「奇き妙みようだな。オマエにオレと会う以外に学校に来る理由があるのか？」

　ブランネリアが即そく答とうした。

「もちろん。ブランはお友達に会いに来たのですよ」

「……オマエ、何を言っている？」

　友達。

　あまりにも彼女のキャラと懸かけ離はなれた単語が飛び出し、聖は虚きよを衝つかれた。そこに隙すきが出来てしまう。ブランネリアはするりと聖を追い越し、耳元で囁ささやいた。

「ふふふ。それでは、聖さま。ごきげんよう」

「っ──お、おい!?」

　聖が振ふり返ったときには、もうその場にブランネリアはいなかった。

　言葉で聖に言い包くるめられることがあるとしても、彼女はこんな日本の片かた田舎いなかにいることがおかしいほどの高位吸きゆう血けつ鬼きだ。サングリア故ゆえに平時は小学生女児にすら劣おとる身体能力しか持たない聖から、即そく座ざに目を晦くらますことなど何の苦もない。

「もしや……！」

　聖は慌あわててブランネリアが消えた方向に向けて駆かけ出した。彼女の目的地、それは聖がさっきまでいた場所──一年四組の教室以外に考えられなかったからだ！

　息を切らし、駆け抜け、聖は教室の戸を勢いよく開いた。

　すると、そこには。

『あ、あの……私、さっきからブランネリアさんの言っていることが全然分からないんですけど……えっと、なんていうか、私の知ってるブランネリアさんはそういうことを言うキャラじゃないっていうか……』

『簡単な話です。ブランは土萌華さまに助けられたおかげで、友情と博愛の心に目覚めたのですよ！』

『た、助けられたって──ちょ、ブ、ブランネリアさん!?　そのことは口にしたらダメです！　た、大変なことになってしまいます！』

『あらあら。申し訳ありません。熱くなったあまり、口が滑すべってしまいました』

　──土萌華に親しげに話し掛けるブランネリアの姿が。

　もちろん傍かたわらには、ついさっきまで一いつ緒しよにアニメーションの話をしていた梨一子と夜光の姿も見える。ただ、土萌華も含ふくめた三名は揃そろって困こん惑わく顔だ。

　無理もない。

　悪辣、クズ、性しよう悪わる、淫いん乱らん、自己中、ビッチ──口には出さないにしても、以前のブランネリアを知っている者は、概おおむねこのような印象を抱いだいていたはず。友情と博愛という清らかな言葉が、これほど似合わない人物というのもなかなかいない。

「ブラン、オマエ……！」

　聖はすぐさま四人のいる席へと歩み寄った。下手な勘かんぐりを避さけるため、出来る限り土萌華とは学校で話さないようにしていたが、この時ばかりは非常事態だった。

　一方、胸むな倉ぐらに摑つかみ掛からんばかりの勢いで近付いて来た聖を、ブランネリアは悠ゆう然ぜんとした流し目で撫なでると、スッと押し止めるかのように彼に向けて右手を突き出した。

「聖さま、お待ち下さい。それは不ぶ躾しつけというものです」

「……どういう意味だ」

「聖さまは男性です。婦女の語らいに首を突っ込むのは、マナー違い反はんというものではありませんか？　ブランがいることで皆みなさまを萎い縮しゆくさせてしまうとは思いますが、同じくらい聖さまも周りを緊きん張ちようさせる存在であると、認にん識しきされた方がいいかと」

「な……オマエ、ふざけたことを──」

「あの、聖くん！」

　聖が声を荒あららげようとした瞬間、土萌華がツッと顎あごを持ち上げ、強い口調で言い放った。

「──このことは、私に任せて頂けないでしょうか」

　その土色の瞳に、強い意志の光を携えながら。

　瞬間、土萌華が入間基地に一人で向かったとき、残して行った書き置きの内容が聖の脳のう裏りに蘇よみがえった。

『ブランネリアさんが私の昔の知り合いのことを知っているらしいので会って来ます。勝手に外出してすいません。すぐに戻ります。でも、心配しないでください。もし彼女が悪い人だったら、私は私の役割を果たすだけですから。私は、負けないです。


土萌華』



　この文章は、普段外見・内面共に「どこにでもいる普ふ通つうの少女」でしかない芦田土萌華が、その核かくの部分に異い端たん極まりない「使命」を背負っていることを意味している。

　──力のない人々を守るために、悪い吸血鬼を倒す殺すということ。

　たとえ二〇一五年の土萌華が理想として描えがいた「力のない人々」が、この二二二九年の地球では倒すべき存在の吸血鬼に成り果ててしまっていたとしても、きっとその本質は変わらない。

　灰は灰に、塵ちりは塵に。来るときが来れば、芦田土萌華はブランネリア・コロンバールを何の感かん慨がいもなく、殺すだろう。それこそが土萌華に──否いな、土萌華の「使命」に任せる、ということに違ちがいない。聖は身体を翻ひるがえしながら頷うなずいた。

「……好きにしろ。そうまで言うならばオレは降りる」

「あ、ありがとうございますっ！」

　馬ば鹿か丁てい寧ねいに頭を下げる土萌華を尻しり目めに聖はブランネリアを睨にらみつける。しかし彼女はまるで表情を崩くずそうとしない。威い圧あつにすらならない。

　聖は彼女達から距離を取りながら、眉み間けんに皺しわを寄せ、思考の海に沈しずんだ。

「（面めん倒どうなことになった……今、オレが気にするべきは迦喰夜の動向ただ一つなのに、何故なぜ、ブランのことなど──ッ！　いや、待て!?　そうか、迦喰夜……!!）」

　その時、落らく雷らいめいた衝しよう撃げきが聖の身体を駆け抜けた。

　ブランネリアはフランスからの留学生としてこの国にやって来ているわけだが、彼女は国家の要人達と接点を持っている。彼女の口くち振ぶりからすると迦喰夜に謁えつ見けんしたことはないのだろうが、それでも彼女の懐ふところ刀がたなである九条と以前から面識があったことになる。

　ならば──ブランネリアのこの行動の裏側に、迦喰夜の存在がある可能性も十二分にあるのではないだろうか？

　遅おくれてその可能性に気付いた聖は、すぐさま土萌華達四人のいる席を振り返った。しかし、そこでは既すでに──

「ところで、土萌華さま。土萌華さまは、こちらにやって来てから街の中を散策されたことはおありですか？　おそらくですが、まともに出歩かれた経験もないはず。今、入間の街は、普段の寂さびれっぷりが噓うそのように賑にぎわっていますから」

　ブランネリアが行動に出た後だったのである。

「そこで提案なのですが──今週末の休みに、友人らしく、少し遊びに行きませんか？　とはいえブランもそれほど街の中には詳くわしくないので、出来れば梨一子さまと夜光さまにもご同行頂けたらありがたいな、と。土萌華さまに街の中を案内して頂ければと思うのです。いかがでしょうか？」
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　単刀直入に、言おう。結局──土と萌も華か達はブランネリアの提案を吞のみ、四人で街に遊びに出で掛かけることになった。

　正直、断るべきなのではないか、と土萌華は思ったのだ。なにしろ梨り一い子こや夜や光こうに何か危険が及およぶ可能性があるとしたら、それだけは絶対に許されることではないのだから。

　ブランネリアのような危険人物が何やら土萌華にこの期ごに及んで接せつ触しよくを図はかっているらしく、その真意に確信が持てない。となれば出来る限り、個人的な接触は避けた方がいいのではないか……土萌華はそう考えたのである。

　故ゆえに彼女の提案を受けるかどうかはあの場では保留にして、各自一度家に持ち帰ることになった。だから土萌華はその日の食事の席で、聖ひじりに自分の考えを打ち明けた。

『私、やっぱりブランネリアさんと遊びに行くのは断ろうと思っているんです』と。

　当然、彼女のことを嫌きらいまくっている聖はそれに同意すると思っていた。

　ところが、だ。

『ああ、いや。なんだ。うん。別にいいんじゃないか。遊びに行っても。たまには息いき抜ぬきも、必要だろう。街を見て回るのも悪くないことだ』

『は……!?　い、いや、ですが、ブランネリアさんが何を考えているのかとかも、よく分かりませんし……や、やっぱり私は……』

『神かん田だや舞まい鶴づるに何かあったら、か？　ならば──オマエが守ればいい』

『っ……!?』

『クルースニクとは力のない人々の代わりに悪い吸血鬼と戦う《星の護まもり手》だ。オマエは数十億の人類を背中に庇かばい、戦うことを決意して眠ねむりについたのだろう。それとも、まさか……今となっては二人の女を守ることさえ出来ないとでも？』

『ッ……な、嘗なめないで下さい！　守ります！　梨一子ちゃんと夜光ちゃんには傷一つ付けさせません！　今だって私の土人形が二人を影かげながら警備していて──』

『よし。決まった。遊びに行ってこい。そういえば、オマエは外出用の服を持っていなかったな。実は今日の帰りにオレが直々に選んで来てやったのだ。プレゼントしてやろう』

『えっ』

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。気が付いたときには土萌華は新品の洋服を押しつけられ、週末にブランネリア達と外出することになっていた。自分が嵌はめられたらしいと気が付いたのは全すべてが決まった後だった。それ以外に聖が語ったのは『それと当日は所用があるので、オレ達は家を留守にする』という一点だけだった。







　そして結局、梨一子と夜光も遊びに行くことに同意し、依い然ぜんとして土萌華は大きな疑問を抱かかえたまま、約束の日が来てしまった。聖が土萌華をあえてブランネリアと共に外出させようと考えているのだろうが──それでも分からないことだらけなのは間ま違ちがいなかった。

　場所は、二人の勧すすめで入間市の駅前からバスで数十分程度の場所にあるアウトレットモールを選せん択たくした。土萌華にはあまり馴な染じみがなかったのだが、アウトレットモールとは様々なショップが立ち並ぶ入間市の文化の大動脈とも言える重要な施し設せつらしい。

　休日の集合時間としては早い時間……午後十一時に待ち合わせをした土萌華達はモールの色々な店を見て回ることになった。

　そして今、土萌華達が居るのは夜光お気に入りの店だという──

「おお！　ついに待望のアレキサンドライトレンズが発売されたのか！　これは凄すごいんだよ！　『ジュエルレンズ』シリーズの最高傑けつ作さくと名高い代しろ物ものでね、使用者の血液型情報を読み取って、それに合わせて瞳ひとみの色が変わるんだ！　しかも何なん色しよくにもね！」

　カラーコンタクトレンズショップだった。

　どうもこの時代ではカラーコンタクトレンズ文化が大いに発展しているようだ。

　というのも吸きゆう血けつ鬼きは基本的に例外なく紅あか色の瞳を持つわけだが、それはつまり全世界九十億の吸血鬼が全て赤眼であるということだ。これではあまりに多様性がないということで、カラーコンタクトをお洒落しやれの一いつ環かんとして一いつ般ぱん的にも使用し、瞳の色を変える文化が世界的に広まっているらしい。

「えー。でも、それって忙いそがし過ぎる気がする。あたし、ヤコちゃんと話してて気が付いたら目の色が変わってたら、その度たびにビックリしちゃうと思うなぁ」

　梨一子が友人の勧める奇き抜ばつにも程ほどがあるカラーコンタクトをしげしげと眺ながめながら首を捻ひねり、否定的な言葉を口にする。すると夜光は肩かたを竦すくめて、

「そうかい？　常つね日ひ頃ごろからトリックスター感溢あふれる空気を纏まとったボクにピッタリの代物だと思うけどね。それに最初はともかくすぐに慣れるはずさ」

「うーん。ヤコちゃんは誰だれかを騙だますより、コロッと騙される側だと思うけどなぁ」

「そ、そんなことない！　ボクは断然、蠱こ惑わく的で闇やみ的な魅み力りよくに溢れた小ゴシツク悪ヴアン魔パイアタイプだからね！　土萌華もそう思うだろ!?」

「えっ」

　急に話を振ふられた土萌華は困り果ててしまった。

　確かに夜光はとても可愛かわいらしい女の子である。一五〇センチに満たない小こ柄がらで華きや奢しやな体たい軀く、肩かた口ぐちで切り揃そろえた闇のように黒いショートヘアー、トパーズレンズによって金色に変わった左ひだり眼めと、吸血鬼特有の紅色の右眼──舞鶴夜光は率そつ先せんしてオタっ気丸出しのトークさえ始めなければ、十分に気を引くであろう美少女だ。

　だが、夜光と知り合って二週間程度の土萌華ですら実感出来ているほどに、彼女は素朴で、純情で、夢見がちだ。梨一子によると、夜光がこんな奇き妙みような口調で話すのも何かのアニメキャラクターに憧あこがれているかららしくて（そのキャラクターが誰なのかは梨一子も知らないとのこと。夜光曰いわく『マイナー過ぎる作品だから言ってもどうせ分からない』とか何とか）、それは土萌華の時代的感覚で言う「厨ちゆう二に病びよう」という奴やつに違いないのだ。

　そしてこのような色々と拗こじらせ系である夜光に沸わき立つような小ゴシツク悪ヴアン魔パイア的魅力があるかというと──どう考えても、ないわけで。

「…………そ、そういえば、結局、夜光ちゃんは、これを買うんですか？」

　答えに窮きゆうした土萌華は慌あわてて話題を逸そらした。

　夜光は腕うでを組み、突とつ如じよ飛来した質問に多少面食らった様子ではあったものの、

「えっ、んー、いや……ううん、正直、手が出ないかなぁ。ジュエルレンズはそれなりに長く使えるけれど、伊達だてに宝石の名を冠かんしていないからね。高いんだよ。特にアレキサンドライトレンズは新作だから、お小こ遣づかいとバイト代をやりくりしてもちょっと」

「あっ、確かにこの値段は……」

「だろう？　それに、このトパーズレンズだって先月新調したばかりなんだ。だから、しばらくは金きん紅あかのオッドアイで行こうと思う。もう少し余よ裕ゆうが出たら、右目にもアレキサンドライトレンズを入れて、えっと、金と…………えっと……えーっと……」

　言い掛かけて、夜光の動きが停止した。

　どうやら夜光は「アレキサンドライト」を和訳して「金○○のオッドアイ」という感じの発言をしようとしたが、途と中ちゆうで語ご彙いが足りないことに気付いたようだ。

　と、そのとき。

「金きん緑りよく石せきですわ、夜光さま」

　──ピシャリと声が。

「え……」

「アレキサンドライトの和名は金緑石。ジュエルレンズを愛用する者としては、当たり前の知識でしてよ。とはいえ、あまり感心は出来ません。ご自身のゲテモノ趣しゆ味みをひけらかすようなモノではありませんか？　ブランのような淑しゆく女じよは、このような奇きを衒てらっただけの品は眼中にないのです。ま、夜光さまのような下品な庶しよ民みんには、この節操のない石が空に輝かがやく綺き羅ら星ぼしのように見えてしまうのかもしれませんが。うふふふふふ」

　答えたのは、ブランネリアだった。

　もちろん土萌華達を誘さそい出した張本人である彼女もここにいた。ブランネリアの服装は以前、入間基地で相対したときと似ていて、白のブラウスに臙えん脂じのショートタイ、ジャケット、ロングブーツ。その上に厚手のコートを羽織っている。もちろん両眼にはジュエルレンズ──氷のような青のサファイアレンズを装着している。

「（う、うわっ……ブ、ブランネリアさん、全然前と変わってない……！　凄くナチュラルに夜光ちゃんを見下してるし！　凄くブランネリアさんだし！　ど、どこが友情と博愛の心に目覚めてるの……!?）」

　しかし、そんな外見以上に土萌華を驚きよう愕がくさせたのは、ブランネリアの相変わらず過ぎる態度だった。長年染み着いた性しよう根ねはそう簡単に変わるわけがないということか。おそらく彼女は息をするように自然に、相手を見下す言葉が口から出て来るに違ちがいない。

　これでは間違いなく夜光も気分を悪くするはずで──

「あ、大だい丈じよう夫ぶだよ。トモちゃん。心配しないでも」

「え？」

　梨一子が土萌華の肩をポンと叩たたいた。

「見てて。ヤコちゃん、全然気にしてないから」

「いや、で、でも……」

「へーきへーき」

　ヘラヘラと笑う梨一子。まるで夜光とブランネリアが衝しよう突とつする可能性など一いつ切さい有り得ないと確信しているような……だが、土萌華にはその理り屈くつがよく分からなかった。

　露ろ骨こつに見下されることは、どう考えてもあまり気持ちのいいことではないと思うし、そもそも夜光と梨一子がやんやと言い争いをしている光景を、この二週間で土萌華も何度も見み掛かけている。どう考えても、一ひと悶もん着ちやくありそうなものだが。

「……」

　じぃっとブランネリアの瞳を見つめていた夜光がはたと口を開いた。

「教えてくれてありがとう、ブラン様」

「（ふ、普ふ通つうにお礼言った!?）」

　──夜光は、ペコリ、と非常に素す直なおに頭を下げたのだ。

　そのまるで邪じや気きのない実直な一礼に土萌華は衝しよう撃げきを受ける。まさか、この二人が特に衝突することもなく会話出来るだなんて！

「ね。言ったでしょ？　全然へーきだって」

　梨一子がニィッと笑いながら土萌華の肩をトントンと叩き、そして言った。

「ヤコちゃんは変わってて、ブランサマのことが結構好きなんだよ。あ、もちろん、百合ゆり的てきな意味じゃないよ？　リスペクト？　みたいな？　だからブランサマに見下されてもそういうキャラだって分かってるからあんまり気にしないんだよね」

　まるで母親が娘むすめを眺めるような慈じ愛あいの眼まな差ざしでもって、ブランネリアと話す夜光を眺める梨一子。そんな彼女の横顔を見つめ、土萌華ははたと思う。

「（……やっぱり梨一子ちゃんって雰ふん囲い気きは凄くふわふわしてるけど、中身は全然そんなことないよね。聖くんが『よく分からない奴』って言ってたのも頷うなずけるや）」

　──どうして梨一子と夜光は、土萌華と友達になりたがったのか？

　それは二人と交流をする上で、どうしても土萌華が気になって仕方がない部分だった。

　土萌華達は自然な付き合いの中で、会話をするようになった関係ではない。

　とはいえ、二週間も一いつ緒しよにいれば言わずとも、色々なことが分かって来る。特に夜光は考えていることがモロに表に出るタイプで（完全な同タイプである土萌華が言えたことではないが）、彼女が純じゆん粋すいに「土萌華が人間であること」に興きよう味み津しん々しんであるのが事あるごとに伝わって来たわけだ。

　一方、とにかく謎なぞめいているのが梨一子だ。夜光のような「人間好き」というわけでもないようだし、単に夜光との付き合いで土萌華とも一緒に居るというわけでもないようにも思える。むしろ最初は気き後おくれしていた夜光と比べても梨一子はずっと、土萌華との交流に積極的だった。

　だから土萌華が神田梨一子という女の子について知り得ていることは、少ない。

　一見、とてもふわふわしていて穏おだやかそうだが、実はとびきりのリアリスト──それぐらいのことしか、分からない。

「ん──トモちゃん、もしかして、かなり気になる系？」

「へ」

　何とも唐とう突とつな問い掛けだった。

　土萌華の口から間ま抜ぬけな声が漏もれ、梨一子はそれにつられて微かすかに笑った。

「あたしがどうしてトモちゃんに興味を持ったのか、ってこと。そういう眼でね、あたしのこと、見てたよ？」

「え……えっ!?　な、なんで、そんな……!?」

「分かるよー。だってあたし、趣味は『周りを観察するコト』だから」

「に、人間観察って奴ですか……？」

「そうそう。って、んん、人間？」

　梨一子がニヤッと笑った。「それを言うなら『吸血鬼観察』じゃないの──って、そうだね。トモちゃんは人間なんだから、トモちゃんに関して言うなら『人間観察』で良いのかな。えへへ。面めん倒どうだよね、日本語。大戦以前の言い回しが半はん端ぱに残ったり、置き換かわったりしてるからさ」

　梨一子は胸の辺りで腕を組み、うんうんと数回、首を縦に振った。そして、おもむろにショップの窓側に設置された歓かん談だん用のテーブルの方を指差すと、

「ちょっと二人だけでお喋しやべりしない？　ヤコちゃん達はヤコちゃん達で盛り上がってるみたいだし。それに、ここならあまり離はなれてないから、きっと安心だと思うよ」

「そうですね。お二人はジュエルレンズについて話しているようですし……っ!?」

　そこまで言い掛けて、土萌華はハッとなった。

　──安心とは、いったい？

　まさか今日、土萌華がブランネリアを大いに警けい戒かいし、彼女が梨一子と夜光に牙きばを剝むこうとしたならば彼女を撃げき退たいする覚かく悟ごでいることに気付いているのではないか？

　だとしたら、それは──

「怖こわいよね、吸きゆう血けつ鬼き。大丈夫だよ、トモちゃんを一人にしたりしないから」

「え……」

　だが──違った。梨一子の口にした「安心」は土萌華が想像していたのとは正反対の意味の「安心」だったのである。梨一子が続けた。

「人間って、あたし達吸血鬼よりもずっと身体からだが弱いんだよね。変装してるけど、トモちゃんは有名人だから『もしも』ってことも有り得るわけで。だから、ヤコちゃんとブランサマから離れて、あたし達だけになって、もし正体がバレたら……ちょっと怖いことになるかもしれないって考えてると思う。でも、へーきだよ。あたしに任せて」

　梨一子がポンと自身の胸を叩く。

　そして笑った。

　にへら、と──まるで甘く赤い桜の実のような、蕩とろける笑え顔がおで。

「悪い人が来たら、あたしが追い払はらってあげる。それと、うん。これはあまり自信ないんだけど……ブランサマが何かして来ても、出来るだけ頑がん張ばるよ。だからさ。その、安心してお話しよ？　ね？」

　適当なファイティングポーズを取った梨一子が、シュッシュッと軽く拳こぶしを突つき出すジェスチャアを土萌華に示した。

　そんな梨一子の言葉に無言で頷きながら、土萌華は、強く思った。

「（わ、私、最低だ……最低だよ……）」

　たとえ、どんなきっかけであったとしても、梨一子は土萌華のことをしっかりと考えてくれている。その想おもいが痛いほど伝わって来るのに──肝かん心じんの土萌華は梨一子に噓うそを吐ついている。それが本当に情けなかった。申し訳なかった。

　土萌華はクルースニク。吸血鬼ハンターだ。

　ほんとうは、この時代で、吸血鬼達を殺し尽つくすために蘇よみがえったのだ。梨一子のような優やさしい女の子すら──本当は、殺すために、二百年も眠ねむりに就ついていた。

　そして、その事実を、土萌華は絶対に梨一子達に話せないのだ。

　だってソレを口にしたら……梨一子達でさえ、きっと土萌華を化け物を見るような目で見つめるに違いないのだ。だから土萌華は、最低の噓つきにならなければならない。二人に嫌きらわれる恐きよう怖ふから逃のがれるために。自分自身を守るために。
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　吹ふき抜ぬけ構造になっているアウトレットモールの対岸。

　つまりレンズショップから数十メートルほど離れた地点において、少女達の会話を盗ぬすみ聞きしている者達がいた。

「ヤバいですよ、若……リーコちゃんがこんなに良い子だったなんて……うううう……」

「お、おい！　公衆の面前で泣くな馬ば鹿か！　オレが泣かしたと誤解されるだろうが!?」

「おっとと、すいません。最近、どうも涙なみだもろくてですね……」

「ああ、もうオマエも良い歳としだからな」

「!?　ひ、酷ひどいですっ！　人をお年寄り扱あつかいしないでください！　あのですね、眷けん属ぞく界かい隈わいでは二百歳以下はまだまだ少女の領域でして──」

「うるさい黙だまれ阿あ呆ほう。いいからさっさと二人の会話の内容を教えろ。オマエが土萌華と神田の会話に感動するのは勝手だが、まずはしっかりと自分の役割を果たせ」

「うう、わ、分かりましたよう。えっと、あのですね…………」

　言う迄までもなく、聖とルーチェットである。

　土萌華には「今日は用事がある」と言って何も伝えていなかったが、こうして陰かげから土萌華達の行動を監かん視しすることこそが、聖達にとっての「用事」だった。

「（ブランは、おそらく迦か喰ぐ夜やの命令で動いているはずだ。土萌華は神田や舞鶴に危害が及およぶことを心配していたが、逆にオレはその線は薄うすいと考えている。あくまであの二人は土萌華を呼び出すためのダシだ。迦喰夜がいきなり人ひと質じちを取って土萌華と相対しようと考えるほどの小心者であるはずがない……）」

　聖の目的はブランネリアを監視することで、一向に動きを見せない迦喰夜の尻尾しつぽを摑つかむことだった。そして今、二人がいるのはレンズショップとは階も違ちがうし、視界からも外れたアウトレットモールにあるカフェテリアのテラス席だった。

　蝙蝠こうもりの眷属であるルーチェットは並外れた聴ちよう力りよくと超ちよう音おん波ぱによる状じよう況きよう把は握あく能力を持っている。この距きよ離りならば土萌華達の会話内容どころか、彼女達の歩いたり屈かがんだりといった細やかな動作内容すら認にん識しきすることが出来るという寸法だ。

　また、もう一人の臣下であるエルクはもう少し彼女達に近い場所で単独行動をしており、何か問題があればすぐに飛び込める態勢を整えている。

　準備は万ばん全ぜんだ。

「…………なるほどな。神田は土萌華には何の力もないと信じているわけか……皮肉なものだな。土萌華は二人を守る気満々だったが、まさか神田も似たようなことを考えていたとは」

「ですね。確かにリーコちゃん視点だと、友達になりたいと思った相手が超ちよう最さい悪あくのクソビッチに絡からまれてるわけですからね。今回のケースだって見方を変えれば『呼び出しを食くらった』以外の何物でもありませんし」

「ああ。だが、少し意外だな。オレは神田はもっと思し慮りよに欠けるアホだと思っていた。そりゃあ土萌華と舞鶴のようなリアル馬鹿二人には負けるが──」

「ご注文の品をお持ちしましたー！」

「む……」

　そこまで言い掛かけたところで店のウエイトレスが聖達の席にやって来た。

　聖は首を傾かしげた。場代として注文した珈琲コーヒーはとっくにテーブルの上で湯気を立てている。まだ何か来るとは思っていなかったのだ。ルーチェットが一緒に軽食でもオーダーしていたのだろうか？

「あ！　来ましたよ、若！　見て下さい！　凄すごいです！」

「は……？　っ、こ、これは──!?」

　注文されて来た品を視界に捉とらえ、聖は仰ぎよう天てんした。そこには淡あわい紫むらさき色いろの炭酸ジュースが巨きよ大だいなパフェグラスになみなみと注がれ、何故なぜか──蝶ちようの触しよつ角かくのように、くるりと一本が二本に枝分かれするストローが突き刺ささっていたのだから！

　一目で分かる。これは、明らかにカップル用の特別メニューだ！

「いやー驚おどろいてますね、若！　結構、値段張ったんですけど奮発しちゃいました！　ちゃんとＲ私型達用に紫のローズドロップを入れて貰もらってます！　さ、一緒に飲みましょう！」

「……」

　蝙蝠耳をぴょこぴょこと嬉うれしそうに動かしながら、ルーチェットが満面の笑みで聖に語りかけた。ルーチェットは異常に高いテンションのまま、ペラペラと喋り出す。

「もちろん、監視任務もちゃんとやりますよ！　でもほら、こうして私達二人だけで街に来る機会って滅めつ多たにないじゃないですか？　だから、たまにはこういうのも良いと思ったんですよねー。そりゃあ若には土萌華様がいるのは重々承知ですが、私もたまにでいいので若と愛に満ちたコミュニケーションを取りたいという願望がありまして──」

「──すいません。店員さん、ちょっといいですか」

「…………へ」

　スッと片手を上げた聖が、ベラベラと喋り倒たおしていたルーチェットをガン無視して近くに居た店員に声を掛けた。すぐにウエイトレスがやって来る。

「お客様、いかがされましたか？」

「これ、間ま違ちがえて頼たのんじゃったみたいなんですけど、取り消すのは不可能ですよね？」

「あ。は、はい。『スーパーラヴ☆トロピカルウォーター』は特別メニューなので口を付けてなくてもキャンセルはお受け出来ないことになっております。申し訳ありません」

「やはりそうですか。でしたら、料金はそのままでいいので、普ふ通つうのグラスか何かを二つ用意して頂いて、中身を入れ直して貰うことは出来ませんか？」
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　聖が声を潜ひそめ、言った。「ボク達、兄きよう妹だいなんです。妹がふざけて頼んじゃったみたいなんですが、ちょっと、そういうのは…………おかしいですよね」

「い、いも……!?　この私を妹扱い!?　わ、若──!?」

「騒さわがしいぞ、ルーチェ。大体、食べ物で遊ぶのは感心しないな。今後、こういうイタズラはしないように。いいな？」

「な、なあああああああっっっ!?」

「ああ、なるほど。妹さんが……分かりました。すぐにお持ちします」

　そうして『スーパーラヴ☆トロピカルウォーター（Ｒ型用）』を丸まる盆ぼんに載のせ、ウエイトレスは店の奥に引っ込んだ。

　残されたのは呆ぼう然ぜんとするルーチェットと額に青筋を立てて自身の臣下を睨にらみつける聖のみ。聖が低い声で、ぼそりと言い放つ。

「──次の吸血は一回パスだ。しばらく何も吸わず、我が慢まんしろ」

「えええええ!?　チ、チスイコウモリである私に若の血を吸うなと……!?　ひ、酷過ぎますよう……！　わ、私は単に若とちょっとイチャ付きたかっただけなのに……！」

「それが問題だと言っているのだ、大おお馬ば鹿かめ」

「そ、そんなあああ……」

　ルーチェットは蝙蝠の眷属であるが故ゆえ、あまり普通の食事を必要としない。そのため彼女はここ数年、数日に一回、聖の血を一口ほど摂せつ取しゆすることで生活して来た。そんな豊食極きわまりない食生活を送っていた眷属から一時的に吸血を取り上げる──これは単なる「朝メシ抜き」を遥はるかに超ちよう越えつした相当な罰ばつ則そくに他ほかならなかった。

　頭頂部の蝙蝠耳をへにょへにょにさせて、ガックリと肩かたを落としたルーチェットを一いち瞥べつした後、聖は土萌華達のいる方向を睥へい睨げいした。

「（バカは放ほうっておくとして……それにしても、神田が土萌華に興味を持った理由か。それはオレも気になるところだな。いったい何故なんだ……？）」

　神田梨一子。聖にとって、ある意味特別で、ある意味全く特別でない少女。そんな彼女の真意──それはいったい何なのだろう？
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　土萌華と梨一子は歓かん談だん用のテーブル席に腰こしを下ろし、備え付けられていたウォーターサーバーから互たがいに紙コップへと水を注いだ。そして軽く一息ついた後、梨一子がグイッと土萌華の方に顔を寄せながら、言った。

「色々と前置きとか、細かいことも言えるんだけど、単刀直入に結論から言うね」

「はい」

「あのさ。そもそも、あたしがトモちゃんに興味を持った理由って──実は宝泉君が関係してるの。っていうか、ほぼ百パーそうかなぁ。うん」

「……聖くんが、ですか？」

「そうだよー」

「は、はぁ。それは……ど、どうなんでしょう……？」

　なんとも不思議な回答に、言葉に詰つまってしまう土萌華。

　けれど、よくよく考えてみると、案外単純な話なのかもしれない。僅わずかに納なつ得とくした土萌華はたどたどしく続ける。

「あっ、えっと、そっか。つまり梨一子ちゃんは『私が人間だった』というところではなくて『私を匿かくまっていたのが聖くんだった』というポイントに興味を持ったと？」

「そうそう。そういうこと！」

　梨一子が大きく頷うなずいた。

　大当たりらしい。

「（でも、変だな……梨一子ちゃんと聖くんって、あれだよね。『ただ単にずっと同じクラスで家が近かっただけの関係』みたいな。実際、聖くんは梨一子ちゃんのことを全然知らなかったみたいだし。まともに話したこともないって言ってた……）」

　それなのに、梨一子が土萌華に興味を持った理由は、聖らしい。

　となると、これは──

「あ……！」

　土萌華の中を雷かみなりが落ちたような感覚が走り抜ぬけた。

　謎なぞは全すべて解けていた。

　聖が梨一子のことをどう思っているのか、という話は散々聞いて来た。だが逆に梨一子が聖のことをどう考えているのか、という視点は完全に手付かずのままである。

　となれば話は簡単だ。

　つまり──梨一子は、聖に対して特別な感情を抱いだいていたということなのだ！

「（す、好きだったってこと……!?　梨一子ちゃんが!?　聖くんを!?　でも、ちょ、ちょっと待って！　逆に聖くんが好きな相手といえば──!?）」

　そこまで考えて、落らく雷らいの衝しよう撃げきが引かぬ間に土萌華の背筋をサァーッと亡ぼう霊れいに取り憑つかれたかのような悪お寒かんが走り抜けた。

　土萌華だ。

　聖が好意を寄せている相手は、土萌華なのだ。確かに聖は土萌華を苛いじめるような発言を多々口にするし、そもそもこんな土萌華の一体どこを好ましく想おもっているのか未いまだに疑問ではあるが、とはいえ最近は会ったばかりの頃ころよりも気持ち土萌華に優やさしくしてくれるようになった気がしなくもないし、そんな彼の好意に溺おぼれてはいけないと分かっているものの、何となく幸せを感じてしまう土萌華がいるのは事実なわけで──

「（やばいやばいやばいッ！　えっ、ここに梨一子ちゃん!?　それって完全に三角関係っていう奴やつなんじゃ……！　ど、ドロドロだ……少女漫まん画がの世界だ……！）」

　それは、全く違う意味合いの「殺さつ伐ばつとした世界」に生きて来た土萌華には当然、全く縁えんのない領域だった。

「あわわわわわ……」

　好きな相手を、取り合うということ。

　そのためには相手を泥どろ棒ぼう猫ねこだと罵ば倒とうすることすら辞さず、互いの髪かみを引っ張り合い、平手打ちをかまし、寝ね取とり寝取られ、友情崩ほう壊かい待ったなしの破は滅めつ的展開──知らず知らずの内に土萌華は、そんな超危険地帯に足を踏ふみ入れてしまっていたのである！

「いや。全然、そういうことじゃないですよ、トモちゃん」

「えっ」

「明らかに何か勘かん違ちがいしてるでしょ。違う違う。そうじゃないの」

　梨一子が首を真横に振ふった。「あたしは別に、宝たから泉いずみ君のことが好きとかそういうことは一いつ切さいないの。むしろ宝泉君オトコノコとして見ると……そうだなぁ、ちょっとナイかな。お金、稼かせげなさそうだし。筋金入りの非・労働者の匂においがプンプンするよ」

「…………結局、ど、どういうことなのでしょう」

　聖が汗あせ水みず垂らしてお金を稼ぐ姿が全く想像出来ない（彼は佇たたずまいからして労働を拒こばむ雰ふん囲い気きをぷんぷん匂わせている）というのは土萌華も大いに同感であるが、それとこれとは話が別だ。梨一子が答える。

「あたしね──宝泉君みたいな人が、なんでトモちゃんを匿ったんだろうって思ったの」

「……私を、ですか？」

「うん。トモちゃんは、この世界にたった一人残った人間……あまりにもトクベツな存在だよね。例えば、トモちゃんと最初に会ったのがあたしだったら、多分、凄く困っちゃうと思う。捨てられてた仔こ犬いぬを拾うのとは違うもの」

　梨一子は「だから、トモちゃんをあたしの家に匿ってあげられたかは……ちょっと自信ないや。ごめん」と俯うつむきながら、口にした。が、すぐさま、スッと顎あごを上げ、土萌華に視線を戻もどした。吸きゆう血けつ鬼き特有の紅こう瞳どうが、ほのかな光を放つ。

　それは、淡あわく赤い、宝石のような輝かがやきだった。

「でも、断言出来ることは──あたし以上に、宝泉君がトモちゃんを匿う姿が想像出来なかったってこと」

「……！」

「宝泉君は一番不思議な相手だったなぁ。というか、あたしが他の人を見るのが好きになったのって、宝泉君の影えい響きようなんだ。彼、凄すごかったんだよ。トモちゃんは知らないと思うんだけど……日本に転校して来たばかりの時なんて、特にね」

　転校して来たばかりの時。それはつまり十年前、聖がイギリスを追われた時──両親を迦喰夜に殺された時の話に違いなかった。梨一子が嚙かみ締しめるような口調で淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。

「本当に、ビックリしたんだ。あたしと同じ歳としで…………あんなに冷たい赤色の眼めをした相手なんて見たことなかったから。最近は大分丸くなったけどね」

「冷たい赤色の眼……」

「うん。それにさ。宝泉君ってとにかく見た目がいいでしょ？　それだけに、本当に、ゾッとしたんだ。正直……怖こわかったかな。それにあの頃の宝泉君って、全く他の子と交流しようとしなかったし。先生すら怯おびえちゃって匙さじを投げたぐらいだし。だからあたしね、思ったの。『この男の子は、きっと根本的に他人に興味がないんだな』って」

　そこまで言ってから、くすくすと梨一子が笑った。

「ところが、何年生の時だったかなぁ。なんか気付いたら彼、他の子とも話をするようになってて。もうその時点で、当時から同じクラスだったのはあたしだけになってて、しかも宝泉君はあっという間にクラスの中心人物になっちゃった。あれくらいの歳の子ってスポーツ出来るのが人気者になる一番の条件みたいなところがあるのに、宝泉君は格が違ったんだ。身体からだが弱くて運動出来ないのに、いつも一番目立ってたよ。逆にあたしは全然だったなあ。今もだけど、とろくてさ。えへへ。

　……でも、あたしの中にいる宝泉君のイメージは、今でも最初に見た時のままだよ。他のクラスの男子とかと話している時でも、彼はチガウところを見てる。他人なんて本当にどうでもいいと思ってる。そう思ってたんだけどね──トモちゃんが現れるまでは」

「……」

「だから、それが知りたくてトモちゃんとお友達になりたいなって思ったの。そんな宝泉君がそこまでするような相手がどんな子なのか、知りたくてさ。面おも白しろそうじゃん？」

「……梨一子ちゃんは、その理由が分かったんですか？」

「ううん」

　自身のサクラ色の前髪を片手で搔かき上げながら、梨一子がふるると首を横に振った。

「理由はね。ぶっちゃけ、よく分かんなかったの」

「は……」

「だって、トモちゃんってすっごく普通じゃん！　あたし、宝泉君を動かすような人は絶対に滅め茶ちや苦く茶ちや変わり者だと思ったの！　でも、トモちゃんって最初に吸血鬼のフリして転校して来たときから別に特別な感じとかしなかったし、だからてっきり──物もの凄すごい本ほん性しようを隠かくしているんじゃないかと思ってた。でも、そんなこと全然なかったの！」

「…………」

　非常に複雑な気分になる土萌華。とてつもなく梨一子の口調が力強かったせいだ。あまりにも断言し過ぎである。そりゃあ土萌華が「すっごく普通」であることは揺ゆるがしようのない事実だが、そこまで力説することもないのではないか……。

「（でも、これで良かったのかも）」

　聖と土萌華は多くの秘密を抱かかえて生きている。

　二人の関係に興味を持つ誰だれかの存在は、基本的には好ましくない。実際、メディアに露ろ出しゆつすることがなければ、学校でも二人は全く接点を持たないようにする手て筈はずになっていたのだ。密ひそかに。粛しゆく々しゆくと。それが一番望ましい展開だった。

「──はいっ。そんなわけで面めん倒どうな話はこれくらいでおしまい！　そろそろ行こ！　ヤコちゃんにばかりブランサマを押しつけるのも可か哀わい想そうだし！」

　立ち上がり、梨一子が真白い歯列を剝むき出しにして笑った。

　土萌華は彼女の発達した吸血歯に思わず視線を取られつつではあるが、それでも腰こしを上げた。

「でも梨一子ちゃん、ブランネリアさんにだけは妙みように辛しん辣らつですね……」

「ううん……えへへ……」

　梨一子が苦く笑しようした。「だって怖いし、えっちなんだもん。ブランサマって。それに行動全ぜん般ぱんがエグイっていうか、ハードっていうか。あたしさぁ、苦手なんだよね、そういうの。あたしはもっと清純でラブい感じの純愛派なの」

「……同感です」

　明らかに心の籠こもっていない「サマ」付けをする梨一子にツッコんでしまった土萌華だったが、同時に彼女の言葉を否定することも出来なかった。

　それどころか思わず完全肯こう定ていしてしまった。土萌華だってコテコテの耽たん美び主義より、もっと普通な感じの方がずっと好みだ。

「だよねぇ。あたしさー良くないと思うんだ。もう一回、宝泉君の話に戻るけど……ちょっともう勘かん弁べんしてよって感じなの！　ブランサマと宝泉君のことはさ！　まともに話したことがないとしても、小一から知ってる相手がさー。なんかそういうことしてるのを目まの当たりにするのって、すっごいイヤなの！　過去の思い出が穢けがされるの！」

「…………」

　それは、誤解だ。

　実際の真実がそういうことではないと土萌華は十分過ぎるほど知っている。けれど、同時に梨一子の言葉に強く共感してしまったのも事実。

　土萌華は力強く頷うなずき、梨一子との会話に乗っかった。

「分かります。そうですよね。ブランネリアさんは、その、そういう方なのは分かっているんですが、全体的に……教育に良くない言動が多過ぎると思います」

「そうそう！　やっぱりトモちゃんには話が通じる！　ヤコちゃんに同じこと言ったら何て返事したと思う？　『ハッ。馬ば鹿かだな、リーコは。宝泉くんとブラン様はどちらもゴシックヴァンパイアの雰囲気を纏まとったお似合いの美男美女なんだから、何の問題もないだろう？　むしろ君の思い出は穢されるためにこれまで存在して来たと思うべきだ』とか言ってたんだよ!?　とんでもないことだよ、これは!?」

「ですよね。良くないですよ。そもそも、吸血鬼は人間なんかよりも断然長命種なんですから、自然の摂せつ理りからすれば貞てい淑しゆくである方が理に適かなっていると思うんです。そ、それがこんな年とし頃ごろのうちから、そんな──」

　弥いやが上にも語気が荒あらくなってしまう土萌華。水の入った紙コップを握にぎる手の力も次し第だいに強くなる。このような会話を展開する場所としてカラーコンタクトレンズショップの歓かん談だんスペースはあまり適さないのかもしれないが、それでも話が盛り上がってしまうのを止めることは出来なかった。

　だが、決して土萌華は「警けい戒かい」を解いたわけではなかった。視線の及およぶ範はん囲い全すべて、レンズショップの店内及びアウトレットモールの周囲数十メートルにおいて異常事態が発生すれば、すぐに対応出来るよう臨戦態勢を整えていた。

　そして、その男は、フワッと現れた。




「やーっと見つけたぜ。ったく、手間掛かけさせてくれるな、ホント」




　レンズショップの自動ドアから律りち儀ぎに、正々堂々と、一切の姑こ息そくな手段を取らず──けれど細心の注意を払はらっていたはずの土萌華に、この距きよ離りまで全く勘かん付づかれることなく。

「なッ──」

「芦あし田だ土萌華ってのは、嬢じようちゃんでいいんだよな」

「っ……あ、あなたは一体……!?」

　現れたのは、奇き妙みような男だった。

　背はそれほど高くない。一七〇台前半か、そこら。服装は冬にも拘かかわらず薄うす手での着流しに、足元はそれとは不ふ釣つり合いな編み上げのブーツだ。

　歳は三十代ぐらいだろうか。顔は精せい悍かんで色黒く、眼は八角にして電光のように鋭するどい。口元には無ぶ精しよう髭ひげ。後ろに撫なでつけた髪かみと相あい俟まって、何ともワイルドで筋きん骨こつ逞たくましい大人の男性という印象を覚えた。

　これだけの要素だったならば、個性的でこそあれ、土萌華が彼を目もく撃げきした瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきを受けるようなことはなかっただろう。だが──腰に日本刀をぶら下げている男がいきなり現れて、驚きよう愕がくするなという方が無理なのではないかと思うわけで。

「へぇ。なんだ、まだ嬢ちゃんは俺のこと知らないのか」

　一方、土萌華の衝動的な問い掛けを男は意外に感じたようで、首を捻ひねりながら窘たしなめるように言った。

「それは、ちょっと社会勉強が足りないかもしれねぇな。ニュースぐらいは見ておいてもバチは当たらねぇと思うぞ。ワイドショーとかじゃなくてな。ありゃあ毎日寝ねて暮らしてる暇ひま人じんが見るもんさ。あくまで国営のニュースを、俺はお勧すすめする。これに関しちゃあ人間が沢たく山さんいた頃ころより断然今の方が質は上だし、誇ほこれる部分だからな」
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「ッ──か、景かげ久ひさ様!?」

　と、ここで張り詰つめたような声が。

　見ると、青のタイトスーツに身を包んだレンズショップの店員が帯刀した男をまじまじと見つめながら口元を両手で押さえていた。景久？　それが彼の名前なのだろうか？

「ああ。営業の邪じや魔ましてわりぃな」

　景久が軽く店員の女性に会え釈しやくをした。すると彼女は声を震ふるわせながら、

「い、いえ、滅めつ相そうもございません！　ですが、お仕事の方は大だい丈じよう夫ぶなのですか……!?」

「生憎あいにくと、これが仕事なんだ。すぐ消えるから許してくれ」

「と、とんでもない！　景久様に来店して頂けたというだけで箔はくが付きます！」

　店員の女性は心の底から感動したような口調で、しきりに何度も彼に頭を下げた。頰ほおは紅潮し、瞳には何故なぜか僅わずかに涙なみだが滲にじんでいる始末。感動しているらしかった。

　それに加えて。

「え……うわああああああああッ!?　か、かかかか、景久様!?　えっ、う、噓うそ!?　ホ、ホンモノですか!?　な、なんでこんなところにいるんですか!?」

　景久の存在に気付いた夜光が、甲かん高だかい声で絶ぜつ叫きようした。夜光は声を戦慄わななかせ、男の顔を指差して、ひたすらに驚愕しまくっていた。逆に景久はというと、夜光があまりに大音量でもって驚おどろきの声を上げたことに狼ろう狽ばいした様子で、

「……おいおい、ちょっと声がデカ過ぎだぜ。ちっこい嬢ちゃん。悪い、一応、極ごく秘ひの仕事なんだ。周りに気付かれたら面倒なことになんのさ。勘弁してくれ」

「え……は、はい！　黙だまります！　すいませんでした！」

　夜光が店員の女性以上に鋭えい角かく的で整然としたフォームで頭を下げた。景久はあまりにテンションの高い夜光に「勘弁して欲しいよなぁ」とぼやき、苦笑いしつつも、悠ゆう然ぜんとした眼まな差ざしで店内をスッと見回した。

「……あん？」

　そこで、不意に景久の動作が静止した。ピタリと、だ。眉み間けんにはグイッと深い皺しわが刻まれ、太い指先は自身の顎あご元もとへと寄せられていた。ざらり、と無精髭を撫でる硬こう質しつな音が響ひびいたような気がした。

「妙だな。なんでアンタ、こんなところにいるんだ？」

「ッ──そ、それは……！」

「聞いてねぇぜ、俺は。いや、知ってはいるんだ。アンタが人間の嬢ちゃんのクラスメイトで、ついでに桐きり彦ひこが逝ゆく少し前にアイツと会っていたことまではな。ただ、そりゃあ今はどうでもいいことだ。俺が腑ふに落ちねぇのは今日、おたくらが一いつ緒しよにいるっつーことだよ。聞いてねぇ。初耳だ。ありえねぇ。なぁ──」

　景久が、彼女に対してピシャリと尋たずねた。

「どういうことだい。コロンバールの嬢ちゃんよォ？」

「ッ──!!」

　青色の瞳ひとみを丸々と見開き、あってはならないモノを目撃したかのように、身体からだを震わせる──ブランネリア・コロンバールに対して、だ。

「そ、そんな……どうしてここに……」

「アホか。それはこっちの台詞せりふだぜ。言ってあったはずだぜ。こっちが動くまで手出しは一いつ切さい控ひかえるようにってな。『姫ひめ』はどうせ気にしねぇだろうが、俺は目め障ざわりだね。こっちの言うことをまるで聞かねぇのは週刊誌のゴシップ記者だけで十分なんだよ」

「っ……」

「なぁ。どういうつもりだ。事と次第によっちゃァ──」

　彼の声こわ色いろは、レンズショップの店員や夜光に応対したときとは別物だった。八角の眼めを更さらに細め、鋭い眼差しで眼下のブランネリアを睥へい睨げいする。

　その圧力は、傍かたわらの土萌華ですら息を吞のむほど。

　おそらく武芸に心得のある者であればあるほど、彼が全身から発している空気がいかに異様なモノであるかを鮮せん明めいに認にん識しきするに違ちがいない。

　──となれば視線の切っ先に晒さらされたブランネリアが感じる重圧は、計り知れないモノであることは明白で。

「う……あ……っ……！」

「な……ブ、ブランネリアさん!?」

　結果、彼女は極きわめて衝動的な行動に出た。

　表情を歪ゆがませたブランネリアは唇くちびるをキュッと結び──なんと身体を翻ひるがえし、一目散にレンズショップから逃にげ出したのである！

　もちろん、その速度は高位吸きゆう血けつ鬼きである彼女にとって全速力であったはずだ。実際、店内にいた梨一子達にはまるで彼女が忽こつ然ぜんと姿を消したかのように見えたはず。

　とはいえ、土萌華には──その逃とう走そうを十分に知覚することが出来た。

　やれ、と言われれば彼女の走り去る眼前に立ち塞ふさがり、有う無むを言わさず昏こん倒とうさせることだって出来ただろう。そんなことをする理由も意味もないけれど。

「……チッ」

　景久は姿を「消失」させたブランネリアが先さき程ほどまで立っていた場所を睨にらみつけ、忌いま々いましげに舌打ちをした。ついで目線がフラッと土萌華の方に向く。

　それは言葉以上に雄ゆう弁べんに事実を示す動作だった。おそらくは景久も、ブランネリアの逃とう亡ぼうに対する土萌華の脳内シミュレーションと似たような対応が可能だったに違いない。とはいえ彼の目的は、あくまで土萌華──踏ふみ止とどまったわけだ。他ほかにやらねばならないことがあるからこそ。それが、彼の視線の意味するところなのだろう。

　だが、しかし。

「（只ただ者ものじゃないのは分かる……で、でも、この人はいったい……!?）」

　やはり土萌華には決定的に情報が足りない。こんなとき、側そばに聖がいないことを土萌華は非常に心細く感じた。しかし、ここに聖はいない。となれば──

「……」

　チラリと。

　土萌華は隣となりにいた梨一子の顔を、さりげなく、見た。

　一方、口を半開きにしたままぽけーっと事の成り行きを傍ぼう観かんしていた梨一子は、すぐにそんな土萌華の期待の視線に気付いたようで、

「…………トモちゃんって、ホント考えてることが分かりやすいよね」

「え。そ、そう？」

「うん。すごく、そう」

　梨一子が頷うなずき、小さく、はふ、と息を漏もらした。掌てのひらを扇せん子すのように広げて、パタパタと襟えり元もとに空気を入れる。体温が上がっている……彼女も緊きん張ちようしているのかもしれない。

「お、日本じゃ珍めずらしいな。嬢ちゃんは……サクラ色っつーと、Ｌ型吸血種かい？」

　と、ここで彼女の存在を改めて意識したらしい景久が尋ねた。梨一子が頷く。

「はい。母がイタリア出身なんです。半分はＫ型なんですけど。それでも、あんまり景久さんに『様』付けをするイメージがなくて。すいません」

「別に構わねぇよ。元々、Ｋ型の連中にだって別に敬けい称しようを付けて呼べなんて言ったことねぇんだ。実際、柄がらでもねぇしな。人間の嬢ちゃんに俺のことを教えてやってくれよ」

「わかりました」

　そして土萌華に向き直った梨一子が、とても真面まじ目めな顔で言ったのだ。

「迦喰夜様直属機関《六ろく波は羅ら探たん題だい》の一番偉えらい人、それが──景久さんなの。しかも迦喰夜様の血を直接頂いた血族は、景久さんと国家Ｎ安全Ａ吸血Ｖ機構Ａの長官さんしかいないんだけど、景久さんしか公おおやけの場所に出て来ないから、あたし達の感覚的には『日本で一番偉い人』感がかなりあるんだよ。すごく人気もあるんだ」

　現実的に日本国民が認識出来ている中では一番偉い人──

　なるほど、それならば夜光達の反応も頷ける。土萌華の感覚で言うと、日本で一番偉そうな人といえば総理大臣が思い浮うかぶが、吸血鬼はそこに「血」の要素が加わるわけだ。

　吸血種Ｋ型。

　この国で最も多くの吸血種達の血液型であるＫ型は人間時代的な「ＡＢＯ式血液型」とはハッキリと異なり、同じ血液型の者には「同じ血」が流れていることになる。

　いわば血けつ縁えんに等しい関係と言えるだろう。

　その最上位、最も始祖に近い人物──尊敬と関心を集めないわけがない。

「ま、一番偉い人は、もちろん俺じゃねぇわけだけどな。この国の頭かしらはうちの姫だよ。それで、だ。ま、嬢ちゃんも色々と言いたいことはあるだろうが、とりあえずこっちの用事を伝えさせて貰もらおうかね」

　懐ふところを探さぐり、景久が薄うすべったい紙の束たばを取り出した。

　淡あわい月色の和紙のようで、丸まった裏地を見ると毛筆で何やらつらつらと文字が書き記されているのが透すけて見える。手紙というより、むしろ「文ふみ」という感じである。

　景久が続けて言った。

「詳くわしい話は、これに書いてある。ああ、そうだ……字が読めなかったら誰だれか知ってそうな奴やつに頼たのんでくれ。旧字だから、それ。姫は二百五十年くらい前に現代語を読むのは覚えたんだけど、未いまだに書けねぇんだよ。だからまぁ、用件だけ先に伝えとくとだな──姫がアンタと一対一でメシ食いたいんだと。会食って奴だな」

「なっ……!?」

「もうすぐこっちに着くぜ。ちなみに、これは『命令』じゃねぇ。あくまで『お願い』だ。だから断って貰っても構わねぇ。別に取って食いやしねぇよ。本当に、食うのはメシだけだ。それだけは安心してくれ」

　景久は僅かに声のトーンを落とし、「本当はな」と断ると、

「俺はアンタに会うまでは、招待状だけ渡わたして『別に来なくてもいい』って言うつもりだったんだよ。なんつーかな。ただの人間が姫に逢あったら結構大変なことになるんでな。その辺りの匙さじ加減も俺に一任されてたわけ。けど、気が変わったぜ。嬢じようちゃんなら──姫とメシ食っても何の問題もねぇ。何の力もない人間にしては、嬢ちゃんは相当に気合が入ってるみてぇだしな。そうだろ？」

　口角を歪ませ、愉たのしそうに笑った。土萌華は何も言い返すことが出来なかった。

　──バレている。

　景久の力量を土萌華が一いつ瞬しゆんで判断したのと同様に、息いき遣づかいや姿勢だけで向こうも同じように土萌華の力を判断したのだろう。土萌華が紛まぎれもない戦士であり、始祖の前に突つき出しても、何の問題もない人物であることを看破されたわけだ。

　土萌華は冷静に言葉を選びながら答えた。

「……吸血鬼の社会に、人間一人で足を踏み入れたわけですから、腕わん力りよくなどはともかくとして、気合ぐらいならば、それなりには、あるかと思います」

「だよな。ほれ」

「……」

　こうして「文」は土萌華の手に渡った。少し中身を確かめてみようと思ったが、あまりに達筆過ぎる旧字体の文章を土萌華は全く読むことが出来なかった。

「（教えて、貰わなくちゃ）」

　この文字を解読出来るようなしっかりとした知識を持った人物に。

　──この手紙を書いた者に、強く、深い恨うらみを持つ人物に。



















































































































　　　　１




　指定された場所に到とう着ちやくした土と萌も華かを出で迎むかえたのは、やはり景かげ久ひさだった。

「時間通りだな」

　彼の格好は先程、アウトレットモールで出会ったときと同じだった。まるで季節感のない着流しと編み上げのブーツ。日本刀。

　一方、対する土萌華の格好も一いつ張ちよう羅らだった。今は、もう存在しない《吸きゆう血けつ鬼き殲せん滅めつ機き関かんノア》の戦せん闘とう服ふく──土萌華にとって戦うのに最も適した格好だ。

「……気のせいか？　さっき会ったときよりも、少し表情が硬かたい気がするな。気分でも悪かったりするのか」

「い、いえ」

「ふぅん。そうかい。ならいいけどな」

　景久の問い掛かけに土萌華は慌あわてて首を振った。幸いなことに彼もその点について深く言げん及きゆうしようとはしなかった。薄うつすらと明らみ始めた空を見上げながら景久が先を促うながす。

「さ。姫ひめが待ってる。こっちだ。まぁ、今はあまり良い時間じゃねぇけどな」

「それは、時間が……夜が明ける前だからですか？」

「ああ。もう月が昇のぼる時間じゃねぇ。月が沈しずんでいく時間だ。技術の進歩って奴はとんでもねぇよ。京都から東京まで、もう一時間掛かからねぇんだ。もっともリニアの駅からここまで姫を誰の目にも触ふれないよう移送するのに、数倍時間が掛かるんだが」

「……な、なるほど」

　あのあと、宝たから泉いずみ邸ていに帰り着いた土萌華は聖ひじり達に「迦か喰ぐ夜やからの招待状」を受け取ったことを正直に打ち明けた。どちらにしろ土萌華には迦喰夜が書いたらしい「文ふみ」を読むことが出来なかったので、聖の協力は絶対に必要だったわけだ。

　しかし。

「（本当に、これで良かったのかな）」

　土萌華は「文」の解読に際して聖にとある条件を突き付けられていた。

　二二二九年の世界は既に吸きゆう血けつ鬼きの物になってしまっていて、人類を守るために吸血鬼と戦う──という土萌華の目的を果たすことは困難になってしまっている。だが土萌華に課せられた使命は力のない人々を守ることだけではなかった。吸血鬼達の根源である始祖を打だ倒とうすることこそが、最終的な目標だったわけだ。

　だから、土萌華は迦喰夜に会う必要があった。

　始祖を倒たおすこと──それ自体に本当にこの時代における「正義」が存在するかは、今の土萌華には分からない。だから、知らなくてはならなかった。自分の目で、真実を見み極きわめなければならなかった。

　けれど、それには一つだけ大きな問題があった。第三の始祖、迦喰夜は──宝泉聖の両親を殺した復ふく讐しゆう相手でもあったということだ。そして土萌華は考えた末に、聖の出した条件を吞のんだ。少なくとも迦喰夜が聖の敵であることだけは、紛まぎれもない事実だと考えた末の決断だった。

「はぁ……それにしても凄すごいところにあるお店ですね……お寺の境けい内だいみたいな……？」

「当たりだ。僧そう侶りよのいなくなった寺を買い取って料りよう亭ていにしたらしい」

　場所は埼玉県ではなく──東京都多た摩ま地区。

　指定された時間にキッチリと間に合うように、宝泉邸の前に到着した車に乗り込み、降ろされた先に景久が待っていたというわけだ。

　そして件くだんの店は、何百何千段あるのか見当も付かないような途と方ほうもない石段を上った先にあった。料亭「月げつ魄ぱく」。それが土萌華が呼び出された店の名前だった。

　料亭の中に足を踏ふみ入れた土萌華は景久に促されるままにブーツを脱ぬぎ、奥の間へと向かった。出迎えの仲居などはいなかった。厨ちゆう房ぼうの方に若じやつ干かんの気配は感じるものの、異常なまでに店の中の空気は静まり返っているようだ。

　まさに、夜空に浮うかんだ月の如ごとくに。

「ここだ」

　先を歩いていた景久が一番大きな部屋の前で振り返り、襖ふすまの向こうを顎あごで指し示した。

　──確かに人一人分ほどの気配を感じる。

「ここまで案内してくれてありがとうございました、景久さん」

「礼を言われることじゃねぇよ。仕事だからな。それじゃあ姫を頼たのむわ。俺はここにいるからよ」

　言いながら壁かべに凭もたれ掛かった景久が自身の刀を鞘ごと腰こしから抜ぬき去り、壁に立て掛けた。

　あくまで彼女と土萌華は一対一──というわけだ。

「（始祖……本当は私が有う無むを言わさずに戦うべきだった相手……）」

　肩かたを揺ゆらし、しゃんと背筋を伸のばし、ふっと息を吐はく。土萌華はおもむろに襖に手を掛け、勝負の一歩を踏み出した。







「え……」

　奥の間に足を踏み入れた土萌華を待ち受けていたのは──圧あつ倒とう的なまでの白色だった。

「こんにちは、土萌華ちゃん」

　そこには女がいた。いや……正確には少女と言った方が適切なのかもしれない。

　極きよく端たんな長命種である吸血鬼の外見と年ねん齢れいの関係は、高位であればあるほど意味がなくなるモノであるとはいえ、少なくとも眼前にいる相手を表す最も相応ふさわしい言葉は、やはり「少女」だと思ったからだ。

「ささっ、座って座って」

「え、あ……」

「いいからいいから」

「は、はい」

　促されるままに土萌華は少女の前に腰を下ろす。

「んー？　なになに。緊きん張ちようしてるの？　やだなぁ。そんな必要ないのに。ま、いっか。どうも。ワタシ、迦喰夜と云いいます。一応、かぐや姫とＫ型吸血鬼の始祖をやらせて貰もらってるよ。よろしくー、土萌華ちゃん」

　短い四本脚あしの桐きり机の上に広がる鮮あざやかな和の色しき彩さいに目を奪うばわれそうになっていた土萌華を僅わずかに見上げ、少女がペコリと小さく会え釈しやくし、名を名乗った。
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　迦喰夜。

　土萌華の頭の中では未いまだに「かぐや」と平ひら仮名がなで名が想起される彼女は、何と言ってもおとぎ話としても有名な「かぐや姫／竹たけ取とり物語」の印象が強くあった。

　実際に衣服は間ま違ちがいなくかぐや姫的だった。

　着物だ。

　江え戸ど時代の庶しよ民みんが着ているような薄うすっぺらい服ではなくて、まさに平安のお姫さまが身に付けていたような分厚く、高級な着物である。ただ迦喰夜はそれを相当に着き崩くずして身に付けているようで、着物の裾すそから崩した生足が覗のぞいていたのが一いつ瞬しゆん、眼めに入った。

　加えて衣装が日本古来の和服とくれば──当然、髪かみは艶つややかな黒のロングヘアーであることが予想されるだろう。

　しかし。

「（真っ白い髪に、青白い肌はだ!?　こ、これがホンモノのかぐや姫ってことなの!?　お話の中と全然違い過ぎるよ……！　し、しかも、なんか髪が……う、浮いてる……!?）」

　迦喰夜の外見は、土萌華の想像を遥はるかに超こえるモノだった。

　髪は完全な白色。厳密に何の色に近いかといえば、一番は「白色の絵の具」に近い。つまり「ＲＧＢ：２５５：２５５：２５５」の領域、原色そのままの色だ。

　そんなあまりにも白色な長ちよう髪はつだが、長さはおそらく腰に付くか付かないかという辺りだろう。ちなみに何故なぜ座っているのに、そんなことが分かるのかといえば、彼女の髪の先せん端たんが極きわめて奇き妙みようなことに、ふわりふわりと、宙に浮かんでいたからだ。

　そして、その有り得ないような白色の中で何よりも目立つのが──不気味なほどに爛らん々らんと煌きらめく赤色の双そう眸ぼうだったわけで。

「茶色だね」

　不意に、迦喰夜が云った。

「へ……」

「土萌華ちゃんの瞳ひとみの色。人間の色だ。昔はいっぱいいたんだけどなぁ。天然モノは、もうかなりレアだよ。吸血鬼ってさぁ、眼だけは絶対赤色なんだよね。変わったイキモノでしょ。ウサギじゃあるまいし。おかしいよね」

「確かに、言われてみれば……」

　吸血鬼の眼は赤色。

　そういえば、当たり前のように土萌華にもそんな認にん識しきがあったが、少し奇妙なことなのかもしれない。別に緑や黒や金色の眼をした吸血鬼がいても、何もおかしくないのだ。

「あ……！」

　と、ここで土萌華は重要なことを思い出した。

　──まだ自己紹しよう介かいをしていないではないか！

「す、すいません！　私、芦あし田だ土萌華と言います！　きょ、今日はお招き頂きありがとうございました！」

　少なくとも彼女は土萌華と比べても圧倒的な年長者である。

　今日の土萌華のスタンスは明確に「戦士」ではないものの、彼女と完全に敵対した状態でここにやって来ているわけではない。最低限の礼は尽つくすべきだと考えたのだ。

　一方、迦喰夜の方はというと非常に軽けい薄はくな様子のまま、

「あは。別にいいよぉ。だって、知ってて呼んだんだし。畏かしこまらなくても。んじゃ、始めようか。まずは乾かん杯ぱいしよう。えーと、土萌華ちゃんは何飲む？　日本酒でいい？　この辺りの地酒はとても美味おいしいのさ。お金は全部ワタシが出すから気にしないでいいし」

「お、お酒ですか……!?」

「うん。あ、もしかして未成年飲酒とか、気にしてる？　そこは問題ないよ。例えば土萌華ちゃんがお酒飲んだところをネットにアップしても、最高裁の裁判長に掛け合ってお咎とがめなしにしてあげられるし。あ、そうだ。写真はねー。料理の写真ならいいけどワタシは撮とっちゃダメだよ。撮さつ影えいはＮＧでしてね。でも料理だけ撮って『迦喰夜姫と会食なう』ぐらいならいいかな──って、アレ？　これっていつ頃ごろのネタだっけ……大戦前だったのは覚えてるけど、えーと、二〇三〇年くらいだっけ……？　ん？　じゃなくて二〇〇〇年入ってから……？　あ、ごめんね！　分からなかった!?　そうなの！　こういう言い回しが流行はやった時期があったわけ！」

「…………」

　それは奇くしくも二〇一〇年代中ちゆう盤ばん頃ごろのネタだったため、一九九九年生まれの土萌華としては世代的にかなりストライクな部分があった。とはいえ、それを口に出すわけにはいかない。あくまでこの世界での土萌華は、滅ほろぶことなく今の時代まで脈々と生き延びてきた人間一族の末まつ裔えい──そういう設定を貫つらぬく必要がある。

「（で、でも、なんだか想像していた感じと全然違うような……なんか想像以上に悪人っぽくないっていうか……普ふ通つうの人……みたいな……）」

　迦喰夜と少し話してみて、土萌華の中に降りて来た疑問がある。

　迦喰夜は異様に親しみやすく、フレンドリーだ。上から目線で土萌華を見下すような印象も感じないし（それこそブランネリアのように！）、土萌華にも色々と配はい慮りよをしてくれている。正直、「案外良い人なのでは……」というのが率そつ直ちよくな第一印象だった。

　──こうなってくると土萌華がこの料亭に足を運ぶ前にやってしまったことについて大きな問題が浮ふ上じようする。

　自然と土萌華の額を冷たいモノが流れ落ち、口の中が湿しめり気を失っていく。

　水分が欲しい。飲むものが他ほかになければ、未成年飲酒上等で勧すすめられたお酒をグイッと喉のどに滑すべらせても構わないとすら思った（思うだけで絶対にやらないけれど）。

「（ヤバい、気がする……）」

　咄とつ嗟さに土萌華の左手が右の首筋に伸びた。擦さするようにして衣服の上から、その先にある皮と肉と骨と血の感かん触しよくを確かめる。じわりと、わずかな刺し激げきと痛つう痒ようが返ってくる。

　まるでゴム毬まりを地面に撞ついたときのように。

　柔やわらかく。

「えっと……と、とりあえず、お酒は、遠えん慮りよさせて頂きます」

「そっかー。まぁそんな気はしてたんだよね。じゃあ、こっちで」

　迦喰夜は机の下からおもむろに琥こ珀はく色いろの液体が入った硝子ガラスボトルを取り出し、土萌華の目の前に置いたのだ。林りん檎ごジュースだった。

「これなら、いいよね？」

「……も、もちろんです」

「よかった。人間の子を出で迎むかえるなら、やっぱりコレだよねぇ。研究用にまだ林檎を作っている秘密の果樹園と加工場を鹿児島に持ってるんだけど、年間に結構な数の作業員が死んじゃうんだよね。果樹園はともかくとして、加工場は結構ヤバいみたいなの。防護服着ててもね。長時間作業してると参っちゃうみたい」

「…………なるほど」

「だから、じっくり味わって貰えると嬉うれしいかな。色々な意味でね。あ、先に断っておくけど毒とかは一いつ切さい入ってないよ。誓ちかってもいい。料理も全部、ローズドロップ完全不使用の天然モノだから、土萌華ちゃんも全く問題なく食べられると思う。ま、そうは云ってもその林檎ジュースはワタシにとってだけ、猛もう毒どくなんだけどねぇ。あはは。そうだなー。気になるなら毒どく味み役を景久にやらせてもいいんだけど、ごめん。そのジュースだけは飲ませられないや──果か汁じゆう百パーセントなんだよ、それ。流石さすがの景久でも一口で泡あわと血ィ吐いて倒たおれると思う。だよねぇー景久ァー!?　それとも死ぬー!?」

　廊ろう下か側の襖の向こうに迦喰夜が声を張り上げる。すぐさま景久の困こん窮きゆうしたような声が返って来た。

『勘かん弁べんしてください姫ひめ！　多分死なねぇッスけど、マジで死にそうにはなりますから！』

「ふーん──だ、そうだよ？　土萌華ちゃん。死にはしないって。一口じゃあ」

「…………」

「でも、申し訳ないけどジュースの毒味だけは、ワタシの顔に免めんじて諦あきらめてくれると助かるな。代わりに料理なら好きなだけ──」

「……いや、その。なんだか大だい丈じよう夫ぶな気がしてきたので、信じて食べさせて頂きます」

「えっ。そう？　毒味、いいの？　本当に？」

「はい」

「へー。太っ腹だね。ワタシとしても手間が省けて嬉しいけどね。それじゃあ人間と吸きゆう血けつ鬼きが杯さかずきを交かわす奇き跡せきに……乾杯！」

　カチン、と日本酒の注がれた杯と林檎ジュースが入ったグラスとが硬かたい音を奏かなでる。

　土萌華はグラスの中身をグッと呷あおった。

「（うわ、お、おいしい……！）」

　それは──とてつもなくおいしい林檎ジュースだった。なにしろ、かなりのコストと手て間ま暇ひまが掛かかっているらしいのだから。土萌華が元の時代で飲んで来た一〇〇〇ミリリットルで百八十円程度の一いつ般ぱん的な林檎ジュースとは根本的に格が違うようだ。

「ぷはー最高！　いいね！　やっぱりこのために生きてるって感じがする！」

　白磁の杯に入った日本酒を一口で飲み干した迦喰夜が歓かん喜きの声を上げた。トン、と音を立てて杯を卓たくの上に置く。そしてすぐさま本題を切り出した。

「あのね。『現れた人間が土萌華ちゃんで良かったな』ってワタシは思ってるんだ」

「そ、そうなんですか……？」

「うん。土萌華ちゃんだから、こうして会おうって思ったんだよね。もしもコレがメッチャ最悪なルックスのブ男とかだったら超ちよう困ってたと思う。でも、実際には土萌華ちゃんだった！　これは凄すごく喜ばしいことだよ！」

「い、いや、私もそんなに可愛かわいい方では……」

「またまたァ。謙けん遜そんしちゃって。十分十分。しかも、そんな大きなおっぱいしてたら男の子は放ほうっておかないだろうし、ワタシも放ってはおけないわけよ。あ、先に断っておくとね。ワタシ、どっちもいけるから。冗じよう談だんじゃないよ。真しん剣けん。ワタシはさ、恋れん愛あいも性愛も自由であるべきで、既き存そんの価値観に支配されるべきじゃないと思うんだよね。美形なら男でも女でも少年でも少女でもいいよね。ただワタシは一応、女だと世界最年長だから、自分より見た目があまりに大人っぽい子達はちょっとイヤなんだ。『ウッ』ってなっちゃう」

「…………」

「一通り試ためしたけど、やっぱり十代が一番かなぁって。土萌華ちゃんはどう思う？」

　迦喰夜の赤い瞳に真っ直すぐ見つめられながら、あまりにも意味不明なテーマへの意見を求められた土萌華は呆ぼう然ぜんや驚きよう愕がくを通り越こして、もはや焦あせり始めていた。

　──この人は普通などではない。明らかに変だ、と。

　そもそも会食の席が始まって即そく座ざに土萌華の身体的特とく徴ちようを非常に好ましく思っているだとか、そもそも同性愛者だとか、何故、そんな話をいきなり振ふってくるのか。

　他にもっと、話すべきことがあるのではないか。

　真面まじ目めな話……この二二二九年という時代に、人間と吸血鬼の始祖とが、同じ食事の席を囲んでいるのだ。歴史的な出来事のはずである。少なくとも。

　あまりにマイペース過ぎる！

　ただひたすら──自分の好自きなよう由に、生きているようにしか思えない！

「あの…………」

「ありゃ答え難にくいかな。まぁ、そうだよね。若いんだから。でもさ。まず一個だけアドバイスさせてよ。会っていきなりこんなこと云いうのも、どうかと思うけど」

「い、いえ、だからですね。私はそういう話をしに来たわけでは──」

　土萌華はのっけから屈くつ折せつし始めた話の方向性を修正しようと、物もの凄すごい勢いで話しまくる迦喰夜の台詞せりふに食い下がろうとした。

　だが、土萌華はまだ気付いていなかった。迦喰夜が勝手気ままに、適当なことを喋しやべり倒しているのではなく──ただ一つの到とう着ちやく点を目指して、言葉を重ねていたということに。

「ねえ、土萌華ちゃん」

　不意に迦喰夜が云った。

「──人間のオンナノコが吸血鬼のオトコノコに血を吸わせるのって、凄くエロくて倒とう錯さく的でステキだと思うけど、正直、ひたすら破は滅めつ的だからやめた方がいいぜ？　どんなに楽しくて気持ち良くても、人間って案外脆もろいからさ。ワタシみたいな始祖と違ちがって」

「なっ……!?」

　咄とつ嗟さに土萌華の手が自身の首筋に伸のびた。

　重ねて、ガチャンという、音。あまりに慌あわてていたためか、土萌華は林檎ジュースの入ったグラスを肘ひじで倒してしまったのだ。

「あーあ。溢こぼしちゃった。もったいないね」

　畳たたみを侵しん食しよくしていく琥珀色、鼻び腔こうを通して脳のう髄ずいに染しみ渡わたる甘あま酸ずっぱい香かおり──けれど土萌華からすれば、それらの感覚に意識を割さいている余よ裕ゆうは一切無かった。

　一方、対面の迦喰夜は口元に張り付けた微び笑しようを崩くずそうとしない。

　日本酒の杯を呷り、けぷ、と口から空気を吐はく。

　そして、云った。

「土萌華ちゃん、ここに来る前に──吸わせたでしょ？」

「……っ！」

「当たりだね」

　傷は完全に治したはずだ。溢あふれ出した血だって、しっかりと拭ふき取った。

　なのに、どうして──

「分かるよ。完全に傷は塞ふさがってるみたいだけど、さっきから随ずい分ぶんと右の首筋の辺りを気にしてるよね。まだ顔が火ほ照てってるし、何より血の循じゆん環かんが明らかに平常時とは違う。ワタシはその可愛い顔だけじゃなくて、身体からだを流れている血の巡めぐりでも土萌華ちゃんのことを見ているからね。んー。被吸血限界点の一歩手前くらいで止やめたのかな。もうあと少しだけ吸われると、トんじゃうんだよね。ワタシの場合、吸うのはいいんだけど、吸わせると相手がワタシの血に耐たえきれなくて死んじゃうから、実は経験ないんだケドも」

　ニカッと迦喰夜が笑った。

「ただ、よく分かんないのは、なんでそんなことしたのか、なんだよね。だってさぁ。十代といえば刹せつ那な的本能と青あお臭くさい性せい衝しよう動どうで頭がいっぱいな年頃だけど、さすがにワタシも一応は始祖だから一対一で会食するってときぐらいは緊きん張ちようして欲しいわけ。こんなときぐらい、そういうことも、控ひかえていいんじゃないかなぁって思うんだ。第一、少し加減を間ま違ちがえて吸われ過ぎただけで、土萌華ちゃんしばらく起き上がれなくなっちゃうんだし。リスクが大き過ぎると思うんだ。なのに──土萌華ちゃんは血を吸われた状態でやって来た。これって、どうしてかな？　何か理由があるんじゃない？　お姉さんに云ってみ？」

「っ…………！」

　言えるわけがなかった。

　確かに土萌華は今日、この場に──吸血をされた上でやって来ている。

　それは事実だ。吸血歯が突き刺ささった傷きず痕あとは体内の《血脈》を活性化させて完かん璧ぺきに治ち癒ゆしていたが、まさか血液の流れが奇き妙みようなことを外から見て把は握あく出来るだなんて思っていなかった。だが、それはあくまで土萌華の事情なわけで──

「素す直なおに白状した方がいいよ。ま、ソレより先に溢しちゃったジュースを何とかしないとね。ええと、拭くもの、拭くもの……ありゃ、なんもないや。ちょっと、景ひ──」

「姫。少し面めん倒どうなことになりました」

　そうして、迦喰夜が畳の上にぶちまけられたジュースを処理するべく景久を呼び出そうとしたときだった。

　彼女の言葉を遮さえぎって、廊下で番をしていたはずの景久が仏ぶつ頂ちよう面づらで奥の間にやって来た。感情を押し殺したような顰しかめっ面だ。少なくとも単に溢れた林檎ジュースを拭くための布ふ巾きんを持って来たようには見えない。

「おう？　どした、景久？」

　迦喰夜の問い掛けに、景久が即そく答とうした。

「──襲撃です。ここの警護に当たっていた部下からの連れん絡らくが次々に途と絶だえています。どうやら何者かが、うちの兵士を排はい除じよしながらここに向かっているみてェですね」

「へえ。襲撃。マジで」

「ッ……」

　土萌華は息を吞のんだ──ついに、始まったのだ。

「なにそれ珍めずらしいね。殴なぐり込みって奴やつ？　ちょっとちょっと凄いじゃん、景久。ワタシも千三百年くらい生きてるけど、そんなことされるの生まれて初めてだよ！　忠ちゆう臣しん蔵ぐらみたいでメッチャ興奮するね！　で、数とか構成とかは分かってるの？」

「……一人、らしいです。報告中に通信が切れた奴が言ってました」

「え。チームですらないの。単身ってこと？　四十七人いないの？」

「そのようで」

「まーじーでー。ええー。誰だれだろう、このタイミングでこんなことするの。全く想像が付かないんだけどォ……」

　腰こしを上げ、景久からの報告を鼻息荒あらく受け取った迦喰夜は、ぐるんぐるうんと首を独こ楽まのように回転させ、細やかな照明具によって飾かざられた天てん井じようを眺ながめ回す。

　真っ白い髪かみが、まるで宇宙を舞まっているかのようにぱらぱらと宙を漂ただよう。

　そして、開け放した窓の向こうから差し込む微かすかな朝焼けの光と沈しずみ掛けた月光に照らされた月の姫の瞳ひとみが──次の瞬しゆん間かん、一直線に土萌華を射い貫ぬいた。

「あ。もしかして、土萌華ちゃん…………心当たり、あったりする？」

　土萌華は何も答えることが出来なかった。
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　宝泉聖が母親である炎ほのおのクルースニク、雪ゆき江えから受け継ついだ《血脈》は雪のように白い炎──雪せつ炎えんを操あやつる力だった。

　それは単に「色が白いだけの炎」というわけではない。

　聖が母から受け継いだ雪炎は、「土」の系統に属する土萌華の大地を操る能力と比ひ較かく対象にすらならないほど、あまりにも禍まが々まがしい力だったのだから。

「あ、あ、ああああああ………………」

　現れた聖に応戦しようとした男に対して、聖は坦たん々たんと雪炎を打ち込んだ。

　男は真っ白い炎に包まれ、悶もん絶ぜつし、石段の上に膝ひざを突ついて倒たおれ伏ふす。ぐらり、と身体がバランスを崩し、そのまま石段を転がり落ちていく。

　そして、フッ、と消えた。

　まさに溶とけて消えてなくなってしまった雪のように──石段を転がり落ちながら、男の身体は完全に溶け尽きたのだった。

　──燃えて、灰になるのではない。燃えて、溶けていく炎。

「（貴女あなたは、なんて恐おそろしい力を持っていたんですか、母上……未いまだに全く実感が湧わきません。ともすれば忘れてしまいそうになる──今、自分が吸きゆう血けつ鬼き一人の命を奪うばったという事実を。炎に焼かれているはずなのに、迦喰夜の私兵達が白い炎に包まれた瞬間、まるで生命力そのものが燃え尽きたように静かに死んでいくのです。本当に、溶けるように、消えるように……終末を告げるように……全く実感のない『死』という事実だけが積み重なっていく……）」

　──この日、聖は生まれて初めて、吸血鬼を殺した。

　土萌華の血を吸い、真の力に目覚めるまで、非力なサングリアでしかなかった聖には他者を殺害する機会というモノが、これまでそもそも存在しなかったのだ。

　その罪科を受け止める覚かく悟ごは、既すでに固めてあった。

　だが、実際にその機会に直面したとき──聖が何よりも驚愕したのは、自らの中に眠ねむっていた「炎」の能力が、想像を遥はるかに超こえる絶望的な能力だったということだ。

　触ふれた相手の生命力を種火として終わらせるためだけに延えん焼しようさせ、まるで何も起こらなかったかのように、全すべてを終わらせる厄やく災さいの炎。

　それは、土萌華やルーチェットの口から聞く母、雪江が所持していた能力と考えると、意外にも程ほどがある能力だった。

　幼少時の母を知る土萌華は彼女のことを『とても素直な頑がん張ばり屋さんで活気に満ちた思いやりのある子』だと語った。一方、「雪江」ではなく「クロエ」と名前を変え、髪の色も黒から白に変わったこちらの時代の母を知るルーチェットは『下々の者にも等しく優やさしくて慈じ愛あいがあり、けれど、どこか陰かげのある女性だった』と語った。

「（年を経るごとに、性格が落ち着いたのか。それとも…………いや、この状じよう況きようで考えるようなことではないな）」

　母が心の内にどんな感情を抱かかえていたのかは、今の聖に慮おもんぱかることは出来ない。

　けれど、これだけは言える。

　──母の能力は自身の武器に「杭くい打うち機」を選せん択たくした土萌華と同様、吸血鬼を滅めつ殺さつすることにひたすら特化した能力である、ということだ。

「（待っていろ、迦喰夜）」

　まさか、こんなに早く彼女と相あいま見みえることが出来るとは思わなかった。

　この瞬間のためだけに聖は生き長らえてきた。苦く汁じゆうを嘗なめ、屈くつ辱じよくに塗まみれ、それでも両親の敵かたきを討うつことだけが、自分が命を拾った理由だと思った。聖は、変わった。もうただ単に守られるだけではない。自らの力によって……武力によって目的を成すことが出来るようになったのだ。

　──この瞬間、迦喰夜と一いつ緒しよにいるであろう少女の力を借りることによって。

「（土萌華。オレはオマエを利用する。その意志は、変わらない……！）」

　今、聖が向かう先には、その少女がいる。

　少女からすれば迦喰夜はこちらの世界で倒さなければならない元々の敵ではあったものの、世界が一変した今となっては、その目的は極きわめて曖あい昧まいになってしまっている。迦喰夜は殺されるべきではない相手……土萌華が、そう判断する可能性だってある。

　だが聖は土萌華のそんな想おもいを踏ふみ躙にじる。

　一いつ顧こだにしない。

　彼女がどう判断しようと迦喰夜は聖にとって息の根を止めなければならない宿敵だ。それだけは絶対に変わらない。

　だから聖は土萌華の立場を使って、迦喰夜に近付く機会を得たのだ。

　たとえ今の聖にとって彼女が初めて会ったときよりも僅わずかながらではあるものの──掛かけ替がえのない存在に変わりつつあるとしても。

「ここか」

　眼前に現れた完全装備の警備兵を雪炎で薙なぎ払はらいながら、聖は寺を改装した料りよう亭てい「月魄」の正面入り口に辿たどり着いた。この店の間取りは既に把握済みだった。左手側に従業員用の勝手口があり、そのまま道なりに進むことによって──来らい賓ひん用の部屋に面した中庭へと出るのだ。

　そして、そこには。

「いらっしゃーい。へぇええ。なになに、すっげーイケメンなんだけど！　美少年なんだけど！　土萌華ちゃん、やるね。グッドだよ。凄すごく良い趣しゆ味みしてる！　ううむ、さっきのアドバイスをちょっと訂てい正せいしたくなってきたよ。しょうがないかも。相手がこんだけイケメンなら、爛ただれるのは女おんな冥みよう利りに尽きるとも思うし。いやぁ、参ったなぁ」

　薄うす闇やみを纏まとった月と僅かながら東の空に顔を出し始めた太陽の光を浴びた──真っ白い女の姿があった。女は奥の間の縁えん側がわから真白い脚あしを中庭に投げ出し、ぱたぱたと聖に向かって手を振ふっていた。

「（こいつか……！　こいつが父上と母上を……！）」

　髪は原色の絵の具をぶちまけたかのような白。肌はだの色もドーランを塗ぬりたくったのに近い青白さ。だからこそ、爛らん々らんと煌きらめく鮮せん血けつのような紅くれないの瞳が異様な存在感を放つ。

　その傍かたわらには日本刀を腰に構え、無ぶ精しよう髭ひげを生やした精せい悍かんな男と──見慣れた白と黒を基調にした戦せん闘とう服に身を包んだ肩かた口ぐちに二本のおさげをぶら下げた少女の姿があった。

「っ……」

　少女がクッと奥歯を嚙かみ締しめ、重ね合わせた両手で口元を覆おおった。

　その眼めが何を訴うつたえているのか、今の聖には読み取ることが出来なかった。考えていることがほとんど顔に出てしまう少女の表情を、内面を、全く察することが出来なかった。

　原因はきっと、聖自身にある。

　もしや洞どう察さつ力りよくが落ちているのかもしれない。そんなことを漠ばく然ぜんと思った。だが、思うだけでその事実に対たい抗こう策さくを講じることは出来なかった。聖の中で理性と感情のバランスが既に崩ほう壊かいしつつあったからだ。いとも容易たやすく聖の理性は押し潰つぶされ、目の前で薄うすら笑いを浮うかべる真白い女に、ありとあらゆる意識が集中する。

　だから、自然と、おさげ髪がみの少女に向けた視線は、切り落とされてしまっていた。

　世界が、極きよく端たんに狭せまくなるような錯さつ覚かくに囚とらわれる。この場には間ま違ちがいなく人間と吸血鬼が四名もいるというのに、聖の視界にいるのは真白い女だけだった。

　他ほかは何も、眼に入らなかった。

　聖は叫さけんだ。

「迦喰夜あああああああああああああああああッ!!」

　第三の始祖──迦喰夜。

　両親を殺され、全てを失った聖がひたすらに追い求め、ついに相見えた敵──何を犠ぎ牲せいにしてでも息の根を止め、復ふく讐しゆうを果たさねばならない相手が、今、目の前にいるのだから！

「わーお。熱ねつ烈れつぅ」

　口角を歪ゆがませた迦喰夜が縁側でパタ付かせていた両りよう脚あしをピタリと止め、素す足あしのままで中庭に降り立った。

　地面の上に敷しき詰つめられた軽石がざくりと抉えぐられたような音を立てる。

　迦喰夜は自身の着物の裾すそを両手で摘つまみ上げると、和装にまるで似合わない西洋めいた一礼と共に真っ正面から聖に向かい合った。

「お呼びの通り、ワタシが竹たけ藪やぶに潜ひそむ世界最古の吸血姫き、迦喰夜姫ですとも。さあさあ何の用かな、美少年。用件を云いい給たまえよ。たとえ君がワタシ好みのイケメンであっても、つまらん理由でワタシと土萌華ちゃんの睦むつみ合いを邪じや魔ましようって云うなら容よう赦しやはしないぜ？　もちろん、とびきり楽しませてくれるんだよね？」

　謳うたうように、煽あおるように、逆さか撫なでるように。

　だが、彼女の流りゆう儀ぎに付き合うつもりなど聖には一いつ切さいなかった。

　目的はただ一つ──復讐だ。

「ふざけるな！　オマエに楽しませるつもりなどオレには毛頭ない！　聞け！　オレはオマエに殺された第四の始祖──レイ・ノスフェラトゥの息子むすこ、聖だ！」

「…………」

　ぱちり、と迦喰夜が大おお袈げ裟さなまばたきをした。

「はぁ？」

　次の瞬しゆん間かん、

「レイの息子？　いやいや、噓うそでしょ。レイに子供なんているわけないじゃん。よくないよ、噓は。特に死んだ始祖の子供を騙かたるなんてね。それはとても残ざん酷こくで、死者に対する冒ぼう瀆とくだと思うな。あ、そうか。分かった。養子？　血、繫つながってないのかな？　それならまだ分かるかも」

　信じられないモノを見る眼で、迦喰夜が聖をまじまじと見た。

　それはこれまで戯たわけ謀たばかるような調子で通していた迦喰夜が初めて見せたハッキリとした狼ろう狽ばいだった。ここぞとばかりに聖は右手を迦喰夜へと突き出し、叫んだ。

「これを見ても同じことが言えるか、迦喰夜！」

　──《血盟》の顕けん現げんである。

　聖は右手に父から《血盟》として受け継いだ血けつ槍そうロンギヌスを表出させ、そこに母譲ゆずりの「炎ほのお」の《血脈》を付ふ与よする。槍と炎。二つの対吸血鬼戦能力。これこそが芦田土萌華の血を吸うことによって本来の力に目覚めた聖の持つ力だ。

　そしていよいよ迦喰夜の動どう揺ようは、傍はた目めにも極めて分かり易やすいモノとなった。迦喰夜は紅の瞳ひとみを大きく見開き、ぽっかりと口を開いたまま聖を凝ぎよう視しする。

　顔からは、これまで絶やすことがなかった微び笑しようが消失した。張り付けたような能面だけがそこには覗のぞき、緩ゆるんだ空気は一いつ瞬しゆんで張り詰めた緊きん張ちよう感かんの支配下に置かれる。

「うそ」

　ぽつり、と迦喰夜が云った。「…………マジでレイのロンギヌスじゃん。それ、どしたの。ロンドンで拾った？　それとも、タイムスリップでもしてナポレオンから搔かっ払ぱらって来たわけ？　そうでもなくちゃ──」

「戯たわ言ごとを。これが紛まぎれもなく父上の《血盟》であることが『二つめの血のヴァレンタイン事件』で直接相対したオマエに分からないはずがない。《血盟》は吸血鬼の親から子へと受け継つがれる血の力。オレが父上の息子である紛れもない証しよう拠こだ！」

「……」

　聖の言葉に、迦喰夜が黙だまり込んだ。唇くちびるを一文字に結び、顔を俯うつむかせたのである。

　二の句を、落とした。あの迦喰夜が、だ！

「（やはり、オレの存在そのものを知らなかったようだな……そして間違いなく迦喰夜はそのことを知って狼狽うろたえている！　自身が殺した相手の最大の武器を受け継いだ子が、自分の命を狙ねらって相対しているということに！）」

　何も云われずとも、ひたすら一方的に一人で勝手に盛り上がり、喋しやべり倒たおす饒じよう舌ぜつ多弁長ちよう広こう舌ぜつを絵に描かいたような人物が、沈ちん黙もくした。

　聖の出現と、彼が顕現させたロンギヌス──第四の始祖、レイ・ノスフェラトゥの血を受け継いだ子供が自身の目の前に現れたという事実について！

　聖は、これをまたとない好機と受け取った。一歩、足を彼女に向けて踏み出す──戦闘態勢へと入る機会を窺うかがいながら。

「迦喰夜！　オレが何をしに来たのか、言わずとも分かるはずだ！　オレは──オマエに殺された両親の敵を討ちに来た！」

「へぇ。レイと、その奥さん」

「そうだ。まさか忘れたとは言わせんぞ」

「忘れるわけないじゃん。白っぽい感じの髪かみをした女の人でしょ。覚えてるよ」

　迦喰夜が自身の髪を指先で摘まみ、朝焼けの空へと投げ出した。ふわり、と、不可思議な軌き道どうを描えがいて、真っ白い髪が空を舞まう。迦喰夜が続けた。

「ワタシと似たような髪の色をした、スッゲー冷たい目の。そうでしょ？」

「──ならば、好都合だ」

　聖は槍の柄えをグッと力強く両手で握にぎり締めた。憤ふん怒ぬに濡ぬれ、自身が一部冷静さを欠いていることはハッキリとした事実として認める。だが、掌てのひらから返って来るこの確かな感かん触しよくだけは、紛れもない本物に違ちがいなかった。

　迦喰夜の息の根を止め、彼女に絶望と、後こう悔かいと、あらん限りの苦痛を刻み込む──聖の全すべての願いと希望が、この紅色に煌めく穂ほ先さきの先せん端たんには結集しているのだから！

　そして聖は、吠ほえた。

「オレは、オマエに絶望をくれてやりに来た！　オマエの全てを否定する！　オマエの全てを壊こわしてやる！　オマエを…………殺す！」

「……そう、」

　迦喰夜が右手を聖の方へと突つき出し、スイッと掌を見せて彼を手招きした。

「なら、おいでよ。遊んであげるから」

「言われずとも──!?」

　次の瞬間だった。

　地面を蹴けり、迦喰夜に肉にく薄はくし、ロンギヌスの槍を抉り込もうとした聖の身体からだが──

「っづ、ぐ、ァ!?　な、なに……!?」

　突とつ如じよとして、不可思議な力によって大地に垂直に叩きつけられたのは。

「（なんだ、これは……!?）」

　ぎりぎりと、締め上げるような。ぎちぎちと、押しつけるような。

　脳のう髄ずいから骨格、果ては歯列や内臓に至るまで全てに、正体不明の縦方向の圧力がかかり、聖の全身に凄すさまじい痛みと衝しよう撃げきが走る。

　まるで万まん力りきに身体を挟はさまれ、均等な力で圧あつ迫ぱくされているような感覚だ。指一本すら動かすことが出来ない。それどころか、苦く悶もんの声を漏もらすことすら不可能だった。

「──若くて激しいねえ。なんて力任せな戦い方なんだろう。でも、ワタシ、そういうのってかなり好きだよ。もっとも、ワタシは『受け』は一切やらないから、そういう血気盛んな子の心を叩き折ってばかりいるんだけどね」

　ザザッ、と、敷き詰められた軽石が音を立てる。

　今も眼に焼き付いている仇かたきと同じ肌はだ色いろの足──その甲こうと形の良い五本の指だけが、倒れ伏ふした聖の視界に映った。

　いつの間にか聖の前まで移動した迦喰夜が、そこに立っていた。

「ひ、聖くんッ!?」

「おっと、土萌華ちゃん。きみは呼んでないよ。今はレイの息子くんの……ええと失礼だね。聖ちゃんか。そう、聖ちゃんのターンなのさ。そこで見ていなさい。大体ね、ボーイフレンドが後から殴なぐり込みに来るなら、先に云って欲しかったな。そしたら警備を全部下げさせたのに。余計な犠ぎ牲せい者しやも出なかったし。ね、景久？」

「……そうっスね」

「ん。これはワタシ達の不ふ手て際ぎわ。ちょっと嘗なめてたね。反省しないと」

　飛び出そうとした土萌華を迦喰夜が制止した一方、聖は全身を正体不明の力によって拘こう束そく、そして圧迫され、身動き一つ取れなくなっていた。

「ま、そんなわけでぇ。やられたからには、やっぱりやり返さないといけないわけなのだよ。そうでしょ、復讐者さん？　復讐を志す者は復讐される覚かく悟ごを持つべきだよ。それを今から──実じつ践せんしてあげる」

　迦喰夜が笑い、聖の身体に、凄まじい衝撃が落ちて来た。まるで──空から月が落下して来たような、そんな衝撃が。
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　聖が単身で迦喰夜に真っ正面から挑いどむという行動自体があまりにも浅はかだったと言われれば、それまでの話だ。

　土萌華も、それは否定しない。

　事実、今回の会食の招待状を読んで貰もらう事を聖に頼たのんだとき、交こう換かん条件で『血を飲ませろ』と要求された時点で、こうなることは分かっていたのだから。

　結果として聖は迦喰夜に飛び掛かかって行き、一瞬で身体の自由を奪うばわれた。

　聖の身体は謎なぞの力によって攻こう撃げきを受け、彼は今も苦悶の表情を覗かせて、地面に這はい蹲つくばっている。

　──では、そんな状じよう況きようで、土萌華がやるべきこととは何だろう。

　奥歯を食いしばり、行く末を見守ることか？　目の前で刀に手を掛けている男性と睨にらみ合いをしていることか？　違う！　そんなわけがない！

「《ヤツカハギ》起動！　肆よんの腕うで、《煙えん々えん羅ら》！」

　掛け声と共に土萌華は籠ガント手レツトと脚甲グリーブ、そして超ちよう攻こう撃げき型可変式血けつ脈みやく霊れい装そう《ヤツカハギ》を展開する。八つの攻撃モードを持つ《ヤツカハギ》の中でも《煙々羅》は最も突とつ破ぱ力に優すぐれた突撃杭ランスである。

　形自体は通常モードである撃パイ滅ルバ杭ンカー──《悪あく路ろ王おう》の穂先を更さらに肥大化させたものでもはや円えん錐すいに近い。謎の力場を操あやつる迦喰夜と相対した場合、最も重要になるのは機動力だと土萌華は考えた。《煙々羅》には突とつ撃げき力を上じよう昇しようさせるため、ランスの下部に《血脈》エネルギーを動力にして起動するブースターに似た機構が備えつけられており、通常時の数十倍の加速力を全身に纏まとうことが出来る。たとえ行動が制限されても、だ。

「これなら聖くんを……！」

　助けることが出来るはずだ。

　恩返しを、しなければならない。聖は入間基地での事件の時、心を砕くだかれて深手を負った土萌華を、命を賭としてまで助けてくれた。守ってくれたのだ。

　だから、今度は土萌華が彼の手助けをする番だ。

　聖の長所は槍と炎による圧あつ倒とう的な攻撃力……だが、戦せん闘とう経験が少ないことや、あまりに能力が攻撃的過ぎる嫌きらいがあるため、この局面では真価を発揮出来ない部分があると土萌華は見ていた。おそらく聖と迦喰夜は能力の相あい性しようが良くない。となれば──土萌華が出来るだけ効果的に動いて、彼をアシストしなければならない！

「っと、残念だけど、ここは通さねぇよ」

「景久さん……！」

　霊装を展開した土萌華の前に、景久が立ち塞ふさがった。彼の手には以前見たのと同じ刀が握られている。土萌華に刀の銘めい柄がらを判別する眼力はないが、それでも分かる。

　この吸い込まれそうな鉄の輝かがやき、ほぼ間ま違ちがいなく業わざ物ものと見た。

　土萌華からすると、剣けん士しは得意な部類に入る相手だ。妹の風ふう華かが同じく刀を武器として使用していたこともあって、剣けん術じゆつ使つかいとの戦闘経験は豊富だし、何より土萌華の最大の武器である防ぼう御ぎよ力が非常に効果を発揮しやすい。

　たとえ「斬ざん鉄てつ」の心得がある武人といえど刀で大地を裂さくことは出来ないように──大地のクルースニクである土萌華の鉄てつ壁ぺきの防御を切り裂くことは、剣士には、まず不可能なのだ。何らかの、例外を除けば。

「どいてください。私は聖くんを助けたいだけなんです！」

「そうは言ってもねぇ。さすがにここで易やす々やすと通したら、俺がいる意味がねぇだろ──ですよねえ、姫ひめ！」

　刀を構えた景久が、背後にいる迦喰夜の方を見やった。そうだ。こうして土萌華が景久と話している最中にも、迦喰夜と聖の戦闘は続いていて──

「いやぁ？　別にワタシは二対一でも構わないよ」

「げ。マジすか」

「どっちでも良いって感じかな。景久に任せるよ。ま、好きなようにして。ひとまずワタシは聖ちゃんと遊んでるから──ね！」

「グッ……」

　先さき程ほどまで大地に磔にされていた聖の身体が迦喰夜の言葉と共に、フワァッと浮うかび上がった。まるで一いつ切さいの重さが消失したかのように、だ。

　聖が苦悶の表情を浮かべながら、言葉を紡つむぐ。

「重力使い……！　こんな馬ば鹿かげた《血盟》を持っている奴やつがいるとは……！」

「大当たりィ。ワタシ、始祖だからね。持ってる力も当然、スペシャルなんだよ」

「グッヅァ──！」

　その瞬しゆん間かん、聖の身体は料りよう亭ていの石いし塀べいに叩きつけられていた。蜘く蛛もの巣を張り巡めぐらしたような亀き裂れつが石いし壁かべに走り、聖の口からは多量の血液が漏れ出す。
















　一方、意い気き揚よう々ようと迦喰夜は自身の能力について、多弁に語り始めた。

「他ほかの始祖が何出来るかはあんまり知らないけど、ワタシは自分の力をね、こう解かい釈しやくしてるんだ。吸きゆう血けつ鬼きの使う《血盟》は、何代にも渡わたって受け継つがれて来た血液の中に眠ねむるエネルギー。でも始祖ってどこからともなく発生した存在なわけで、要するに初代なわけでしょ？　お爺じいさんとお婆ばあさんは竹たけ藪やぶにいたワタシを拾って育ててくれたけど、産んでくれたわけじゃない。じゃあ、ワタシの《血盟》って──どこから来たんだろう？

　結論。ワタシの親はね──地球そのものなの。だから、ワタシの力はきっと星の力なんだと思う。始祖の《血盟》は自然や本能、色々な法則を操る力が多いんじゃないかなって勝手に思ってる。で、ワタシは重力を支配出来る力を貰ったの。他にもう一つ、あるけどね。まぁこっちはワタシが『迦喰夜姫』として月に帰りたいとか、メンヘラみたいなこと云いってたせいなんだけどさ。あはは」

　迦喰夜は掌を石壁に磔にされた聖へと向けて、ヘラヘラと笑った。土萌華の血を飲んで覚かく醒せいし、始祖に匹ひつ敵てきするだけの力を得たはずの聖を容易たやすく圧倒しておきながら、その表情からは微み塵じんも切せつ迫ぱくした感情を読み取ることは出来ない。

「聖くん！」

　土萌華は叫さけんだ。聖が受けたダメージは甚じん大だい。すぐにでも助けに入らねばならない状況だと思ったからだ。が、しかし。

「土萌華！　手を出すな！」

「えっ……」

　──あまりにも衝撃的な言葉だった。

　聖は非常にプライドが高い一方で、目的の達成のためには手段を選ばない。特に自分自身を捨て駒ごまにして、何らかの結果を求める傾けい向こうが強い。だから、ここで聖が土萌華に「手を出すな」と命令したのには、深い理由があって然しかるべきだ。とはいえ。

「（もしも、聖くんが『敵かたき討うちを邪じや魔まされたくない』から、私に手を出すなと言ったとしたら、それは…………大変なことになる！）」

　考えたくはないのだが、由ゆ々ゆしき可能性が一つだけ、あった。

　つまり、聖がこの迦喰夜との戦いを「自分の戦い」であると位置付けている場合だ。

　復ふく讐しゆう者しやが何を望むかは、きっと個人差があるはずだ。自分の手で殺すことを望む者、ただ相手の死という事実だけを望む者、命だけでは飽あき足らず、それ以外の苦痛や身近な者への痛苦すら望む者──

　色々と、いる。

　土萌華は聖がどれくらい迦喰夜のことを憎にくんでいるのか、よく知らない。死んだ肉親の話をするというのは、とても気まずいモノだ。少し不思議に思ったからといって、おいそれと日常のワンシーンで話題に出せるような事こと柄がらではない。かといって、折を見て疑問が清算されなければ、事あるごとに謎が謎を呼び、分からないことだらけになってしまう。

　そして、それが今だった。

　このあまりに切迫した状況で──土萌華がぶち当たってしまった難敵だった。

「（聖くんを助けたいけど、もし私が変なことをして聖くんの邪魔をしてしまったとしたら……で、でも、今は現実的にそんなことを言っている場合じゃ……）」

　聖は、どうしたいのだろう。何を考えているのだろう。そして──土萌華に、迦喰夜と戦う上で、どんなことをして欲しいと考えているのだろう？

　土萌華にとって、聖は色々な意味で、大切な男の子だ。

　だから彼の意志は尊重したい。彼が本当に望まないことはしたくない。

　どうすればいい。どうすれば……！

「ねえ、土萌華ちゃん。聖ちゃんはこう云ってるけど、土萌華ちゃんはワタシと遊んでくれる気はないのかな。ワタシは大だい歓かん迎げいなんだけどな」

「え……」

　その瞬間、迷いの岐き路ろに立たされた土萌華に迦喰夜が語りかけた。そしてニヤニヤと下げ卑びた笑えみを浮かべながら、妙みように得意げに云う。

「ちなみにワタシ、自じ慢まんじゃないけどオールラウンダーだから。男の子も女の子も、二人でも三人でも、もっと沢たく山さんでも一度に相手出来るぜ？」

「っ……な、なんですか、その喩たとえは!?　ま、真面まじ目めに話してください！」

「おや、怒おこられちゃった。んーだってさあ。土萌華ちゃんが、どうもあんまりワタシと戦う気がないみたいだから。遊んでくれる理由を作れたら作ってあげたいなーって思ったんだよね」

「…………！」

　それは紛まぎれもない「誘さそい」だった。迦喰夜は聖との戦いに土萌華を引っ張り込もうとしている。景久に積極的な交戦を命じていないのも、そのせいに違ちがいなかった。

　とはいえ彼女の性格からして、純じゆん粋すいに土萌華と手合わせをしたい──そう考えている可能性は十分にある。だが、それ以上に何らかの策略でもって、ここで土萌華を戦闘に引きずり込んだ方が都合が良いと考えているとも──

「だってクルースニクなのに吸血鬼と戦いたがらないなんて、おかしな話じゃない？」

「なっ──」

　瞬間、極きわめて不思議そうな表情で迦喰夜がぼやいた。そして更に、

「土萌華ちゃんはクルースニクでしょ？　クルースニクは、吸血鬼のことが大だい嫌きらいで、殺したくて、堪たまらなくて、ただそれだけを考えている本物の戦士だって聞いたよ」

「だ、誰だれから、ですか……？」

　聞かなくても分かることを、土萌華は尋たずねていた。

　──九く条じようだ。

　土萌華の指導教官である九条は間違いなくクルースニクの情報を迦喰夜に流しているはずだ。だからこそ『機関』は壊かい滅めつし、日本はいとも容易く吸血鬼に敗北したわけで。

　九条は《聖棺アーク》の情報は、流していないと聞いている。だが、少なくとも大戦のときに迦喰夜と交戦したであろうクルースニクの情報は筒つつ抜ぬけのはずだ。そして土萌華の体内に流れる《血脈》の流れを、始祖である迦喰夜は間違いなく感じ取れるはず。

　それはいい。土萌華は覚かく悟ごをして、ここに足を運んでいる。

　だが、九条の名前が迦喰夜の口から出ることは、土萌華に恐きよう怖ふと罪悪感を覚えさせずにはいなかった。彼を復讐に狂くるわせたのは自分なのだから。

　そして迦喰夜が笑顔と共に云った。当然、彼女の口から飛び出したのは、土萌華がよく知る教官の名前に違いなくて──

「んとね。風華ちゃん」

「……」

　ところが。

「……………………は？」

　土萌華には先の想像を遥はるかに超こえる恐おそろしい現実が突つき付けられることになった。迦喰夜が西の空──京都の方角を指差し、嘲あざけるように云った。

「風華ちゃん、知ってるでしょ？　二年前から、うちで預かってる子なんだけど」

「に、二年、前……？」

「そう。土萌華ちゃんをテレビで見てすぐにね。捕つかまえてあった風華ちゃんに土萌華ちゃんのことを訊きいてみたんだ。一いつ瞬しゆんで顔色が変わったし、血液も凄すごい速さで巡り出した。一発だったよ。今まではこの二年間、ワタシが何をしても、名前以外何にも教えてくれなかったのにね。凄いよね、姉妹の絆きずなって──」

　そこまでだった。

　土萌華が、グダグダと、普ふ段だん通りの思考を続けていられたのは。

「（………………なんにも、かんがえられない）」

　瞬間、土萌華の全身から爆ばく発はつ的な量の《血脈》エネルギーが噴ふき出した。

　それは彼女の全身に行き渡り、彼女を一瞬で「吸血鬼を狩かる者」へと変へん貌ぼうさせる。

　ただの人間の少女としての理性を吹ふき飛ばし、ただ吸血鬼を排はい除じよすることだけを考える戦士の理性へと、頭の中身を置き換かえる。

　彼女の、スイッチを入れた。

「迦喰夜さん。貴女あなたは風華に、何をしたんですか？」

　瞬間、土萌華は爆発的な脚きやく力りよくでもって迦喰夜に向かって一直線に突とつ進しんした。

　右手には肆の腕うで《煙々羅》。突ラ撃ン杭スの形態を持つ土萌華の武装の中で、最も突とつ破ぱ力と直線的な機動力に優すぐれた形態だ。

　故ゆえに、激げき突とつは一瞬だった。

　土萌華の言葉が音の波は紋もんとして周囲に伝でん播ぱしたとき、既すでに彼女の姿は迦喰夜の眼前にあった。突ラ撃ン杭スの一いち撃げきが真っ直すぐ彼女の胸に突き出されたのだ。

　返答すらなければないで構わない──ただひたすら迦喰夜の息の根を止めることだけを目的とした機械的な特とつ攻こう。常人ならば反応するどころか、攻こう撃げきされたことを認にん識しきする前に上半身を吹き飛ばされていてもおかしくないような圧あつ倒とう的な暴力そのもの！

「いいや、大したことはしてないよ」

　土萌華が殺意を向けた相手は常人などという言葉とは、あまりにも懸かけ離はなれた存在だった。重力壁。迦喰夜は振ふり向くより早く、手を翳かざすよりも早く、突ラ撃ン杭スと自身との間に形を持たない障しよう壁へきを発生させた。故に土萌華の突ラ撃ン杭スの穂ほ先さきは迦喰夜の心臓から数センチという間合いでもって、ピタリ、と静止したのである。

　否いな。

　静止では、ない──微かすかに動いている。せめぎ合っている！

　まるで刀と刀との鍔つば迫ぜり合いのように、重力の壁かべと吸きゆう血けつ鬼きを抉えぐり殺すことだけを目的にした杭くいとが、金属をドリルで削けずるような異音を漏もらしながら衝しよう突とつしたのである！

　身体からだが重い。

　迦喰夜の周囲に侵しん入にゆうしただけで数百キロ、いや数トンを超える圧力が身体に押し寄せて来ていることを認識出来た。だが、この能力は土萌華と相あい性しようが良かった。

　だって、圧力に、耐たえればいいだけなのだから。肉体的な苦痛にひたすら歯を食いしばることは──土萌華の一番の得意分野だ。

　土萌華は杭を突き出しながら、言葉を紡つむぐ。

「……噓うそをつかないで下さい。貴女は言いました。『この二年間、ワタシが何をしても、名前以外何にも教えてくれなかった』と。風華を捕とらえているとも、言いました。そして貴女が風華のことを、まともな待たい遇ぐうで持て成しているとは到とう底てい思えません」

「記き憶おく力りよくがいいね。でも、理由は？　ワタシ、土萌華ちゃんとも戦う気はなかったし、ちゃんと高いお店でご飯食べようとしたのにさ。風華ちゃんも高級ホテルのスイートルームみたいな部屋で悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活を送っている可能性、あるんじゃない？　『何をしても』、というの、例えばプレゼントとか、懐かい柔じゆう策さく的なモノだったとか」

「それは、ありえません」

　土萌華は迦喰夜の口にした言葉を即そく断だんした。

「風華が吸血鬼に求めるものは──その命だけですから」

「………」

「風華が貴女と会っているならば貴女は確実に風華と戦っているはず。ですが、貴女はこうして何の問題もなく、健康そのものの状態でいます。では、逆に風華は？　余よ程ほどのことをしなければ、あの子は止められないはずなのに」

「…………はぁ」

　迦喰夜が小さくため息をついた。「土萌華ちゃん、きみ達は随ずい分ぶんと強きよう烈れつな二面性があるんだね。戦うとき、風華ちゃんは鬼おにみたいに凶きよう暴ぼうだけど、土萌華ちゃんは氷みたいに冷れい徹てつになるとは。いやぁ怖こわいね。とんでもない姉妹だよ」

「──質問に答えてください」

「えー。本当にいいの？　口に出しただけで、さっきまでの土萌華ちゃんなら卒そつ倒とうしちゃいそうなヤバいこと、山ほど風華ちゃんにしちゃってるかもしれないよ？」

　へらっと迦喰夜が笑った。

「…………そんなことを、してるんですか」

　瞬しゆん間かん、土萌華の突ラ撃ン杭スから噴き出す《血脈》の量が一気に増大した。

　重力の縛いましめを一身に浴びても杭を突き出す土萌華の勢いはまるで衰おとろえることを知らない。見開いた土萌華の茶色の瞳ひとみが強烈な憤ふん怒ぬで染まった。

　一方、迦喰夜は依い然ぜんとして軽けい薄はくな態度を崩くずさずに。

「噓だよォ。ワタシって平和主義者だから。かなり上等に持て成してあげてると思いますよ？　風華ちゃんの要求にも、ほとんど応こたえてあげてるしね」

「要求とは？」

「ん？　戦うことだよ？」

「な……」

「風華ちゃんの自由は奪うばわせて貰もらってるんだけど『戦って勝ったら解放してあげるよ』って言ってあるの──二年前から風華ちゃんはワタシに一勝も出来てないんだけどね」

「そ、そんな……風華が、一度も……!?」

「うん。正確な数は、ええと──景久ァ！　何戦何勝だっけ!?」

「あーそうっすね……確か、姫ひめの二百六十四戦二百六十四勝零敗じゃなかったですか？」

「に、二百六十四……!?」

　迦喰夜と風華の間でこの二年間繰くり広げられた想像を絶する戦いの内容を聞かされ、氷のように冷徹な状態にあった土萌華の心が激しく揺ゆさぶられたときだった。

「──惑まどわされるな。土萌華。その女と、まともに話そうとするだけ無む駄だだ」

　土萌華と迦喰夜の間に、もう一人の人物が加わったのは。

「聖……くん……？」

「阿あ呆ほうが。まだ頭がブッ飛んでいるようだな。もっとも、今回はオレも他人ひとのことを言える立場ではないがな」

　もちろんそれは聖だった。迦喰夜の重力場に囚とらわれていた聖は左手で喀かつ血けつした口元を拭ぬぐいながら、ゆっくりと起き上がった。右手には、あれだけの攻撃を受けても一度も手放すことのなかった彼の武器──血けつ槍そうロンギヌスが握にぎられている。聖の血のように瞬またたく瞳は、依然として焦こげるような殺意で燃えていた。おどけながら迦喰夜が尋ねた。

「あれえ。変だな。まだ立てるの、聖ちゃん？」

「ああ。土萌華が攻撃を始めてから、重力の束そく縛ばくは大分弱まった……圧力は掛かかるが、それでも動けないほどではない……ここからが本番だぞ、迦喰夜！」

「ふーん」

　迦喰夜がまじまじと聖の顔を見た。「でも虚きよ弱じやく体質の聖ちゃんに何が出来るのかな。情けないよね。オンナノコよりもひ弱な男の子なんてね」

「ならば、もう一度、オレの膝ひざを地面に突かせてみればいい。それが出来ないからオレはこうして立っている。土萌華に力を割さいているせいだ。違ちがうか？」

「そーいう、生意気なのって、ワタシ、嫌きらいだなぁ」

「安心しろ。オレはオマエの存在自体が嫌いで嫌いで、堪たまらない……心の底からな。迦喰夜、オレのことが嫌いか。オマエに好かれるよりも何十倍も上等の気分だ！」

「…………聖ちゃんは捻ひねくれ屋さんだなぁ」

　迦喰夜が重力によって浮うかび上がっていた自身の白はく髪はつを指先で弄もてあそんだ。そして遥か遠方の空で半ば見えなくなりつつある月を見つめながら、虚うつろげにぼやく。

「景久。手伝って」

「あい。もっと早く言ってくれても良かったんですが」

「思ったよりも二人が強かったんだよ。それに、ちょっと時間が悪いしさ。こういう日はもっと空で月が輝かがやいていて欲しかったのに」

「ハッ。狼おおかみ男おとこのようなことを言うのだな」聖が肩かたを竦すくめる。

「人狼種ライカンと一いつ緒しよにされたら困るなぁ。迦喰夜姫は、あんな奴やつらよりも月に近い存在なんだからね。そこのところ、分かっていて貰わないと──」

　その時、だった。

「あ…………」

　聖でも土萌華でも迦喰夜でも景久でもない、第五の人物が、この消え掛けの月と、昇のぼり掛けの太陽に見下ろされた舞ぶ台たいに足を踏ふみ入れたのは。




「皆みなさま、どうしてこんな場所に────」




　血のような赤あか髪がみ、サファイアのような青せい眼がん、そして毒花の如ごとき悪あく辣らつな本性をその身に宿しながら過か酷こくな現実に翻ほん弄ろうされる少女──ブランネリア・コロンバール。

　現れるはずのない少女が、そこに姿を見せた。

　そして、それは──

「え……あ、貴女は、もしや……」

　同時に、誰だれよりも、この場に現れてはならない存在でもあった。

　──ブランネリアの青眼が、とある人物の顔を、真っ正面から捉とらえた。

　それは、この四人の中で、唯ゆい一いつ、彼女が面識のなかった相手だ。そして同時に、彼女がこの国に来た理由の一つであり、心の底から尊敬する世界最古のレディヴァンパイア。

　原色そのものの白髪、青白い肌はだ、血のような紅眼。

　第三の始祖──迦喰夜。

「っ……コロンバールの嬢じようちゃん!?　いけねぇ……おい、嬢ちゃん！　姫を見るな！　眼めを逸そらせ！」

　瞬間、今まで見せたことのなかった切せつ羽ぱ詰つまった表情で、景久が奇き妙みようなことを叫さけんだ。

「（…………景久さんは、なにを、言って？）」

　ここでようやく──風華のことで頭に血が上り、完全に理性を消失していた土萌華の意識が戻もどって来る。そして、認識する。土萌華達が争っていた中庭、その勝手口側の入り口に、何故なぜかブランネリアの姿があることを。彼女が眼を大きく見開き、迦喰夜の顔を真っ直ぐ見つめていることを。

　だが、あんなに慌あわてて、景久は何を言っているのだろう？

　見るな？　眼を逸らせ？

　意味が分からない。迦喰夜がつまり瞳を媒ばい介かいにした何らかの能力を持っているということなのだろうか。けれど、先さき程ほどから土萌華も聖も迦喰夜と何度も目を合わせている。そのせいで特に身体に異常が起こった、ということもない。迦喰夜に、目を見ただけで相手に何らかの異変を起こす能力など──ないと思うのだけれど。

　ぽつり、と迦喰夜が云いった。

「………………ダメだよ、景久。間に合わなかった」

「ッ……そうですか」

「うん。久しぶりにやっちゃった……何十年ぶりだろう。気をつけてたはずなのにね」

　そう溢こぼした迦喰夜が、フッと視線を上げて土萌華と聖の方を見た。

「……聖ちゃん、土萌華ちゃん。ごめんね。二人の相手は、また今度にさせて。全然楽しくなくなっちゃったんだ。楽しくないと、ワタシは戦えないから。ごめん」

「なっ──!?」

　言葉と共に迦喰夜が周囲に展開していた重力空間を消失させた。

　あまりに唐とう突とつな言葉に呆ぼう然ぜんとする聖を尻しり目めに、迦喰夜はゆっくりと現れたブランネリアへと歩み寄る。その横顔にはこれまで見せたことのなかった憂うれいが表れていた。

　一方、ブランネリアはそんな迦喰夜とは真逆の表情を覗かせる。

　──清すが々すがしいまでの喜びを、だ。

「迦喰夜様……迦喰夜様ですよね!?」

　迦喰夜は小さく頷うなずいて、

「うん。そうだよ。きみは…………そっか。ブランネリアちゃんだね。景久から色々と話は聞いてるよ。初めまして。ワタシは迦喰夜っていいます。よろしくね」

「そんな滅めつ相そうもないです！　ブランは、ずっと迦喰夜様に憧あこがれておりました！　確かに迦喰夜様の映像や写真は全く存在しませんし、伝え聞く様々な逸いつ話わも全すべて口伝ではありましたが、ブランは子供の頃ころからずっと迦喰夜様のような素す晴ばらしい吸きゆう血けつ鬼きになりたいと思っていたんです！」

「うわわ。聞いてはいたけど、熱ねつ烈れつだねえ。え、ちなみにワタシのどこが好きなの？」

「それはもちろん、誰にも束縛されず、支配されず、自由に生きているところです！　ブランも迦喰夜様のように奔ほん放ぽうで、美しく、自分というモノを貫つらぬけるような存在になりたいと心から思っていたのです！」

　ギュッと掌てのひらを握り締しめ、ブランネリアが嬉き々きとして迦喰夜に語り掛ける。

　こんなにも熱いブランネリアの姿を初めて見た土萌華は眼を剝むいた。彼女の中に、ここまで熱ねつ狂きよう的てきな部分があったなんて思わなかったからだ。彼女はヒステリックなところはあるけれど、基本的には冷静なタイプのはずなのに──

「（まるで迦喰夜さん以外、全く眼に入っていないみたい）」

　ぼんやりと土萌華は思う。

　なにしろ料りよう亭ていの中庭は迦喰夜が重力場を展開して破は壊かいしまくったせいもあって、ボロボロになってしまっている。誰もが戦せん闘とう態勢を整えていたのだ。土萌華は霊れい装そうを展開し、景久は刀を抜ぬいている。そして何より──彼女からすれば力のない単なるサングリアに過ぎないはずの聖が、物々しい槍を握り、肩で息をして、血だらけになっているのだ。

　その光景を見ても、何も感じないのだろうか？

　ふと、朝焼けの橙だいだい色いろに濡ぬれた月が土萌華の視界の端はしに映り込んだ。普ふ段だんならば太陽の輝きに隠かくれて意識の端にも浮かんで来ないソレが、このときの土萌華には妙みように鮮せん烈れつに見えて仕方がなかった。

「……これは」

　一方、復ふく讐しゆうの激情に支配されていたはずの聖も攻こう撃げきの手を止めて、土萌華同様、ブランネリアの様子に奇妙な雰ふん囲い気きを感じ取ったようだ。眉み間けんに深々と皺しわを刻み、何かを窺うかがうような視線で両者のやり取りに注視し始めた。

　そして、ブランネリアと触ふれ合えるほどの距きよ離りまで接近し、迦喰夜が奇妙な言葉を投げ掛けたのである。

「ねえ、ブランネリアちゃん。ところで、一つ訊ききたいことがあるんだけど、いい？」

「はいっ！　なんなりと！」

「あのさ。ワタシの瞳──何色に見える？」

　瞳の色？

　土萌華と聖は揃そろって首を傾かしげた。吸血鬼の瞳は、一いつ切さいの例外なく赤色のはずだ。もちろんカラーコンタクトレンズを用いて、見た目の色を変えることは出来る。だが迦喰夜の瞳は間ま違ちがいなく血のように禍まが々まがしい紅あか色だ。白雪ですら見み劣おとりするような原色の白髪に何よりも映はえる赤──そんなこと、尋たずねるまでもないのではないか。

「眼、ですか？　はい、それはもちろん…………」

　ブランネリアが強い口調で答えた。

　この一いち目もく瞭りよう然ぜんにも程がある不自然な問い掛けに、微み塵じんのためらいもなく──




「満月のように綺き麗れいな黄金色です！」




　決してありえない回答でもって。

「……そっか」

　迦喰夜が小さく頭を下げた。

「……本当にごめんね、ブランネリアちゃん。こんなワタシのことを、本当に尊敬してくれていたっていうのに」

「や、やめてください！　どうして迦喰夜様が謝られるのですか？　まさか、ブランは何か失礼なことを──あ、あれ……き、金色……？　瞳ひとみが……あれ……あれアレ……？」

　ブランネリアの視線が迦喰夜と、そして彼女の背後に浮かぶ朝焼けの月との間で、何度も往復した。ここまでくれば、もはや違い和わ感かんどころではない。

　あまりにも、明確な異状だ。

「は、は、は、うああああああああああああああああああああああああああああああああああッ……！」

　瞬しゆん間かん、絹を裂さくような悲鳴が響ひびき渡わたる。

　自身の顔を両手で押さえたブランネリアが地面に膝ひざを突ついて絶ぜつ叫きようした。悲痛な叫びだ。張り詰つめた糸がぷつん、と切れたような心の奥底に抱かかえた負の感情の発はつ露ろ。空気を通して伝わって来る肺はい腑ふを鷲わし摑づかみにされたようなゾッとする感覚──

　取り返しの付かない何かが壊こわれたのと似た感覚。

「ッ──ブ、ブランネリアさん!?　どうしたんですか、しっかりしてください!?」

　土萌華は今にも壊れてしまいそうなブランネリアの下もとに駆かけ寄り、肩を叩たたいた。

　瞳の色を見み間ま違ちがえるとは考え難にくい。つまり彼女には迦喰夜の瞳が、本当に黄おう金ごん色に見えていたということだ。だが普ふ通つうならばそんなことはありえないはずだ。

　いったいブランネリアの身に何が起こってしまったのか。

「……景久。後の処理、全部任せてもいいかな。ワタシ、帰るよ」

「ええ。もちろん」

「ごめんね。面めん倒どうなこと、いつもやらせて」

「構わねぇっスよ」

「うん、それじゃあ──」

　と、ここで音もなく、迦喰夜の身体からだが宙に浮うかんだ。

　水の中をたゆたうような柔やわらかな軌き道どうだ。「飛行」ではなく「浮ふ遊ゆう」と表現するべき状態だろう。迦喰夜はくるりと体勢を変えて、西──京都の方角へと身体を向けた。

　だが──

「迦喰夜！　貴様、逃にげるのか!?　オレとの戦いはどうするつもりだ!?」

　今まさに日の出前の空へと飛び立とうとした迦喰夜に向けて、聖が声を張り上げた。迦喰夜は苦く笑しようしながら、

「逃げる？　ええー。そんなボロボロの聖ちゃんがそれを言うわけ？」

「ッ……舐なめるな！　まだオレは本当の力を出していないだけだ……！」

　聖が本調子ではない──のは確かに事実だ。

　彼が土萌華の血を吸い、真の姿を取り戻したのは数時間前の出来事だ。そして当然、血液は新しん鮮せんであればあるほど、彼に力を与あたえる。迦喰夜と相対したときの聖は九条の前で初めて覚かく醒せいしたときと比べても、それなりに力が劣れつ化かした状態だった。

　とはいえ、聖はそれでもこの場で迦喰夜と槍やりを交えることを選んだ。それだけ彼の中に迦喰夜との戦いを望む心があったということだ。故ゆえに招かれざる来訪者によって、この場が台無しにされたことには我が慢まんならない気持ちが強くあったに違ちがいない。

　迦喰夜は聖の言葉にニヤニヤ笑いながら、

「うわ、なにそれ超ちよう悪役っぽい台詞せりふ。でも、それってむしろ聖ちゃんじゃなくて、ワタシが云った方がサマになる台詞だと思うんだけどォ……ま、いいや──とにかく。今度はそっちから京都に来なよ。不満があるなら今度はもっと徹てつ底てい的てきに遊んであげるから」

「お、おい！　待て！」

「やーだよっ」

　瞬間、重力で自分の身体を弾だん丸がんのように加速させ、まさにロケットのような速度で迦喰夜の姿が搔かき消えた。聖の追い縋すがる声すら届かない音速を超こえた超スピードで、だ。

「…………クソ」

　仇かたきの消えた中庭を見回し、聖が額を押さえた。右手に具現化していたロンギヌスが煙けむりのように消失する。時間切れだろう。吸血の効力が、もうほとんど残っていなかったのだ。

　一度、フラッと聖の頭が横に揺ゆれた。聖は、未いまだに土萌華の腕うでの中で嗚お咽えつを漏もらし、髪かみの毛を搔き毟むしるブランネリアに一いち瞥べつすらくれず、歩き始めた。

　中庭、勝手口──石段の方向だ。

「（聖くん……）」

　去って行く聖にどんな言葉を掛かければいいのか、土萌華には分からなかった。

　──聖は徹底的にやられた。

　確かに、状態が優すぐれなかったというのはある。だが、それは言い訳に過ぎない。一対一では迦喰夜に一いち撃げきを食くらわせることすら出来なかった。それが現実。両親から受け継ついだ真の力に目覚めたとしても、それだけで狩かれるほど──始祖は容易たやすい存在ではない。

　聖がどんな気持ちでいるのか、想像するだけで土萌華の胸も痛んだ。

　けれど、今は──

「景久さん。迦喰夜さんは、ブランネリアさんに何をしたんですか？」

「……」

　今、土萌華の目の前で、嗚咽を漏らしている少女を助けなければいけない。

　見過ごせなかった。たとえ彼女がこれまで土萌華に悪あく辣らつな対応を繰くり返して来た相手とはいえ、自分のよく知る相手がここまで弱り切っている姿を黙だまって見てはいられない。

「姫ひめだって、別にしたくてしたわけじゃねぇ」

　ぽつり、と景久が言った。そのまま景久は携たずさえていた日本刀を近くに置いてあった鞘さやへと収め、土萌華の方へと向き直った。

「姫は月だ。そして言うまでもないが、月っつーのは──狂きよう気きの象しよう徴ちようでもある。昔からよく言うだろ？　月の輝きに魅入られた者は正気を失うってな」

　確かに、聞き覚えのある迷めい信しんだ。月に狂きよう的てきなモチーフを見み出いだすのは万ばん国こく共通なのかは土萌華には分からないが、少なくとも「Lunatic」という英単語が「常じよう軌きを逸いつした」という意味を持っていることぐらいは知っている。土萌華は更さらに尋ねる。

「ですが、それとブランネリアさんの状態に、いったいどういう関係があるんですか？」

「簡単な話だ。重力制せい御ぎよ以外に姫はもう一つ、能力を持っているのさ。ただし、これは姫自身にも全く制御が出来ない。制御出来ないからこそ、姫は一人で引き籠こもっている」

「能力……」

　そういえば、さっき言っていた。迦喰夜の《血盟》は重力制御以外にもう一つ、能力がある、と。

「竹取物語の最後のシーンを知ってるか？　月から迎むかえに来た使者の謎なぞの力で、人間達がバタバタ倒たおれていくんだ。ところが、だ。姫は地球生まれの地球育ちで迎えに来る月の使者なんているわけがねぇ。でもな──このシーンは真実なんだ。空に向かって弓を射る兵士も、謎の力に抑おさえ込まれて頭を抱えて蹲うずくまる帝みかども、何も出来ない爺じいさんや婆ばあさんも」

「ま、まさか……！」

「ああ。発動のトリガーは一度でもいい──姫と視線を合わせることだ。あとは勝手に能力だけが発動する。姫のことで頭がいっぱいになった者、魅入られた者、支配された者の心を姫自身の意志すら関係無しにぶち壊して、廃はい人じんにしちまう──強制発狂能力。竹取物語のクライマックスは、姫がその能力に目覚めた瞬間さ。アレは姫の周りの人間の頭が片っ端ぱしからおかしくなって幻げん覚かくに囚とらわれて死んじまった瞬間なんだよ」

「そ、それじゃあ、ブランネリアさんは……！」

「ご想像の通りさ」

　景久が小さく首を横に振ふった。

「コロンバールの嬢じようちゃんは、もうダメだ。持ってあと数日ってところだろうさ」
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　あのあと、錯さく乱らんしていたブランネリアはまるで糸が切れた操あやつり人形のように、ぷっつりと意識を手放し、昏こん睡すい状態へと陥おちいった。

　月の輝きに魅入られた者は正気を失う。

　景かげ久ひさが口にした言葉と「竹取物語の真実」が本当ならば、ブランネリアがこれからどうなるかは……想像するまでもなかった。

　結局、迦か喰ぐ夜やと聖ひじりが去り、二人だけになった土と萌も華かと景久はブランネリアを彼女の家へと連れていくことにした。国指定の病院に連れていくことは十分可能だったが、迦喰夜の強制発狂能力が発動した場合、医者に出来ることがそもそも存在しないらしく、それならば親しんだ家で──という景久の配はい慮りよだった。

　もっとも最初は彼女の実家──つまりはフランスのコロンバール家に連れん絡らくを取ろうとしたようなのだが、こちらの用件を彼女の父であるトリスタン・コロンバールへと伝えるまでもなく、通信を断たたれたらしい。土萌華はやり切れない気持ちでいっぱいになった。

　ブランネリアの家は、入間市の郊こう外がいに建てられた巨きよ大だいな洋館だった。

　以前は名のある一族が暮らしていたのだろう、雰ふん囲い気きに溢あふれた佇たたずまいの館やかたは彼女一人で暮らすには大き過ぎる家だった。景久と土萌華は意識をなくしたブランネリアを彼女の部屋へと連れていき、後のことを定期的に出入りしているらしいサービス業者と景久の部下数名に任せて、彼女の家を後にした。

　土萌華には、今も忘れられない光景がある。

　ブランネリアの家には、厳密に言えば、彼女以外の住民がいなかったわけではない。

　──何なん匹びきもの動物ペツトがそこでは暮らしていたのだ。

　本人の《血盟》が血の獣けものを操るためなのか、どうやら彼女は無類の動物好きだったらしく、玄げん関かんに足を踏ふみ入れると、まるで主あるじの帰き還かんを出で迎むかえるかのように、館の中から何匹もの犬や猫ねこが姿を見せたのだ。

　普ふ通つう、極きよく端たんな多頭飼いをする場合、一匹一匹に対する配慮が滞とどこおり、まともに躾しつけがされずに捨て置かれてしまうケースが多いものだが、ブランネリアの家の動物たちはどれも十分過ぎるほど躾が行き届いているようで、どの子も整然と、帰って来た主ブラン人ネリアの後を追って、寝しん室しつまで付いて来たくらいだ。

　土萌華の中で、ブランネリアのイメージが、またしても変化した。きっと彼女はこの動物達を本当に可愛かわいがっていて、そして動物達も同じく主のことが好きで……たとえ相手がペットだとしても、そのような関係を築ける人物に悪い者なんていないのではないか。

　そんなことを土萌華は思った。そしてもう一つ、土萌華には心配事があった。

　聖のことだ。

「…………」

　一見、彼の様子は土萌華の正体が公おおやけになってからと変わらないように見える。

　だが──違う。

　今の聖は、明らかに周囲に心を閉とざしているように見えた。事実、迦喰夜との一戦を終えたあと、宝たから泉いずみ邸ていに帰って来た聖は土萌華だけでなく、ルーチェットやエルクとすら言葉を交かわそうとせず、自分の部屋に籠もり切りになっていたのだから。それこそ、今日、学校に来たことが奇き跡せき的だと思えるぐらいだった。

「（まるで、梨り一い子こちゃんに聞いた話に出て来た聖くんみたいだ……）」

　先週までの土萌華ならば、おそらく聖のそんな変化を深く洞どう察さつすることは出来なかっただろう。だが、土萌華は昔の聖……両親を迦喰夜に殺され、日本にやって来たばかりの聖を同じ教室で見ていた梨一子から、当時の話を聞かされている。

　きっと、今の聖は、そのときの聖とそっくりだと思うのだ。

　何かに思い悩なやみ、苦く悩のうし、強い嫌けん悪お感かんに苛さいなまれ、周囲との関係を拒きよ絶ぜつする──そんな冷え切った赤い眼めをした少年の頃ころと。

「土萌華？　どうしたんだい、ぼんやりして？」

「え……」

　顔を上げると、目の前に夜や光こうの姿があった。夜光は窘たしなめるように続ける。

「そろそろ世界史の授業が始まるよ。席を移動しなくちゃ」

「あ、そ、そうですね。すいません……」

　アウトレットモールに遊びに行ったのが先週末の出来事で、迦喰夜との一件がその日の明け方。そして今は週明けの月曜日だった。

　今日一日、土萌華はずっとぼんやりしてしまっていた。

　戦いの疲ひ労ろうは、あまりない。理性を吹ふっ飛ばすほど激げき昂こうして、迦喰夜に飛び掛かった土萌華だったが、特にそのときの後こう遺い症しようのようなモノはなかった。

　迦喰夜のもう一つの《血盟》が土萌華に影えい響きようを及およぼしている──ということも現状は考え難にくい。要するにアレは迦喰夜のことを考えれば考えるほど効果を発揮する、呪のろいに近い能力なのだろう。土萌華にとって風ふう華かを捕ほ縛ばくしている迦喰夜は間ま違ちがいなく憎にくい相手ではあるが、それ以上にやはり妹の身の安全への不安が第一に来る。「月」の呪じゆ縛ばくに囚われることは、おそらく土萌華とは無む縁えんのはずだ。

「（風華、待っててね。すぐに助けに行くからね……！）」

　本当は、今すぐにでも京都に行きたいと思った。

　けれど昨日の今日で、意識を失い、昏睡したままのブランネリアの存在を放ほうり出して京都に赴おもむくことは土萌華には出来なかった。

　なにしろ──眼を閉じれば、浮うかんで来るのだから。

　眼を血走らせ、まるで動物のような呻うめき声を漏もらしながら、髪かみを搔かき毟むしっていたブランネリアの鬼き気き迫せまる表情が。彼女を家へと連れて行ったとき、主のことを心配そうに見つめていた動物達の無む垢くな眼まな差ざしが。

　土萌華は、力のない人々を守るためにクルースニクとなったのだ。風華は何よりも大切な一人だけの肉親──それは紛まぎれもない事実だ。けれど、どうしても、無理だった。

　ブランネリアの状態を治す方法があるのならば、出来る限りのことをしたい。

　景久はあのあと『姫ひめの瞳ひとみの中に満月を見た者で、命を落とさなかった奴やつはいない』と口にしていた。だが、それでも──

「土萌華？　ねえ、ちょっと、土萌華ってば！」

「ハッ──」

　ぱたぱたと夜光が土萌華の目の前で掌てのひらを振っていた。先さき程ほど、夜光に窘められたばかりだというのに、またしても土萌華は思考の海にずぶずぶと沈しずみ込んでしまっていたらしい。

　そうだ、世界史の授業！

　歴史科目は「世界史」と「日本史」が選せん択たく制になっている。日本史の履り修しゆう者の方が大分少ないため、数クラス合同で授業を行うのだ。そのため自分達のクラスで授業を行う世界史組も、授業が始まる前に席を移動する必要があった。

　ちなみに土萌華の知り合いの中で日本史選択者は梨一子のみ。

　土萌華も夜光も、そして聖もブランネリアも──履修科目は世界史だ。もちろん、ブランネリアの姿はここにはないわけだが。

「す、すいません！　私──」

「構わないよ。あんなことがあった後だろう？　ボクだって、景久様がいきなりやって来て迦喰夜様からの手紙を渡わたして来たりしたら普通ではいられないもの！」

「そ、そうなんですか……？」

「もちろんさ！　景久様は日本にいるＫ型吸きゆう血けつ鬼き全部の『アニキ』というか『父親』みたいなところがあるからね。見た目はおっかないけど、凄すごく偉い大だいな人なんだ！」

　ようやく立ち上がり、教科書を胸に抱かかえた土萌華は夜光と一いつ緒しよに世界史の授業の際、いつも座っている席へと移動を始めた。

　廊ろう下か側から数えて四列目、前から四人目……そこが土萌華の席だ。ちなみに夜光は土萌華の一つ前に座る。普ふ段だんの席次では梨一子とも夜光とも離はなれている土萌華だったが、この世界史の授業のときだけは夜光と並んだ席に座ることが出来る。そこが土萌華的にはちょっとだけ嬉うれしい部分でもあった（世界史の授業自体は暗記することが多過ぎて、さっぱり分からないのだけれど）。

「ところで、その、土萌華？」

　と、授業開始数分前になってようやく席の移動を終えたところで、前の席に座った夜光が妙みように浮き足立った様子で、土萌華に声を投げ掛かけた。探さぐるような、それでいて強い好こう奇き心しんに衝つき動かされているような──そんな「興味」の色に溢れた視線。

「…………ちょっと、訊ききたいことがあるんだけど」

「え。あ、はい。なんでしょうか？」

「っ──い、いや！　忘れてくれ！　やっぱりいい！　訊かないことにする！」

「…………ど、どういうことですか？」

　平易に訊き返した土萌華とは逆に、夜光は手足をばたつかせて大おお慌あわてになりながら自身の発言を撤てつ回かいした。これでは、むしろ土萌華の方が気になってしまうではないか！

　この時点で──聞き手と受け手が逆転することになる。

「夜光ちゃん。さすがに、そんな言い方をされては、逆に何としてでも聞かせて貰もらわないと気持ちが悪いですよ」

「そ、そうかい……？　い、いや、でも本当にいいんだ、土萌華。口に出してから気付いたのさ。ボクには過ぎた話だと思うし、大体、アレはどう考えても『機密事じ項こう』に違ちがいないからね。おいそれと口に出せるわけがない……そのことに気付かなかったボクが愚おろかだったんだ。失態という奴だ。だからいいんだ。勘かん弁べんしてくれ」

　既すでに答えを半分近く言っているような気もするが……。

　つまり、そういうことなのだろう。

　土萌華は意を決して直接訊いてみることにした。

「…………もしかして、土曜日に私が貰った手紙の内容についてとか、ですか？」

「ッ──!?」

　夜光が金きん紅あかの双そう眸ぼうをハッと見開き、強い瞠どう目もくの眼差しでもって土萌華を見つめた。土萌華は彼女の可か憐れんな驚おどろきを見つめ返しながら、小さく首を横に振ふって、

「だとしたら、その、すいません。言えないんです。特に口止めをされているというわけではないんですが……やっぱり、ちょっと」

「ああ……、」夜光はスゥッと瞳を細め、深々と頷うなずいた。「分かってるよ土萌華。うん。だろうね、それが当然だよ」

　本当に大きな軌き道どうで──力強く、だ。一方、夜光の反応からあまりに達観しているというか、何か悟さとった雰囲気を感じ取った土萌華は肩かたを窄すぼめて恐きよう縮しゆくした様子で反射的に頭を下げていた。

「本当にすいません。その、不快だとは思うのですが──」

「違うよ。土萌華」

「え……」

「言っただろう？　ボクには過ぎた話だ、ってさ」

　夜光が首を横に振って、口元に僅わずかな笑えみを浮かべた。けれどそれは──少しだけ哀かなしそうな笑みだった。

「ボクはただの吸血鬼だもの。人間の土萌華と、始祖の迦喰夜様や景久様のやり取りに口を挟はさむことなんて出来ないよ。ただ、その……君のやることを、外から見ていることぐらいは、許して欲しいんだ。そして、ボクはそれを応おう援えんしたい！　あまり大したことは出来ないと思うんだけど、それでも──」

「夜光ちゃん……」

　土萌華の視線の先には、赤と金色の瞳がある。

　赤色──吸血鬼特有の煌きらめきに、土萌華は今まで恐おそろしいイメージを抱いだいていた。

　それは物心付く前から叩たたき込まれた吸血鬼最大の特とく徴ちようでもあるし、彼らの象しよう徴ちようとも言うべき「血」を想起させるものでもあり、この夜の世界で相対する吸血鬼彼らの外見で、最も目立つ部分でもあったからだ。

　けれど、この瞬しゆん間かんだけは違った。その赤色は、土萌華の心を強く揺ゆさぶり、後押しをしてくれる──暖かい太陽の赤色と似た輝かがやきに満ち溢あふれていたのだ。夜光が続ける。

「土萌華の置かれている立場は、凄いことだと思うんだ。ボクも今まで、何度『人間になりたい』って思ったか数え切れないけれど、実際になれたとしても──きっと土萌華みたいに振る舞まうことは出来ないと思うし。周りから怪け訝げんな眼めで見られて、立場が上の方達とも付き合わなくちゃいけなくて、毎週雑誌のインタビューに答えて……」

「わ、私も……そんな大したことは、出来ていないと思います……」

「そんなことない、土萌華は凄いよ！　それに土萌華は人間だし！　それだけで、もう超ちようカッコイイよ！　凄すぎだよ！」

「…………そ、その褒ほめられ方は、ちょっとリアクションに困りますね」

　さすがに苦く笑しようしてしまう土萌華。

　人間だから凄い──なるほど、そういう発想もあるのか、という感じである。

　確かに、例えば土萌華に天使や悪あく魔まの知り合いがいきなり出来たとしてみれば、考え易やすいのかもしれない。彼らが自分のことをどう思っていたとしても、そんな特別過ぎる存在である時点で「凄い」と思わずにはいられない。夜光の眼には、きっと土萌華がそんな風に映っているに違いないのだ。

「あ……そうだ、これは誤解しないで欲しいんだけど、も、もちろん、人間だからってだけで土萌華と一緒にいるわけじゃないよ!?　ボクはそこまでミーハーなだけの吸血鬼じゃないからね。い、いや、確かに土萌華が人間なことは本当に凄いと思うし、ボクらが話すようになったきっかけも土萌華が人間だったことだけど、今はもう──」

「分かってますよ、夜光ちゃん」

　取り繕つくろうように言葉を重ねる夜光を制して、土萌華は首を振った。わざわざ断る必要なんてないのだ。だって土萌華達は──

「私達は友達じゃないですか。友達に、そういう細かい理り屈くつは必要ないと思います」

「っ……そ、そうだよね！　あははは……」

「そうですよ。ふふ……」

　笑い合う土萌華と夜光。この場に、梨一子がいないことが本当に残念だと思った。もしも彼女がいたら、この構図はもっとずっと完かん璧ぺきなモノになったはずなのに……。

　と、ここで。

「おーし。授業始めるぞー。席着けー」

「あっ……」

　教室に世界史の教師が入って来た。もうそんな時間か。時が流れるのは速い。特に素す晴ばらしい時間を過ごしていたときは尚なお更さらのこと……。

「（ありがとう、夜光ちゃん。少しだけ……気が楽になりました）」

　授業開始の挨あい拶さつを済ませ、着席した土萌華は心の中で夜光にお礼を言った。

　今日、この瞬間まで、土萌華の心の中には普段以上に濃こい霧きりが立ち込めていた。

　迦喰夜との出会いと戦い。心を閉とざした聖。囚とらわれた風華。

　だが、そんな中で夜光の言葉は、土萌華の心を強く後押ししてくれた。土萌華はこの時代にやって来て、夜光達と出会えたことを本当に嬉しく思ったのである。

　これは、吸血鬼と戦うだけの生活に身を置いていたならば、決して有り得なかった出会いに違いないのだ。夜光の優やさしい言葉は、土萌華に「この世界でも自分はやっていけるのではないか」という感かん慨がいをもたらすには十分過ぎるモノだった。

「土萌華。はい、これ」

　授業が始まり、前の席の夜光から今日の学習範はん囲いを記述したレジュメが回って来る。土萌華は手を伸のばし、そのレジュメを受け取ろうとした。

　──この瞬間、芦あし田だ土萌華の緊きん張ちよう感かんは過去最大級といっても過言ではないほど緩ゆるんでいた。緩みきっていた。

　だから、決して、ありえないミスを犯おかした。絶対にやってはならない失敗をした。

「ありがとうございます。夜光ちゃ──」

　世界史の授業で使われるレジュメはそれなりに紙質の良い白無地のコピー用紙だった。

　そして土萌華は夜光から回されて来たレジュメを受け取ろうとした際、コピー用紙の隅の方に手を伸ばしてしまった──

　結果、事件は起きた。

　それはあまりに手痛い失態だった。なにしろコレは《血脈》を操あやつる力を持たない普ふ通つうの人間でも、滅めつ多たにやらかさないような失敗だ。加えて土萌華は圧あつ倒とう的な肉体強化の能力を持っている。だから、もしここで土萌華が意識を緩ませず、普段通り、肉体の防ぼう御ぎよ能力を強化していれば同じくこのアクシデントは発生しなかった。

　しかし、この瞬間の芦田土萌華は、同時に、その両方のミスを犯した。

　だから、こうなることは半ば必然だった。

　なぜならば、上質紙の四よ隅すみは当然のように角張っていて、触ふれる角度によっては、まるで──ナイフのように容易たやすく指の皮を裂くことが可能なのだから。

「ツッ！」

　瞬間、短く切ったような悲鳴が土萌華の口から漏もれる。

　指先に微かすかな痛みを覚えた土萌華は思わずヒュッと指先を顔の高さまで引き戻もどし、まじまじと自身の手を見つめていた。

　紅くれない。僅かに黒ずんで見える液体──血だ。

「あ……」

　土萌華は右手人差し指からにじみ出した血液が、窓を伝う雨垂れのように掌てのひらを流れていく光景を、ぽっかりと口を開いて眺ながめていた。

　だから、土萌華はあまりの事態に、反応が一いつ拍ぱく、遅おくれた。

　周囲から意識が逸それたのだ。

　──その一いつ瞬しゆんの間に、世界の空気が一変していることに、気付くことすらなかった。

「と、も、か………？」

　不意に、一つ前の席から彼女の名前を呼ぶ声が響ひびいた。土萌華は奇き妙みような空気を肌はだで感じ取りながら、掌に注いでいた視線を引き上げ、声のする方へと合わせる。

　そこには夜光がいるはずだった。少し夢見がちで芝しば居い掛がかった奇き抜ばつな性格をしているけれど、本当はとても優しくて、黒のショートヘアーがとても可愛かわいらしい女の子。

　土萌華の大切な友達だ。

「夜光ちゃん……!?」

　パサリ、と音を立てて夜光が持っていたレジュメが教室の床ゆかに落ちた。その左ひだり隅すみには土萌華の指先から流れ出した赤い斑はん点てん──血の跡あとがくっきりと残っていた。

「う、あ…………な、なんか、変だ……ボク……ど、どうしたんだろう……」

「ッ──!!」

　視線の先で夜光が紅色の瞳ひとみを限界まで見開き、眼球を血走らせていた。彼女の唇くちびるはぽっかりと半開きになっていて、そこからは──発達した真白い吸血歯が当然のように覗のぞいている。人ならざるモノの牙きばが、覗いている。

　息も荒あらい。

　押し殺したような、獣けものの吐と息いき。ほんの先刻まで、互たがいに笑い合い、優しい言葉を掛け合った相手とは到とう底てい思えないような──思いたくないような光景がそこにはあった。

「あ、あ、ああ、あ……！」

　土萌華は信じられなかった。違ちがう。信じたくなかったのだ。

　まさか夜光が自分のことを、こんな風に見る瞬間が訪おとずれるだなんて！　「人間」の血を求める「吸きゆう血けつ鬼き」の眼まな差ざしで土萌華のことを見る日が来るだなんて！

「あ、う……」

「なに、この……匂におい……」

「頭が……くらくらする……」

　──しかも、その血液に意識を奪うばわれたのは、夜光一人だけではなかった。

　一年四組の教室にいた大半のクラスメイトが同様の症しよう状じようを訴うつたえていたのである！

　彼らは一様に心臓の辺りを押さえ、虚うつろな言葉を漏らしながら──それでも、視線だけはまっすぐその吸血衝しよう動どうの発生源である土萌華の方に向けていた。

　数十の紅の瞳が、土萌華だけを見ていた。

「（みんなが、私のことを『吸血鬼の眼め』で見てる……！　どうすればいいの？　みんなはどう見ても吸血鬼で、それは私がこの世界で殺さなければならない吸血鬼、そのままで──殺す？　私が、みんなを……夜光ちゃんを…………？　違う！　ダメ！　それだけは絶対に、絶対にダメ！）」

　立ち上がった土萌華は、気が付くと自分が拳こぶしを握にぎり締しめ、少しずつ臨戦態勢に入っていることを認にん識しきし、更さらなる絶望に吞のみ込まれた。

　芦田土萌華は吸血鬼を殺すためだけに戦せん闘とう教育を受けたクルースニクである。彼女は吸血鬼との戦闘時、性格が普ふ段だんとは一変する特性を持っていて、それは「スイッチ」という表現でもって、彼女の普ふ遍へん性と異い端たん性の架かけ橋になっている。

　その「スイッチ」の切り替かえは、土萌華の自じ律りつ意志によってなされるのではない。

　いつもそれは、勝手に切り替わるのだ。土萌華の感情の変化……そして、身の回りの状じよう況きようの変化に合わせて。

　だから、もしも土萌華から一番近くにいる夜光が、血を渇かつ望ぼうする衝動に耐たえきれなくなり、彼女に襲おそい掛かったとしよう。そのとき、どうなるのか？

　土萌華の本心としては夜光を傷付けるくらいならば、自分の血液を何リットルだってあげていいと思っている。けれどそれを彼女が十六年間掛けて研とぎ澄すまして来た吸血鬼殺しの本能と研けん鑽さんは──決して許さない。

　ほぼ確実に、防衛本能が働くだろう。

　なにしろ土萌華の周囲には夜光を含ふくむ数十人の吸血鬼が他ほかにいて、もしも一人にでも血を吸われようものならば、飛散した血の飛沫しぶきに吸血衝動を刺し激げきされ、彼らが獲え物ものに群がるハイエナのように彼女の身体からだに殺さつ到とうすることは目に見えているからだ。

　──たった一人の非力なサングリアの少年に襲われかけたときとは、話が全く違う。

「土萌華、来い！　急げ！」
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　次の瞬しゆん間かんだった。

　──まさにその非力なサングリアの少年が、少女の窮きゆう地ちを救ったのは。

「ひ、聖くん!?」

「なにをやっているんだ、この大おお馬ば鹿かが！　さっさとしろ！　逃にげるぞ！」

　跳はね上げたような勢いで、土萌華の下もとに一人の少年が駆かけ寄って来た。黒灰色の髪かみと見事な理性でもって制せい御ぎよされた血のような紅眼──聖だった。

　聖は床に落ちていた土萌華の血液が付いていたレジュメを拾い上げると、逆の手で土萌華の右手──血が流れる人差し指の腹を押し潰つぶすように摑つかみ、教室の外へと駆け出した。

　土萌華は、彼の言葉に従うことしか出来なかった。

　教室の戸を開け、廊ろう下かへと駆け出して行くとき、土萌華は思わず背後を見やった。

　時間は午前二時。深夜、丑うし三みつ時。外は暗がり、窓の向こうには微かに欠けた黄金の月が覗き、薄うす暗ぐらい教室に月光のヴェールを被かぶせている。そして無数の紅色の瞳が、去って行く土萌華の背中を、ただただ見つめていた。

　顔も名前も声もすぐに頭に浮うかぶようなクラスメイト達が、土萌華のことを、普段と全く違う眼差しで、見ていた。




　　　　２




　──最悪に最悪が重なるとは、こういうことを言うのだろう。

　聖は指先に傷を負った土萌華を連れて、校舎一階にある保健室に来ていた。

　ブランネリアとの「逢おう瀬せ」のあとの流れ出した血液処理や自身の「病弱」設定もあってか、聖は保健室に足を運ぶ機会が非常に多くあった。だから養よう護ご教きよう諭ゆがこの時間帯には部屋を留守にしていることも知っていたし、そもそも保健室を利用する者がこの学校には滅多にいないことも熟知していた。

　大勢の他者が自身に向ける吸血衝動に直面し、身体を震ふるわせていた少女を落ち着かせるには、ここ以上の場所は存在しないと思ったわけだ。

「土萌華。傷は治ったか」

「…………」

「土萌華。聞いているのか。傷は？」

「あ……、」土萌華が弱々しく顔を持ち上げた。「は、はい。治しました……もう、大だい丈じよう夫ぶです……すいませんでした……」

　パイプベッドに腰こしを下ろし、顔を伏せていた土萌華に質問を投げ掛けるも、その返答からはまるで生気を感じることが出来なかった。

　元々、土萌華の指先に出来たのは、ただの切り傷だ。土萌華が体内の《血脈》の流れを活性化させれば、一瞬で治ち療りよう出来る傷である。もちろん、それを言い出してしまえば、こんな傷を負って血を流すこと自体、防御に特化した彼女の能力からすれば有り得ないことなのだけれど。

　聖は土萌華から吸血した過去数回の経験を脳のう裏りに浮かべた。同時にそのとき感じた彼女の温ぬくもりや柔やわらかさまでもが蘇よみがえって来る。聖はすぐさま首を横に振ふり、腫はれぼったいピンク色の感かん慨がいを頭の中から閉め出した。

　今は──そんな不ふ埒らちな意識に囚とらわれている場合ではないのだから。

「（クラスの連中の吸血衝動は、おそらく問題ないだろう。不幸中の幸いで、土萌華の指先から流れた血液は全すべて凶きよう器きでもある紙自体が吸い取ってくれたからな。これがもし一いつ滴てきでも床や机などに飛び散っていたら、相当に面めん倒どうなことになっていただろうが。血を吸ったレジュメは燃やして灰にしたし、土萌華の傷は完治した。当面の問題はクリアされたはず……だが、事後処理は必要なはずだ。出来るならばすぐに教室に戻って、取り繕つくろいたいことが山ほどあるのだが──）」

　聖は呆ほうけた土萌華の様子をチラリと見やった。

「……」

　土萌華は顔を青ざめさせ、茶色の瞳を深い悲観めいた感情で染め上げていた。

　重じゆう症しよう、だ。

　特に一つ前の席──土萌華にレジュメを手て渡わたした舞まい鶴づる夜光と真っ正面から向き合ってしまったことが彼女の衝しよう撃げきの根幹にあるはずだ。

　しかも今日の授業前、何やら土萌華と夜光が熱い会話を交かわしていたことは朧おぼろ気げながら聖も記き憶おくしている。よりにもよってその後に、こんな事件が発生したわけだ。今、土萌華の中でどれほどの暗あん澹たんたる感情が渦うず巻まいているのか、想像すら出来ない。

「（もっとも、そのおかげでオレも頭が落ち着いた部分はあるのだが……）」

　だが、今でこそ非常事態に直面して精神が研ぎ澄まされているが、あのときの聖はまさに今、目の前で深い思考の螺ら旋せんに囚われている土萌華と似たような状態だった。

　──聖は、迦喰夜との戦いに敗れた。

　もちろん、数々の悪条件が重なった末の顚てん末まつではある。しかし、少なくとも「それなりに勝機がある」と考えたからこそ、聖は極きわめて無む謀ぼうなシチュエーションであることを理解しながらも、あの朝焼けに染まった橙だいだいの月が見下ろす舞ぶ台たいに足を踏ふみ入れたのだ。

　だが、それは大きな勘かん違ちがいだった。

　始祖の壁かべは厚く、高く、極めて遥はるかな存在だった。

　今になって思えば、聖のあの一連の行動は常じよう軌きを逸いつしていた。

　主あるじのために身を粉にして働いてくれるであろう二人の臣下に一いつ切さいの手出しを許さず、単身で迦喰夜のいる場所へと突とつ入にゆうしたこともそうだし、最初に土萌華が助けに入ろうとしたとき、咄とつ嗟さに「手を出すな」と叫さけんでいたことも、そうだ。

　そして──それらの行動の理由は、たった一つの感情に集約される。

「（オレは、迦喰夜を自分の力だけで殺せると思った…………いや、違う。自分の力だけで殺したいと思ったんだ）」

　慢まん心しんとは、きっと少し、違う。あえて言うならば、それは「ないものねだり」に近かった。それが──宝泉聖の心の奥底に、長らく巣食っていた病びよう巣そうなのだと思う。

　聖はこれまでずっと身近な者に、守られて、生きて来た。

　始まりは十年前の「二つめの血のヴァレンタイン事件」だ。あのとき、聖は両親に守られたことで命を救われ、逆に両親は聖を守ったからこそ、命を落とした。

　それ以降も、戦う力のないサングリアである聖はルーチェットやエルクといった臣下に守られながら生きて来た。そして──土萌華と出会ったとき、彼女の力を利用して自身の復ふく讐しゆうを成すことを考えた。芦田土萌華という決定的な埒らち外がいとの出会いこそが、聖の人生における最大の幸福であると、あのときは思ったのだ。

　けれど、違った。聖の人生における最大幸福をもたらした出会いは──自身の中に眠ねむっていた《血盟》と《血脈》の力の発はつ露ろ。覚かく醒せい。真の姿の目覚め。

　自分一人だけで自身の目復的讐を成すことが出来る「武力」こそが聖が最も渇望していたものであり、同時に最大のコンプレックスだったのである。

　その結果が、これだ。

　極めて無謀な突とつ貫かんによって迦喰夜と相あいま見みえることこそ出来たものの、自分一人だけの力では彼女に太刀たち打うち出来ないことを痛感させられ、おそらくは聖か土萌華の後を追って来ていたブランネリア・コロンバールが倒たおれたことで、結果的に精神に歪ゆがみを来きたした土萌華が今回の教室における流血騒そう動どうを巻き起こした。

　全ての責任は──聖にある。

「土萌華。オレは一度、教室に戻もどってクラスの連中の様子を見て来る。おそらくは、教師を含めて大半が吸血衝しよう動どうに襲われた前後の意識が曖あい昧まいになっているだろうが──」

「…………」

「……とにかく、もう少しここにいろ。すぐに戻る」

　こんなとき土萌華に投げ掛かけてやれるような言葉を持っていないことが、聖は歯は痒がゆくて仕方がなかった。

　だが悲しいほどに聖は吸きゆう血けつ鬼きで、土萌華は人間なのだ。血走った目をした吸血鬼達に自身の血を渇望された経験はサングリアである聖にだってないし、また本当に心を許していた大切な友人が吸血鬼の本能に吞み込まれる光景を直視した経験だってない。

　友情。

　あまりにも聖と無む縁えんな言葉だ。その概がい念ねんを聖が理解する日は、きっと来ない──

「……雨か」

　保健室を出て、一年四組の教室がある三階に向かって歩いていた聖は外で雨が降り出していたことに気付いた。二月の、それも深夜の雨だ。いつ雪に変わってもおかしくない。そして、聖が、そんなことを考えていたときだった。

　ジリリリリリリリリ、という耳を劈つんざく異音が、校舎中に響ひびき渡わたったのは。

「これは……火災警報？」

　訓練で何度も耳にしている音だけあって、その音の意味を認にん識しきしたのはすぐだった。

　校内で、火事が発生したということだ。

　まだ放送が入っていないこともあって、出火元がどこなのかは分からなかった。幸いなことに外で雨が降っているため、校舎全体に火が延えん焼しようすることは回かい避ひ出来るはず。

　とはいえ、この音を耳にすれば、生徒達は……。

『急ぐんじゃないぞ！　冷静に対処しろ！』

『やだもう！　こんな雨の中、外に行かなくちゃいけないの!?　最低なんだけど！』

『どこの馬ば鹿かだよ！　こんなときに火事起こした奴やつは!?』

　──一いつ斉せいに廊下に出て来るに決まっている。

　怒ど濤とうの勢いで教室から出て来た生徒達が一斉に避ひ難なんを始めた。だが訓練とは違ちがって、本当に火災警報が鳴り響くことなど滅めつ多たにない。全く統とう率そつの取れていない、取る気すらない個人の集固まり団が、ただただ己おのれのことだけを考えて廊下に殺さつ到とうした。

　しかもこの時、聖がいたのは一階の廊下──つまり上階から避難して来た生徒と一階から校庭に脱だつ出しゆつしようとする生徒の二つの波がぶつかり合い、最も混乱する場所だった。

　聖は早急に意志を決定する必要に迫せまられた。

「（どうする……保健室に戻るか？　だが、それには人の波を搔かき分け、完全に逆行しなければならない。サングリアであるオレにとっては自殺行こう為いだ……そうだな。今の土萌華といえど、さすがにこれだけ大音量で警報が鳴れば、避難ぐらいはすると考えてしまっていいはずだ。大体、保健室ほど校舎の外に避難しやすい場所もないわけで──!?）」

　ひとまずは流れに従い、自身も避難するべき。自分の方針を決定して、進行方向に聖が視線をツッと向けたときだった。

　瞬しゆん間かん──聖が信じられない人物を目もく撃げきしたのは。

「ブ、ブラン!?」

「────」

「お、おい！　ブラン！　オマエが、どうしてここに──」

　この壮そう絶ぜつな雑ざつ踏とうの中といえど、彼女のあまりに印象的過ぎる外見的特とく徴ちようを見み間ま違ちがうわけがなかった。血のように赤い髪かみ、サファイアのような青せい眼がん、恐おそろしく整った容姿を合わせ持つ「毒花」の相そう貌ぼう──ブランネリア・コロンバール。

　いるはずのない彼女の姿を、確かに聖はこの眼めで捉とらえたのだった。

　とはいえ、張り上げた聖の声はブランネリアには届かなかったらしい。彼女は聖の方を一いち瞥べつすることもなく、するすると生徒の流れとは逆の方向に進んでいく。どうやら彼女は校庭ではなく、むしろ階上を目指しているようだった。

「クソ！　どういうことなんだ、これは……！」

　一言、吐はき捨てた後、聖はつい先さき程ほど決定したばかりの自身の方針を即そく座ざに破は棄きした。

　避難は後回しだ。

　今は──ひとまず、ブランネリアの後を追わなくては。







「一年四組の教室……」

　殺到する生徒達の波を搔き分け、ブランネリアの後を追った聖が辿たどり着いたのは、自分達が普ふ段だん授業を受けている一年四組の教室だった。

　さすがに聖が三階に到とう達たつする頃ころにもなると、周囲に他ほかの生徒はいなくなっていた。窓から校庭の方を眺ながめると、この寒空の雨模様の下、びしょ濡ぬれになりながら集合させられた生徒達が教師に大ブーイングをかましている最中のようである。

　マニュアル主義の弊へい害がいという奴だろう。臨機応変な対応が出来ていないのだ。火災警報が鳴った際、たとえ集合場所が校庭だと規定にあったとしても、この状じよう況きようならば講堂なり体育館なりに生徒を集めた方が、むしろ後々面倒なことにならずに済むというのに。

　けれど、そんなことはそもそも避難すらしていない聖には関係のない話でもあった。

「…………聖さま？」

　そして、この騒動の裏で蠢うごめく存在である──彼女にとっても。

「…………どうして、聖さまが、ここにいらっしゃるのでしょうか？」

「それはこっちの台詞せりふだ、ブラン」

　ブランネリア・コロンバール。

　赤く、悪あく辣らつな毒花。そして、ここ数日の迦喰夜を巡めぐる一件において、決して当事者でないにも拘かかわらず、誰だれよりも深い傷を心に負った少女。

　一年四組の教室──その窓まど際ぎわ。身体からだが濡れてしまうことを気にもせずにブランネリアは降り続く雨空を眺めていた。

　聖は、そんな彼女に言葉を投げ掛ける。

「……オマエは意識を失っていると聞いていたが。いつの間に快復したんだ？」

　ブランネリアは迦喰夜の持つ《血盟》のもう一つの能力──自身に魅み入いられた者の精神を無差別に破は壊かいする強制発はつ狂きよう能力の直ちよく撃げきを受けたはずだ。そのことで、実際に能力を使ってしまった迦喰夜やブランネリアを介かい抱ほうした土萌華などが甚いたく衝しよう撃げきを受けていたことは記き憶おくに新しい。

　だが、当の聖からするとソレは相当にどうでもいい話題だったわけで。

　──宝泉聖は、己を甚いた振ぶり尽つくしたブランネリア・コロンバールのことを未いまだに心の底から毛け嫌ぎらいしているのだから。

「…………快復、ですか」

「そうだ。自分の足で立って歩けているし、言葉を交かわすことも出来る。快復したようにしか見えないが？」

　肩かたを竦すくめ、尋たずねる。だが、表面の態度を取り繕つくろいながらも聖は既すでに軽けい率そつにブランネリアの後を追って来てしまったことを心底後こう悔かいし始めていた。

「（…………マズい、な）」

　明らかに、ブランネリアの様子はおかしかった。

　聖は伊達だてに彼女と不本意ながら「逢おう瀬せ」という二人だけの時間を、これまで長らく過ごして来たわけではない。故ゆえに知りたいと思ったことすらないのだが、聖はブランネリアという少女の存在を相当詳しよう細さいに把は握あくしてしまっていた。

　顔立ち、声、性格、体たい臭しゆう、口調、所作、性せい癖へき、放つ雰ふん囲い気き──外見的なことだけで言えば、今聖の目の前にいるのは普段のブランネリアと変わらない。けれど、聖は感覚的に断言出来てしまうのだ──彼女は、依い然ぜんとして正気を失ったままである、と。

　ブランネリアが嚙かみ締しめるように、言った。

「快復…………それにはきっと、血が、足りません」

「……血、だと？」

「はい、」ブランネリアがゆっくりと頷うなずいた。「血がなくては、ブランは、ブランでいることが出来ませんから」

「なるほど。そのような状態になっても、オレの血を求めるということか。オマエの卑いやしさには逆に感動するな。それほどまでにサングリアの血が美味うまかったのか？」

「…………いいえ。聖さまの血では、ありません。だって、」

　ブランネリアは首を横に振り、そして、次の瞬間。




「土萌華さまの血がなければ、ブランは、全すべてを失ってしまうのですから」




　自身の右手の親指の皮を嚙み千切り、溢あふれ出した血液を──雨あま粒つぶによってびしょ濡れになった窓枠に押し付けたのである！

「なッ──!?」

「ブランの《血盟》は、水と混ざり合って更さらなる命を生み出します。同じ一いつ滴てきの血液から作れる魔ま獣じゆうの数には限度がありますが、水と混ざり合えば話は別……いくつにだって増ぞう殖しよくさせることが出来ます」

　まるで血管に血液が流れ出したかのように、雨で濡れていた窓枠がブランネリアの指先を中心にして赤に侵おかされて行った。すると、以前入間基地で目撃したのと同様に、血と雨とが混ざり合った液体がボコボコボコとまるで沸ふつ騰とうしたかのように泡あわを噴ふき出し、風船のように膨ぼう張ちようし始める。そして、その赤い液体は、ハッキリとした形を成した。

「これは……！」

　瞬間、聖は戦せん慄りつした。

　ブランネリアの能力は「血の魔獣を創つくり出す能力」だ。

　そして彼女が創り出す魔獣は、実在する動物や神話上の幻げん獣じゆうなど、何らかのモチーフを帯びているモノが大半だった。だが、ここでブランネリアが生み出したのは──聖の知識をもってしても、全くそのモチーフを推測することの出来ない異様な生物ばかりだった。

　象の鼻、ウサギの耳、大おお鷲わしの翼つばさ、ユニコーンの角、牛の乳ち房ぶさ、魚の鱗うろこ、犬の毛並み、馬の蹄ひづめ、獅し子しの牙きば、駱らく駝だのこぶ、猫ねこの尻尾しつぽ…………。

　聖の前に現れたのは、ありとあらゆる動物の部分部分がぐちゃぐちゃに融ゆう合ごうして混ざり合った、存在そのものが禁きん忌きに満ちたイキモノだった。まるで幼い子供がありったけのクレヨンを使うことだけを目的に製作した塗ぬり絵のような、そんな──今の飼い主の心を表現しているかのような醜しゆう悪あく極きわまりない合成魔獣キメラだ！

「ブランは、鼻が利きくのです。おそらくは聖さまの飼っていらっしゃる駄だ犬けんに匹ひつ敵てきするほど、いいえ、特別なモノであるならば、数倍以上……。ですが、不思議です。土萌華さまの血の匂においを追って、ここまで来たというのに。土萌華さまは、どこに行ってしまったのでしょう……いったい、どこに……」

　完全に暴走したブランネリアは、ゆっくりと右手を持ち上げ、その指先で、聖のことを指し示した。そして、言い放つ。

「聖さまは──ご存知ですか？」

　青せい眼がんを瞬またたかせ、紅色の魔獣を聖に差し向けながら。
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　時間は若じやつ干かん前後して、そのときの土萌華には、保健室から出て行く聖の背中を目で追う気力さえ残されていなかった。

「（頭の中……グチャグチャだ……）」

　夜光が自分のことを、吸きゆう血けつ鬼きとしての眼光で睨にらみつけたこと。そんな視線に晒さらされたとき、土萌華が一いつ瞬しゆんだけでも戦せん闘とう態勢に入ってしまったこと。

　──友達に牙を向けられ、友達に拳を向けたこと。

　土萌華は思う。こんなことをしてしまったのでは──もう絶対に今まで通りの関係を築くことなんて出来ないのではないか、と。

「（夜光ちゃんは悪くない。だって仕方ないもの。吸血鬼がヒトの血に反応してしまうのは生物的な本能っていうか、当然のことだし。それに聖くんも言ってたけど、そもそも夜光ちゃんには、あのときの出来事がよく分かってないはず……）」

　だから最終的に土萌華達の関係がどうなるかは、その一部始終をしっかりと記憶している土萌華自身が、あの出来事をどう処理するかにかかってくるに違ちがいなかった。

　だが──

「（…………私は梨一子ちゃんと夜光ちゃんに、大きな噓うそをついている）」

　グッと拳を握にぎり、そしてまた開く。

　土萌華の拳は、紛まぎれもない凶きよう器きだ。全力で打ち込めば大地を割ったり、鉄板を打ち砕くだいたり、岩石を破は砕さいすることだって息をするように出来てしまう。土萌華の戦闘力は、人間の数倍上の身体能力を持っている吸血鬼の更に何十何百倍も上だ。

　クルースニク。吸血鬼ハンター。

　これこそが世界中で放映された土萌華の独どく占せんインタビューのとき、彼女が最初に尋ねられた『職業は？』という問い掛けへの真の回答だった。

「（でも、私の正体を口にするのは……ダメ、出来ないよ……）」

　きっと聖ならば、その理由付けを損得勘かん定じようで済ませてしまえるのだと思う。けれど土萌華が自分の本当の正体を二人に伝えられない理由は、もっとずっと単純だ。

　──怖こわい、から。

　恐おそろしいから。考えただけで身体が震ふるえてしまうから。

　これまで出来るだけ思い出さないようにしていたのだが──今でも、あの瞬しゆん間かんの出来事が土萌華の脳裏には焼き付いている。

　人間だということが公おおやけになって最初の登校日……クラスメイトと目が合っただけで「ニンゲン」だとして悲鳴をあげられ、目の前から逃にげ出された事件のことだ。

「（もう……やだよ。信じていた相手に、怯おびえられるのは……）」

　あのとき、土萌華を心の底から怯えた紅あか色の瞳ひとみで見み据すえていたのは、これまで一度も話したことのない相手ではなかった。実は──彼女は吸血鬼として姿を偽いつわって転校して来たばかりの土萌華に一番優やさしく接してくれていた相手だったのだ！

　学校の仕組みやクラスの内情を教えてくれて、登校してきたブランネリアに下手な口出しをしないようにと忠告までしてくれた──何もなければ、きっと友達になれていたに違いない少女だったのだから！

　実際、土萌華の本当のトラウマは、別に「友達を作ること」では、ないのだ。土萌華が何よりも怖いのは「友達を失うこと」だ。そして、禍まが々まがしい暴力と破壊の力をその身に秘ひめた土萌華自身を、まるで化け物を見るような目で凝ぎよう視しされること。

　それこそが、何よりも、怖かった。

　と──

「っ……？　え、け、警報……？」

　ジリリリリリリリリ、と。

　土萌華は目を見開いて、音源である廊ろう下かの向こうに視線をやった。

　まるで古典的な目覚まし時計のような強きよう烈れつな異音だった。記憶によると、廊下に設置された赤色のボックスが警報器だったはずだ。あのいかにも「押して下さい」という感じのスイッチを押すと、確か、こんな感じで警報がなるはず。

　ということは。

「あ……か、火事ってこと!?」

　火災警報が学校中に鳴り響ひびいているということだ。その証しよう拠こに一階で授業をしていた三年生達が一いつ斉せいに廊下へと飛び出して来た音が、コンクリートの壁かべを通して保健室にいる土萌華にも伝わって来た。リノリウムの床ゆかを叩たたく上うわ履ばきの音。生徒を先導する先生の声、やんややんやと喋しやべりまくる生徒の声……。

　これは、いけない。土萌華も急いで避ひ難なんしなくては──

「…………ん？」

　ところが、だ。

　ここで土萌華は火災警報が鳴ったにしては、奇き妙みような雰囲気を感じ取ったのである。

　出火元は、どこなのだろう？

　土萌華は「大地」のクルースニクであるが、それ以外の周囲の自然エネルギーの反応をサーチする能力ぐらいは持っている。もしも校舎内で火災が起こったならば、そこには「炎ほのお」の自然エネルギーを孕はらんだ《血脈》が発生するはずなのだ。だが、少なくとも土萌華が認にん識しき出来る範はん囲いで、炎が発生している気配は微み塵じんも感じられなかった。

　土萌華が強く感じ取ったのは「大地」を叩く無数の足音と、そしていつの間にか降り出していた雨……「水」の《血脈》のみ。

　本当に、火災は起こったのだろうか。誰だれかが警報器に手を出したせいで起こった人じん為い的なイタズラなのではないだろうか。土萌華には、そう感じられてならなかった。

「ど、どうしよう……」

　とりあえず流れに身を任せて避難してしまった方が無難であるようには思えたが、外で思いっきり雨が降っていることが土萌華に二の足を踏ふませた。

　しかも、そこそこの大降りだ。とんでもないことに、二月の深夜の雨──想像するだけで背筋が震え上がるような事態が待っていることは避さけようがない。

　数十秒が経たち、数分が経過する。

　気が付くと、あれだけ喧やかましく響き渡わたっていた生徒達の声や足音がさっぱり聞こえなくなっていた。どうやら生徒の避難が概おおむね完かん了りようしたらしい。吸血鬼は単に校舎から避難することに関しても、こんなにも迅じん速そくに行動出来るらしい。

「ハッ……て、点呼！　ダメだ！　行かなくちゃ！」

　ようやく土萌華はいかに本当は火災が発生していない可能性が高いからといって、悠ゆう々ゆうと事の推移を見守っているわけにはいかないことに気付いた。

　──校庭に避難した生徒は、間ま違ちがいなく点呼を取られる。

　そこで土萌華がいなければ、結構な問題になってしまうはずだ。いけない。急いで土萌華も避難場所に向かわなければ──

『うわあああああああああッ！』

　そのとき、だった。

　耳を劈つんざくような悲鳴が、校舎の中から響いたのは。

「っ……!?」

　だが、同時に感覚的ではあったものの随ずい分ぶんと奇妙な悲鳴だな、とも思った。

　校舎内で実際に火災が発生していない以上、例えば梁はりや天てん井じようの崩ほう落らくなどはありえないのだ。いったい、どういうシチュエーションになれば、こんな悲鳴をあげることになるのだろう？

　だが、少なくとも困っている相手がいるならば、それを見過ごすことは土萌華には出来なかった。土萌華はパイプベッドから飛び起きると、保健室の外へと飛び出そうとした。ところが、だ。

「ひやあああああああ！」

「きゃっ！」

　保健室の戸を開こうとした瞬間、なんと逆に戸の方が開いたのである！　そのまま土萌華は凄すさまじい勢いで保健室に飛び込んで来た相手と思い切りぶつかってしまった。

　そして、なんとその相手というのが。

「う、え、あ……!?　と、土萌華!?」

「ちょ、ちょっと待ってよ、ヤコちゃん！　置いてかないで！…………って、あ！　トモちゃんいた！　やっと見つけた！」

「え……や、夜光ちゃん!?　梨一子ちゃん!?」

　神かん田だ梨一子。舞鶴夜光。とっくに避難していると思っていた二人のクラスメイトが何故なぜか土萌華の前に現れたのだった。

　梨一子が乱れたサクラ色の髪かみを整えながら、ホッと安あん堵どの息を吐はき出した。

「よかったー。警報が鳴って避難することになったんだけど、なんかトモちゃんが気が付くといなくなってたって聞いて、捜さがしてたんだ。ヤコちゃんは、いついなくなったか分からないとか、寝ね惚ぼけたこと言うしさ。そんな、気付かないわけないじゃんねぇ？」

「あ、そ、それは──」

「いいよいいよ。どうせヤコちゃんが居い眠ねむりしてたんでしょ。だよね、トモちゃん」

「えっ……そ、その、それは、なんと言いますかっ……！」

　日本史を選せん択たくしている梨一子は警報が鳴って夜光と合流した後、周囲に土萌華がいないことに気付いたということだろう。第一、力のない人間であるはずの土萌華が波のように階段や昇しよう降こう口に殺さつ到とうする吸血鬼達を押し退のけて避難出来るはずがないのだ。

　となれば、事件が起きる前に正当な理由でもって教室から退出した土萌華に、夜光が気付いていなかった──という解かい釈しやくになるのは至し極ごく当然だろう。

　事実は、それとはまた、大いに異なるのだけれど。

「ん。どうしたんだい土萌華？　そんなマジマジとボクの眼めを見たりして？」

「あ……い、いえ！　別に、な、何も！」

　知らず知らずのうちに、土萌華は夜光の瞳を盗ぬすみ見るように窺うかがってしまっていた。

　夜光の瞳は、普ふ段だんと変わらない輝かがやきを取り戻もどしていた。

　あの瞬間、トパーズレンズによって覆おおい隠かくされているはずの夜光の左眼の奥から溢あふれ出さんばかりの煌きらめきが漏もれ出したことは、土萌華の脳のう裏りに深々と刻まれている。

　金と紅のオッドアイ。

　芦田土萌華がよく知る普段の舞鶴夜光の姿が、そこにあった。しかし、吸血鬼の獣じゆう性せいに濡ぬれた眼まな差ざしが引っ込んだことに土萌華が胸むねを撫なで下ろしたのとは対照的に、夜光が両手をあたふたと動かしながら切せつ迫ぱくした表情で声を張り上げた。

「……って、そんなことを話してる場合じゃないんだよ！　大変なんだ！　ボク達は土萌華を捜しに来たというより、ぶっちゃけここに逃げて来たんだから！」

「に、逃げて……!?」

「──聞いて驚おどろかないでくれよ？　なんと、闇やみの世界から召しよう喚かんされて来た魔の眷属がついにこの世に姿を現し、逃げ遅おくれたボクとリーコに襲おそい掛かかって来たんだ！」

「…………はい？」

　土萌華は思わず眼を細めた。そしてその意味不明過ぎる発言について更さらに訊きいた。

「あの、ま、魔の眷けん属ぞくって……何のことですか？」

「ああ、もう！　ヤコちゃん、こんなときに変な言い回ししないで！　モンスター！　変なワケ分かんない生き物が校舎の中にいっぱいいるの！　トモちゃん！　とにかく逃げよう！　細かい説明は後でするから！　今すぐ、そこの窓か──!?」

　外へと続く保健室の窓を指差そうとした梨一子の表情が、完全に凍こおりついた。瞬間、土萌華は決定的な異変を感じ取り、窓まど枠わくの方へと振ふり向く。

「これは……！」

「や、やだ！　ま、窓が、真っ赤になってる！　なにこれ、ホラー映画!?」

　──赤色の雨に濡れたガラス窓。

　瞬しゆん間かん、土萌華は察知する。間違いない。これは《血盟》だ！　誰かがこの騒そう動どうを起こし、校舎内で《血盟》を行使している以外にこの状じよう況きようは考えられない！

　すぐさま土萌華は行動を開始した。窓が無理ならば、あとは廊下しかない！

「と、土萌華！　廊下は！」

「どちらにしろ、これでは窓の外には出られません！　何とかして廊下から──ッ！」

　弾はじかれたように廊下へと飛び出した土萌華は、今、校舎で起こっている全すべての事態の根源を悟さとり、唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　土萌華の立っている保健室の前から十数メートル離はなれた先、丁度職員室の戸口がある辺りから血のような液体で出来た異様な生物が、こちらをじぃっと眺ながめていた。

「血の……魔ま獣じゆう……！」

　あまりに禍まが々まがしいフォルムのそれは、様々な動物や幻げん獣じゆうの特とく徴ちようを各部に残してこそいるものの、全く整合性というモノが存在しなかった。ただひたすら何も考えず、あるがままに、ありとあらゆる生物の要素を取り込んだ、真っ当な精神状態の者ならば、想像することさえ苦痛を伴ともなうような──忌いまわしき生物だった。

「（ブランネリアさんだ……ブランネリアさんが校舎の中にいるんだ！）」

　血液で出来た魔獣を操あやつる能力は、ブランネリアだけが持っている《血盟》だ。

　とはいえ、土萌華の記き憶おくの中ではこんなにも禍々しい合成獣のような生物を操っていた覚えはないのだが──今も彼女の精神状態が不安定で、半ば暴走状態に入っていると解釈すれば、理り屈くつは通って来る。

　校舎内にブランネリアがいて、能力を行使している。

　そして何とかして彼女を止めなければ、この魔獣達が校舎外に漏れ出して、避難した生徒達に危害を加える可能性があるということだ。

「（私が、戦わないと！　守らないと！　っ……で、でも……！）」

　強く拳こぶしを握にぎり締めた土萌華は、体内の《血脈》を練り上げて、今すぐにでも血脈霊装を展開しようと一いつ瞬しゆん考えた。けれど、そのときだった。

　今、自分が一人ではなくて、友人達と一いつ緒しよにいることを思い出したのである。

　──もしも、ここで土萌華が能力を使ったら？

　噓うそは露ろ呈ていするだろう。

　吸きゆう血けつ鬼きですら怯おびえ、足が竦すくんでしまうようなモンスターを蹴け散ちらすだけの能力を土萌華が持っていること。そんな力を所持していながら「弱者」のフリをしていたこと。

　土萌華が吸血鬼を殺すために現代に蘇よみがえった吸血鬼ハンターであること。

　何もかもが。

「あああ……これは……な、なんて名状しがたき生き物なんだ……ハッ！　や、やはりこれは……校舎内に虚きよ無むへのゲートが開いてしまったということなのかい……!?」

「ヤコちゃん、馬ば鹿かなこと言ってる暇ひまがあったら逃にげるの！　っていうか、トモちゃんの身体からだ持って！　早く！」

「え、あ…………う、うん！　そうか！　そうだね、承知した！」

　校舎内に発生した魔獣の衝しよう撃げきに厨ちゆう二にワードをばら蒔まいていた夜光だったが、梨一子に一いつ喝かつされると、すぐさま我に返った。

　二人はそのまま土萌華の両りよう脇わきに立つと「せーの」と声を掛け合い、

「え……」

　──力を合わせて、羽のように軽々と土萌華の身体を持ち上げたのである。

　もし彼女達が人間だったならば、ヘビー級のボクサーですら、こんなにも軽々と一人の人間を持ち上げることなど不可能だったと確信出来る膂りよ力りよくでもって。

　こんな行こう為いを、ごく一いつ般ぱん的な可か憐れんな少女達が難なくやってのける──それは『本当に二人は人間とは異なる吸血鬼なのだ』と、改めて土萌華が実感した瞬間でもあった。

　梨一子が真っ直すぐ土萌華の目を見て、力強い口調で言い放った。

「トモちゃん。今からあたし達、多分人間からすると有り得ないような速度で走って逃げるから。落ちないようにしがみついてて。アレ、ああ見えて凄すごく速いんだ。トモちゃんのペースに合わせてたら、追い付かれて食べられちゃうと思う。だから──お願い」

「ッ……！」

　土萌華の前には梨一子の紅色の瞳ひとみがあった。

　吸血鬼の瞳だ。

　土萌華は不思議だった。本来ならば単なる「敵」を表すシグナルでしかなかったはずのソレが──どうして、こんなにも土萌華の胸の奥を搔かき乱すのだろう？

　実感する。土萌華は変わってしまったのだ。

　まだ土萌華がこちらの時代にやって来てから一ヶ月と少ししか経たっていないのに。自分は十六年間吸血鬼を殺し尽つくすことだけを考えて生きて来たはずなのに。

　その紅あかい輝きが土萌華に与あたえる意味は、もうまるで違ちがうモノになっていた。

　ただひたすら「守りたい」と土萌華は思ってしまっている。

　違う。

　──守らなくてはいけない、と思ったのだ。

「リーコ！　後ろ！　危ない！」

「え……」

　瞬間、背後を振り返った夜光の悲鳴が響ひびいた。声に導かれ、梨一子がすぐさま身体を竦めるが、既すでに合成魔獣の蛇へびに似た尾おがまるで鞭むちのようにしなり、彼女の側頭部に迫せまりつつあった。いかな吸血鬼といえど、反応出来るはずのない速度で。

　絶命の一いち撃げきが。

「──ごめんなさい。梨一子ちゃん、夜光ちゃん」

　まるで祈いのりを捧ささげるかのように土萌華の唇が動き、そしてついに──五指を掌てのひらへと握り込み、固く、強く、拳を作り上げる。

　そして──顕けん現げんさせる。

　体内を巡めぐる星の力を、《血脈》を一瞬で練り上げ、それを両手に纏まとう。

　鉄から刳くり貫ぬいたようなデザインの籠ガント手レツト。血脈霊装。けれど、土萌華の拳には、今までと違う想おもいが込められている。これは、誰だれかを傷付けるための拳ではない。

　大切な誰かを、守るための拳だ。

「私、二人に噓をついていました」

　言葉と共に土萌華は合成魔獣が打ち込んだ尾の一撃を、右手で受けた。

　重い衝撃がガントレットを通して身体に響き渡わたる。土萌華はその余波が梨一子と夜光に伝わらないようにと、自身の身体を担かつぎ上げていた二人の腕うでから、ふわり、と逃のがれた。

　まるで舞まうように。

　彼女達が土萌華を担ぎ上げたときと同じくらい、優やさしく、軽かろやかに──力強く。

「だから私のことを、どう思って頂いても構いません。罵ののしっても、嫌きらっても、見放して貰もらっても構いません。だけど、今だけは。私に、二人のことを守らせて欲しいんです。人間の私のことを友達だと言ってくれた──二人のことを！」







　土萌華は床ゆかに着地すると共に両りよう脚あしに脚甲グリーブを顕現させた。リノリウムの床を踏ふみ締めたときに返って来る感覚は、学校生活の象しよう徴ちようである上うわ履ばきを履はいていたときよりも数段硬かたかった。

　けれど、同時に思う。

　それこそが土萌華が十六年間、身を置き続けていた世界の感覚であり、そしてその十六年間があるからこそ、土萌華は今、大切な友達をこの手で守ることが出来るのだと！

「壱いちの腕──《悪あく路ろ王おう》！　ここに！」

　創つくり出すは、土萌華が吸血鬼を滅めつ殺さつするためだけに生み出した最も信しん頼らいする武器だ。けれど、この腕は今は滅ほろぼすためではなくて、守るためだけに、世界に在るのだ。

　超ちよう攻こう撃げき型可変式血脈霊装《ヤツカハギ》。

　楕だ円えん形のギアボックス、蜘蛛くもの八本脚のように右手を固定するアーム、そしてボックスを貫つらぬく形で伸のびた身の丈たけほどもある強大な杭くい──撃パイ滅ルバ杭ンカー。

「はああああああああああああッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に土萌華は大地を駆かけた。ここで自身の攻撃を受け止められたことに気付いた合成魔獣がターゲットを土萌華に絞しぼり、応戦して来る。無数の獅し子しの牙きばを備えた怪かい獣じゆうのような口が超ちよう高こう速そくで接近する土萌華の身体を嚙み砕くだかんとばかりに開いた。
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　けれど、そんなモノは土萌華には通じない。

　魔獣の牙が土萌華の身体に突つき刺ささらんとした刹せつ那な、セーラー服の奥、首からぶら下げていた十じゆう字じ架かの中央に嵌はまった琥こ珀はくが淡あわい土色の光を放った。瞬間──土萌華は自身と合成魔獣の足元に広がる『リノリウム』を構成する要素そのものにアクセスする。

　学校や病院などの床ゆか材ざいとして、この時代でも広く用いられているリノリウムの主な原材料は亜あ麻ま仁に油ゆ、松樹じゆ脂し、木粉、コルク、石せつ灰かい岩、ジュート。全体の九十八パーセントが天然素材で構成されており、そのまま土に埋うめた場合、大地によって自然分解することが可能という特徴を持っている。

　大地のクルースニクである土萌華は特に「岩」と「土」を自由自在に操る能力を持っているわけだが、それは決して岩を弾だん丸がんのように形成したり、大地を隆りゆう起きさせるといった視覚的に分かり易やすい能力だけではない。

　富士樹海の地下空くう洞どう──その地下に広がっていた光景とは？

　本来ならば極きわめて貧弱なはずの富士地下の大地に、無数の林りん檎ごの樹木が自生出来るほどの活力を与え、不気味なまでに肥ひ沃よくな大地を眠ねむりの中ですら土萌華は無意識的に作り上げていたのだ。ならば──彼女が意識下にあって、それ以上の大地の奇き跡せきを引き起こせない理由が、どこにあるというのだろう？

『──────!?!?!?』

　泣き叫さけぶ機能を持たない合成魔獣キメラが突とつ如じよとして自身の足元に起きた異変に、体表面にいったい幾いくつあるのかすら不明な数の眼球を総すべて瞬またたかせ、驚きよう愕がくした。

　魔獣の牙が土萌華に迫り、彼女の身体を嚙み砕かんとした瞬間だった。

　──リノリウムの床が、ざぷん、と海面のように波打ったのは。

　そして、フッ、とまるで氷解するかのように、魔獣の周囲数メートルにおいて床そのものが消失した。

　土萌華達がいたのは学校の二階。残されたのは、校舎の枠わくを構成する鉄筋コンクリート製の梁はりだけだった。床面を覆おおっていたリノリウム材だけでなく、その下に広がっていた組床に至るまで一瞬で消え失うせていた。

　強制分解。

　それは本来ならば微び生せい物ぶつや土ど壌じよう動物の働きによって為なされる「分解」を、その素材が内包する大地の《血脈》を昇しよう華かさせて強制的に発動する力だ。この強制分解によって足場を失った合成魔獣は、吸い込まれるように床下──一階へと落ちていく。

　その隙すきを土萌華は見み逃のがさなかった。銃じゆう口こうを突き付けるかのように魔獣の額に撃パイ滅ルバ杭ンカーの切っ先を宛あてがい、そして。

「吠ほえろ、悪路王！」

　──破は滅めつ的な轟ごう音おんと共に、《悪路王》を打ち込んだ。

　廊ろう下かを埋め尽くすような背せ丈たけを誇ほこった合成魔獣は《悪路王》の放つ超ちよう高こう密みつ度どの振しん動どう圧によって跡あと形かたもなく消しよう滅めつし、周囲には微び細さいな血の粒りゆう子しすら見受けられなくなる。

　だから、二階廊下エリアに残ったのは土萌華達だけ。

　普ふ通つうならば決して不可能な身のこなしで《血盟》により生み出された魔獣を圧あつ倒とうし、正体不明の異能を振ふるった人間の少女と──

「土萌華が、モンスターを、た、倒たおした……!?」

「ト、トモちゃん……え、な、なにそれ……？」

　その背後で、目の前で起こった人外のやり取りに眼めを見張り、廊下にへたり込む二人の吸きゆう血けつ鬼きの少女だけ。

「っ──」

　その呻うめきに、思わず土萌華は歯を食いしばった。

　振り返ることすら、二人の顔を見ることすら出来なかった。

　身体が勝手に動いていた。土萌華はガントレットに包まれた左手の指先で右みぎ腕うでと融ゆう合ごうした巨きよ大だい杭くいの先せん端たんを身体の陰かげに隠かくして、二人の視界から外そうとした。ソレが──吸血鬼を殺すための武器であることは一目で分かるはずだからだ。

　そして、もうダメだ、と思った。

　終わった、と思った。

　きっと二人は土萌華のことを軽けい蔑べつするだろうし、恐おそろしく思うはずだ。当たり前だ。土萌華はこんな戦せん闘とう能力を持っていることを黙だまって、弱い人間のフリをしていたのだから。

「（……逃げよう。何か、言われる前に。それがきっと一番いいはず）」

　だから、土萌華は何も言わず、この場を去ることに決めた。

　二人と会うことも、もうないだろう。

　学校に行くのは、これで最後にするのだ──聖だって元々は反対していた。面めん倒どうを背負い込むだけだから、と。そして、それは事実だった。こんなに辛つらい思いをするならば、初めから彼の言うことに従っておけば良かったのだ。

　初めから、出会わなければ──

「す、凄い！　凄いよ土萌華！　凄すぎだよ！」

「え……」

　ところが、だ──思い掛がけないことが起こったのである。

　もう二度と顔を合わせまいと思った数秒後、眼をキラキラと輝かがやかせた夜光が土萌華の前方に回り込んで来たのだ。そして夜光は今にも抱だきつかんばかりの勢いでガントレット越ごしに土萌華の両手を握にぎり締しめ、ブンブンと上下に強く振りながら言い放つ。

「やっぱり君は只ただ者ものじゃなかったんだね！　さすが世界でたった一人の人間だ！　そりゃあ吸血鬼以上の力を持っていて当然だ！」

「……！」

　土萌華は目を見開く。夜光の示した反応が、あまりにも土萌華の予想と懸かけ離はなれていたからだ。こんなにも無防備に土萌華の手を握るからだ！

　そして土萌華が考えていたのとまるで違う態度を見せたのは夜光だけではなかった。

「もう、トモちゃんったら。焦じらしすぎだよ。あんなことが出来るんなら、あたし達に遠えん慮りよしないで、もっとサッサと倒してくれれば良かったのに」

「り、梨一子ちゃんまで……！」

　土萌華はワケが分からなくなった。

　どうしてこんなに容易たやすく、二人は自分の力を受け入れることが出来るのだろう。

　だから、訊きいていた。

　土萌華は理由を知りたいと思う心を止めることが出来なかったから。

「こ、怖こわくないんですか？　あんな化け物を一撃で倒した私を、化け物だと罵ば倒とうしないんですか？　噓うそを吐ついて、二人を騙だましていた私を……！」

「そんなのどうでもいいよ！　土萌華はボク達を守ってくれたんだし！　それに、」

　そして夜光が次に口にした一言が、土萌華の心に長らく掛かっていた闇やみを打ち払はらったのである。

「──さっきの土萌華は、メチャクチャ格好よかったんだから！」




　　　　４




　ブランネリアの《血盟》を嗾けしかけられた聖は、無様に校舎内を逃にげ回ることしか出来なかった。

「うふふふふ。本当に……本当に、聖さまは脆ぜい弱じやくですわね。こんなちっぽけな力しかないなんて……これだから無能なサングリアは……あは、あははははは……」

　背後からはブランネリアの壊こわれたような笑い声が響ひびく。

　普ふ段だんのひたすら独善的で、相手を甚いた振ぶって見下すことだけに性的快楽を覚えているような変態の極みとしか言いようのない哄こう笑しようとは、まるで雰ふん囲い気きが違ちがった。

　刹那的、かつ破滅的。

　終しゆう焉えんに向けて、ひたすら燃え続ける蠟ろう燭そくのような、そんなイメージを覚える。彼女の精神は刻一刻と摩ま耗もうし、能力は完全に暴走している。その確信を抱いだくには十分だった。

「グアッ……！」

「あははは！　どうしたのですか、反はん撃げきしてもいいのですよ？　ブランを『殺す』と大口を叩たたいた男はどこにいったのですか!?」

　血の魔獣が振り回した腕うでが聖のあばらを強したたかに叩いた。肋ろつ骨こつが折れ、内臓が圧あつ迫ぱくされる感覚が聖の肺はい腑ふを抉えぐる。リノリウムの床を全速力で駆けていた聖は苦く悶もんの声を漏もらし、前のめりに廊下に倒れ込んだ。雨の匂においが鼻び腔こうを擽くすぐり、避ひ難なんした生徒達によって残された上履きの黒ずんだ足あし跡あとが視界を掠かすめる。

「（間ま違ちがいない。ブランはオレを殺さないように手加減している！　いや、厳密に言えば違うな……甚振っているのだ！　まるで、もう行われることはないはずのオレと奴やつとの『逢おう瀬せ』のときのように！）」

　聖は確信していた。ブランネリアの合成魔獣の一いち撃げきで膝ひざを突き、全身を震ふるわせながら立ち上がる──その間、魔獣は聖に攻撃を加えようとしなかったのだから。

「（こいつらの力は入間基地で以前見たブランの魔獣よりも格段に上……だが、オレは未いまだに瞬しゆん殺さつされていない！　つまり合成魔獣はブランにしっかりと制せい御ぎよされていて、暴走しているはずのブランには何らかの意志が残っているという証しよう拠こ！　単に迦喰夜の能力に完全に取り込まれ、見境なく行動しているわけではないということだ！）」

　聖は推察する。

　そもそも、ブランネリアが、突如として学校に現れた理由だが、聖はそれを『土萌華が血を流したこと』にあると見ていた。

　ブランネリアは本国の父、そしてその後ろにいる第五の始祖、エリザベート・バートリの命令で、この世界で現在唯ゆい一いつ存在が確かく認にんされている人間である芦田土萌華の血液を欲ほつしていた。そして、実力行使で土萌華の血を入手することは不可能だと悟さとったブランネリアは「友達になって血を分けて貰もらう」などという馬ば鹿かげた手段を取るに至った。

　多大な葛かつ藤とうと屈くつ辱じよくを吞のみ込んだ上で、あえて、だ。

　その拘こだわりが、今回の騒そう動どうの発ほつ端たんにあるのは間違いない。

「（逃げ回っている間に、一階の火災警報器が破は壊かいされているのを見つけた。火災が起こった形けい跡せきがないにも拘かかわらず、警報が鳴ったのはこのせいだな。やったのはブランと見て間違いない。理由は…………警報器が赤いから、か？）」

　ブランネリアは妾めかけの子であると同時に、白はく髪はつの子しか存在しないはずのコロンバール家で唯一生まれた赤毛の娘むすめだ。故ゆえに、彼女は「赤」という色を毛け嫌ぎらいしている。本当は髪かみだって染めたいに違いないし、自身の身体からだに流れる血潮にだって虫むし酸ずが走るはず。

　だが、それはどうしようもない。脱だつ色しよくも禁止されているのだろう。紛まがい物の「白」をあの冷れい徹てつな父親が許すとは到とう底てい思えなかった。

　これらの要素から導き出される結論は一つ──暴走したブランネリアの行動には、これまで執しゆう着ちやくしていたモノへの思いが、相当に反映されている。

　だが、一つだけ解げせないことがある。

　──土萌華の血を目的に現れたはずのブランネリアが、先さき程ほどから聖のことばかりをひたすら追い回しているのは何故なぜなのか？

「（まさか、ブランの中では土萌華よりもオレへの執着の方が強い……？）」

　馬鹿な。そんなわけがない。

　確かに、ブランネリアは聖を甚振ることに悦よろこびを覚えていた。だが、それはあくまで暇ひま潰つぶしの一いつ環かんであり、あくまで刹せつ那な的てきな嗜し虐ぎやく欲よくの発散として聖に近付いていたはずだ。

　──そこにそれ以上の感情など、あるわけがない。

　あまりに下らない仮定に過ぎない。過ぎないはずなのだが……。

「（…………一応、試ためしてみる価値ぐらいは、あるか）」

　既すでにあばらを何本か叩き折られ、左手は見事に骨折。刺さし傷や切り傷などは、数えるのも億おつ劫くうなほどにある。校舎内を逃げ回ったせいで全身は鉛なまりのような疲ひ労ろう感かんに苛さいなまれているし、口の中は込み上げて来た血の味でいっぱいになっている。

　ブランネリアが本気になれば、聖は一いつ瞬しゆんで殺される。

　だが──聖はこんな場所で死ねない。京都にいる迦喰夜の息の根を止めるまでは何があろうと聖は命を落とすわけにはいかないのだから。







　聖はルートを変え、これまで意識的に避さけていた場所へと足を踏ふみ入れた。校舎における最終地点──屋上だ。

「本当に聖さまは愚おろかな男ですわね……ここはもう、行き止まりですわよ……？」

　そして、背後には血の魔獣を従えたブランネリア・コロンバールの姿が。

　彼女の瞳ひとみは虚うつろで、口元にはまさに狂くるったような笑えみが覗のぞいている。未だ降り続く二月の雨の冷たさを気にする様子すらなく、雨に濡ぬれてピタリと張り付いた制服は彼女の身体のラインをハッキリと浮うき彫ぼりにしている。聖は右手で顔に降り掛かかる雨の粒つぶを拭ぬぐいながら言い放つ。

「だからこそ、あえてここを選んだ。校舎の中はオマエの魔ま獣じゆうがうようよしていて、あまりに忙せわしない。落ち着いて会話をするには不向き過ぎる」

「……あら？」

　ぐりぃと首を擡もたげ、ブランネリアが唇くちびるを尖とがらせた。

「聖さまは勘かん違ちがいをなされているご様子。ブランは聖さまと話すことなど、何もございません。それともまさか……聖さまはこの状じよう況きようでブランと対等な立場で言葉が交かわせるなどと、お思いですか……？　ブランは聖さまの泣き叫さけび、苦痛のあまり許しを懇こん願がんする姿が見たいだけ……それだけなのです……」

　ブランネリアはおもむろに右手の親指を自身の口元へと持っていき、眼めを細め、曇くもった青せい眼がんで聖の顔を睨にらみ付ける。

　そして、そのまま黒のマニキュアでコーティングされた爪つめ先さきを忌いま々いましげに自身の吸血歯でもって、何度も、何度も──嚙かんだ。

　正気ではない。

　亡ぼう霊れいのような仕草も、呪じゆ詛そのような言葉も。

「そうなのです……聖さまには、ブランを見下すことは、出来ません……決して……！」

　幽ゆう鬼きのような表情でブランネリアが言う。聖は肩かたを竦すくめて、

「ハッ。なんだ、そんなにオレに下に見られるのがイヤなのか」

「──ええ」

　ブランネリアが即そく答とうした。「当然のことを訊かないでくださいますか。聖さまがブランを見下すなど、あってはならないのです。ましてや聖さまがブランを言葉や力でねじ伏せるなんてことは、ぜ、絶対に……許されることではありません……！」

「…………」

　聖は閉口せざるを得なくなる。

　──この女は正気を失っても、どこまで聖を苛いら立だたせるのだろう、と。

　これらの発言からすると、どうやらブランネリアは本ほん性しようを露あらわにした聖が彼女のことを度たび々たび論破し、あまつさえ入間基地では手首を摑つかむなどして実力行使に出たこと（サングリアにも拘かかわらず！）を相当に根に持っているようだ。

　どれだけプライドが高くて性格がねじ曲がっているのか、という話である。

　もしも今、聖が《血盟》と《血脈》に目覚めた覚かく醒せい状態だったならば、即そく座ざに辺りを覆おおい尽つくしている血の魔獣を蹴け散ちらし、この面めん倒どうなクソ女を戦せん闘とう不能にして頭の一つでも踏みつけて好き放題罵ののしってやりたい気分だった。

　なんといっても、聖はブランネリアのことが根本的に大だい嫌きらいなのだから。

　聖は強い憤いきどおりを覚えた。この場に土萌華さえやって来れば、わざわざ会話をする必要すらなくなるというのに──

「ブラン。随ずい分ぶんとオマエはオレに拘りがあるようだな？」

「……！」

　ブランネリアの動作がピタリと止まった。手て応ごたえ有り、と見る。聖は更さらに言葉を重ねて、

「本国の父親に命令されたという土萌華の血……ヒトの血液。これを手に入れることこそが、オマエのやらねばならないことなのではないのか？　ならば、どうして土萌華のところに行かない。オレと遊んでいる理由がオマエにあるのか？」

「…………」

　赤髪の少女の沈ちん黙もくは続く。

　一方、聖はここが彼女との対話における分ぶん岐き点だと考えていた。

「（ブランネリアがオレに拘る理由……すぐに想像は付く。あまりにも単純で簡単過ぎる推測だな。この女は息をするように他人を見下し、他人を罵倒することに快楽を覚える変態だ。そして古めかしい吸きゆう血けつ鬼き的思考……享きよう楽らくと退廃デカダンを愛する価値観を持っている。となれば…………奴がオレに関心を示す理由は一つしか考えられない！）」

　聖はクワッと眼を見開き、この問い掛けに答えを下した。

「（血だ！　つまり──サングリアの血液！　ブランはオレの血液の味が忘れられず、半ば依い存ぞん状態に陥おちいっているに違いない！　なんとあさましいことか！　ここまで吸血の快楽に溺おぼれるとは、まさに清せい楚そから百八十度懸かけ離はなれた破は廉れん恥ちな女だ……！）」

　だが、それがブランネリアの望みと言うならば、いくらでも付き合ってやる。

　血が欲しいなら、好きなだけくれてやる。味に溺れ、気を緩ゆるめたところが──オマエの最さい期ごになるのだから！

「…………どうして、聖さまは、気付いてくださらないんですか？」

　ブランネリアが眉まゆを顰ひそめ、今にも泣き出してしまいそうな悲痛な表情で言った。

　一方、聖の苛立ちは更に募つのる。彼女がこの期ごに及およんで、尚なおも聖の考えとは真逆の発言をしたせいだった。

「何を言っている？　このオレが、そんな当然のことに気付いていないわけがない。そうだな、当ててやろう。オマエはオレの血、サングリアの血が──」

「血など今はどうでもいいではありませんか！」

　言い掛けた聖の言葉を遮さえぎって、ブランネリアが声を張り上げた。

　聖は思わず目を剝むいた。どうでもいいだと？　サングリアの血が？

　そんなわけが──

「こんなにもブランは聖さまのことをお慕したいしているのに！　聖さまはまるで気付いてくださらない！　どれだけ誘さそっても、ブランのことを見ようともしてくれない！　それがどれだけ辛つらいことか！」

「…………」

　一瞬、聖は自分が何を言われたのか、サッパリ分からなかった。

　激げき昂こうした彼女の言葉の矢は完全な死角から飛来したもので、聖はそれが自分自身に突き刺さったことにすら最初は気付かなかったのだから。

「は？」

　とはいえ──ようやく、だった。

　ここまで言われてようやく聖はどうも自分が決定的な勘違いをしているのではないかという可能性に行き合ったのである。

　似たような台詞せりふは、これまでにも何度も聞いた覚えがある。

　彼女が聖を挑ちよう発はつするような台詞を吐はくのは決して珍めずらしいことではないし、愛を囁ささやく言葉を耳にしたのも一度や二度ではない。だが、聖はそれらの言葉は単に、彼女が自分をからかって言っているモノだと思っていた。それらの言葉に苛立ちすら覚えていた。

　だが、しかし。

「（おいおいおい……勘かん弁べんしてくれ……！）」

　真意は、違ちがったのだ。ブランネリアは本当に聖に対して──自身の好意を口にしていただけなのだ。ただ単に彼女の性格があまりにねじ曲がっているせいもあって、その感情を言葉にするシチュエーションが大たい抵てい、聖から一方的に血液を搾さく取しゆする「逢おう瀬せ」のときだったというだけの話である。

　とはいえ、ブランネリアとの「逢瀬」を心の底から嫌いやがっていた聖からすれば、そのときに彼女が口にする全すべての言葉や行動を、屈くつ辱じよくと憎ぞう悪おを巻き起こすだけのモノとしか捉とらえられなかったのも無理はない。むしろ「さっさと死ね」というようなことしか考えていなかったというのに。

「こ、これまで、何度、ブランが聖さまに自身の想おもいを打ち明けたことか……あれだけのことをして、あれだけお誘い申し上げたのに、聖さまは何も……！」

　ところが、実際はコレだ。

　何も彼かもが真実だった。単に聖が気付いていなかっただけだった。彼女は幾いく度どとなくシグナルを発していたというのに！

「お、おい……いや、そうは言われてもだな。言いたいことがあるのなら、もっとはっきりと言葉にして貰もらわなければ困る！　だ、大体、おかしな話ではないか！　相手を好ましく思うのならば、それに伴ともなった行動というものがあるはずだ！　オマエは自分がオレに何をしたのか分かっているのか？　答えろ！　オレは間違ったことを言っているか!?」

「で、ですが、」

　聖の剣けん幕まくにビクッと全身を震ふるわせたブランネリアがしゃくり上げながら続ける。

「ブランは殿との方がたを見下すのが堪たまらなく好きで……無力でひ弱な聖さまが立場を弁わきまえず、怒いかりや憎にくしみを隠かくし切れないご様子でブランを睨みつける姿が何よりも好ましく──」

「ッ……オマエは馬ば鹿かか!?　それは異常だ！　変態以外の何者でもない！　そんな性せい癖へきの淫いん乱らん女おんながオレに愛を語るというのか！　ふざけるな阿あ呆ほう！」

「そ、そんな……ブランは、ブランは……うっぁ、うえっえええええええええ……！」

「!?」

　ブランネリアの告白に思わずドン引きした結果、全力で彼女のことを罵ば倒とうした聖はついには彼女のことを泣かせてしまった。屋上の床ゆかに力なく膝ひざを突いたブランネリアは両手で顔を押さえて、泣きじゃくる。青眼からはポロポロと大おお粒つぶの涙なみだが溢こぼれおち、鼻の下は赤く、顔はグジャグジャになる。体面も繕つくろわず、彼女は涙を流し続ける。

　一方、対する聖は完全に参ってしまっていたわけで。

「（なっ、なんだ、この展開は……!?　まるでオレが悪いみたいではないか!?　そんなわけあるか！　オレは何も悪くない！　オレの行動や認にん識しきには何も問題はないはずだ！　この女の歪ゆがんだ変愛意識が全ての原因だ！　な、なんて面倒なんだ……これだから女という奴やつは……！）」

　まさに茶番とも言うべき展開である。死を覚かく悟ごして挑いどんだはずの屋上での対決は、まさかのどうしようもない恋れん愛あい劇的なオチが付きつつあった。

　聖は脱だつ力りよくしつつ、この現状を説明する理り屈くつに思いを馳はせる。

「（ブランはあまりにも心の中で思い悩なやむ相手が多過ぎたのだ。迦喰夜、父、土萌華、オレ──おそらく迦喰夜の強制発はつ狂きよう能力は、四六時中迦喰夜のことばかりを考えている人物にこそ、強く作用する力。その意味でブランはあまり適合者とは言えない。迦喰夜への強い憧あこがれ、コロンバール家の娘むすめとしての責務、自身の主義を曲げてまで接しなければならない土萌華との友達ごっこ、そしてオレへのねじ曲がった恋こい心ごころ……どれも儘ままならぬ思いばかりだ。全方位で板いた挟ばさみに遭あっていた。迦喰夜のことばかりを考えてなどいないのだ。それが幸いしたとも言えるのだろう）」

　そうなってくると、彼女をいかに排はい除じよするかしか考えていなかった聖に第二の選せん択たく肢しが浮ふ上じようして来ることになる。

　──もしかしたら、ブランネリアを正気に戻もどすことが出来るかもしれない。

　頭に浮うかぶのは、まさに富士樹海の地下空くう洞どうにて棺ひつぎの中で眠ねむりに就ついていた土萌華を初めて目もく撃げきしたときの一幕だ。あの構図はまさに「白しら雪ゆき姫ひめ」のソレで、結局はその設定に準じる必要はなかったわけだが、今回の一件と通じる部分がある。
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　いわゆる「愛による解かい呪じゆ」である。

　なるほど、今も泣き崩くずれているブランネリアの肩にそっと手を回し、偽いつわりの愛の言葉を囁くというわけだ。何ならキスの一つや二つぐらいしてもいい。古今東西、何故なぜかは不明だがキスには魔ま法ほうの力が宿ることになっている。

　何となく、それで全てがうまく行くような気がしなくもない。

　だが、しかし。

「ないな。それだけは、ありえん。どこの女ぜ衒げんだオレは。馬鹿か」

　聖はゆっくりと首を横に振ふる。そして。

「……ひじり、さま？」

「ブラン。悪いが、率そつ直ちよくなオレの気持ちを伝えさせて貰う」

　打ち拉ひしがれ、まるで無む垢くな子供のように顔を上げたブランネリアと向かい合う聖。

　すると、そこには意外な光景が。

　ブランネリアの双そう眸ぼうが、いつの間にか、見慣れた青色から赤色に変わっていたのだ。

　容よう赦しやなく泣き沈しずんだ結果、目のジュエルレンズが外れてしまったのだろう。

　これこそが、彼女本来の瞳ひとみの色というわけだ。

　聖はぼんやりと思う──澄すみ切った青色よりも、オマエはきっと、その毒々しい赤色の瞳の方が似合っている、と。

「オレはオマエの気持ちに応こたえてやることは出来ん。聞き心地の良い愛を語騙るることも、オマエの身体からだに触ふれることも、ましてやそれ以上のことも──何もしてやるつもりはない」

「ぁ……っ、そ、そん、な……」

「オマエの歪んだ想いは決して成じよう就じゆすることはないし、オマエが大好きだという屈辱の表情とやらを見せてやることも、きっともう、ないだろう」

「ッ──」

　ブランネリアの瞳が見開かれ、唇くちびるはパクパクと意味のない動作を繰くり返す。

　彼女の周囲で蠢うごめいていた忌いまわしき血の魔ま獣じゆう達がざわめき始める。高位吸血鬼の扱あつかう《血盟》は血によって受け継つがれるものであり、いわば本人そのものだ。聖の言葉によってブランネリアの精神は極限まで追い込まれ──当然のように《血盟》も暴走の一いつ途とを辿たどる。

　ざわり、と魔獣達の身体が波打った。

　魔獣達は延々と降り続く雨と混ざり合い、融ゆう合ごうし、肥大化する。まるでブランネリアの中に残っていた力を全て吸い出さんばかりの勢いだ。

　それこそが聖の目もく論ろ見みだった。

　ブランネリアに手加減無しの「本気」を出させること。全ての力を出し切り、あらゆる歪んだ想いが込められた結けつ晶しようを、彼が持つ「能力」によって──消しよう滅めつさせる。それこそが「愛による解呪」などというふざけたオカルトではなく、正しよう真しん正しよう銘めい、迦喰夜の放った能力を消し飛ばす方法だと聖は確信していたのだ。

「（あとは……！）」

　魔獣の少女の想いを堂々と踏ふみ躙にじり、少女は更さらに精神を磨すり減らす。

　そして次の瞬しゆん間かん、最後まで欠けていたピースが、この舞ぶ台たいに揃そろった。

「聖くんっ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　校舎の壁かべを飛び越こえ──大地の少女が姿を見せたのである。
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　あの後、土萌華は梨一子と夜光をすぐに学校の外まで避ひ難なんさせた後、そもそも今から自分は何をするべきなのかを考えた。

　そうなると、とりあえず校舎内にいるはずのブランネリアを止めることが何よりも重要である。ただし、今までの土萌華と少しだけ違う点があった。

　それは──ブランネリアを殺すことに、大きな疑問を覚えたことだ。

　彼女は迦喰夜の能力に取り込まれているとはいえ、校舎内で《血盟》を使用し、一いつ般ぱん人である梨一子達に危害を加え掛かけた。その行こう為いは紛まぎれもなく「悪」であり、土萌華が撃げき滅めつしなければならない「悪い吸きゆう血けつ鬼き」そのものであると言えるはずだった。

　だが、上手うまく言葉には出来ないが、土萌華の中で彼女を断罪することに、どことない違い和わ感かんが芽生えたのである。そして同時にこう思いもしたのである。

　彼女を救うことが出来やしないだろうか、と。

　とはいえ、土萌華はとびきり頭が悪い。そんな解決策など思いつくわけもない。

　今回の一件だって土萌華がもう少し冴さえた頭をしていたら、あんな風にグダグダと思い悩み、拳こぶしを握にぎるのを躊躇ためらうこともなかったわけだし。

　が──幸いにも土萌華には、こういうとき非常に頼たよりになる相手がいた。

　聖だ。

　彼ならば、この状じよう況きようを打破出来る方法を考えつける気がした。だが問題は、そもそも聖が今、どこにいるのかが分からないということだった。保健室から出て行った後、聖はどこに行ったのだろう？　校舎内に取り残された土萌華達の方が特とく殊しゆだったことを考えると、とっくに避難して外にいるのが普ふ通つうだと思うのだが……。

　──などということを、校舎内に残った魔獣を掃そう討とうしながら考えていたときだった。

　土萌華の電子生徒手帳に、聖からメールが届いたのは。

　そこには、まるで隠れてこっそり製作したかのような素っ気ない文章で『屋上に来い』とだけ記されていた。

　メールの文面を見た瞬間、土萌華は考え得うる最速のスピードで屋上へと駆かけ付けた。

　学校の屋上には聖と、そしてブランネリアがいた。

　ブランネリアの側そばには彼女の《血盟》──つまり紅あかい血液と雨水とが融合し、凄すさまじい体積まで膨ぼう張ちようした巨きよ大だいな血液魔獣の姿があった。だが、それ以上に土萌華が「アッ」と思ったのは、聖とブランネリアの距きよ離りが近過ぎたことだ。

　せいぜい数メートルの間合い。

　そして、今の聖は土萌華の血を吸っていないため、普通の人間と変わらない身体能力しか持っていない。攻こう撃げきを食くらえば一ひと溜たまりもないはずだ。

　土萌華の心を支配していたのは、たった一つの感情だ。

　──聖くんを、守らなければ。

　入間基地での一件で土萌華は聖に命を救われた。

　だが、迦喰夜と交戦した際は聖の心情を慮おもんぱからんとするばかりに、戦いに加わるタイミングが決定的に遅おくれ、結果として聖は迦喰夜に深い傷を負わされた。

　そして先の梨一子と夜光との一件──またしても、土萌華は守り損そこねるところだった。

　だから決めたのだ。もう二度と、守ることを躊躇ったりはしないと！　目の前で大切な人が傷付くのを阻そ止しすることこそが、土萌華のやるべきことなのだと！

　土萌華はもう迷わない。

　自分の身体も心もどうなろうと構わない。どう思われようが──それでも大切な人を守る！　それこそが、土萌華がこの世界で果たすべき使命なのだから！

「聖くんっ！　大丈夫ですか!?」

　土萌華は言葉と共に、聖を庇かばうようにしてブランネリアの前に立ち塞ふさがった。プライドの高い彼は、こんな露ろ骨こつに女性を盾たてにすることを嫌いやがるかもしれないが──構わない。

　聖には傷一つ付けさせない！

「──完かん璧ぺきなタイミングだ、土萌華。オマエはオレがメールを打てば、数秒と経たたずに駆け付けてくれると信じていた。しかも……最高の位置じゃないか！　そうだ。そこが一番良い！　ブランが下手に暴走してもそこならば攻撃はオレに届かないし、何より色々と手間が省ける！　実に効率的だ！　セーラー服というのも良いな！　ブレザーなどというゴチャゴチャした服ではこうはいかん！」

「…………へ？」

　背後から響ひびく聖の声を耳にして、土萌華は背筋にゾワッと悪お寒かんが走るのを意識した。

　別に、突とつ如じよセーラー服賛美を始めた聖の発言が生理的に気味が悪かったというわけではない──なにやら聖の口調から、絶望的にイヤな予兆を感じ取っただけなのである。

　聖が非常に上じよう機き嫌げんな声こわ色いろで言った。

「では、早さつ速そくで悪いが──少し血を貰うぞ」

「は!?」

　土萌華は咄とつ嗟さに振り向こうとした。だが、既すでに時は遅おそし。完全に土萌華の背後を取った聖は土萌華のセーラー服の襟えり元もとにするりと手を掛け、相変わらず異常なまでに巧たくみな手付きでもって彼女の服をはだけさせる。白い首筋に、ぽつり、と二月の冷雨が突つき刺ささり、土萌華はその冷たさに思わず「ひうっ」という短い悲鳴を漏もらした。

「あ、あ、あ──」

　何度体験しても決して慣れることはないであろう感覚が、土萌華の中を駆け抜ぬけた。

　身体から血液が出て行くということは、本来ならば熱を失う行為のはずなのに。

　だが、聖に血を吸われると──土萌華の身体は熱く火ほ照てり始めるのだ。全身を温ぬるい電でん撃げきで刺し激げきされたような感覚が襲おそい、足先は自然にピンと伸のびる。唇は半開きになり、唾だ液えきが溢あふれ、目線は知らず知らずのうちに天を向く。

　黒一色の闇やみ夜よ。ざあざあと雨が降り、ざあざあと空が鳴る。

　そして──

「待たせたな、ブラン」

「ひ、じ……り……さま……」

「だが、安心しろ──気が変わった。オマエを暴走させたのは、オレにも一応の原因があるようだ。命までは、要いらん。その狂くるい咲ざいた《血盟》だけで勘かん弁べんしてやる。ハハハハハハハハッ、オレの寛かん大だいな配はい慮りよに感謝して貰いたいところだな！」

　土萌華の身体から力が抜け、まともに立っていることが出来なくなった。だが、倒たおれ込み掛けた彼女の身体をガッシリと聖が左手で支えてくれた。雨に濡ぬれた制服の向こう、聖の体温がハッキリと伝わって来る。土萌華は、まるで互たがいの鼓こ動どうの音を交こう換かんしているような気分になった。そして彼の右手を見つめる。

　槍やり──聖の《血盟》たる血けつ槍そうロンギヌスの紅い穂ほ先さきを、真っ直すぐに。

「（こうなっちゃうと、聖くんに守られている……みたい……）」

　普ふ段だん、二人の力量は決定的に土萌華の方が上だ。

　けれど、聖に血を吸われた瞬間だけは、土萌華は力が抜けて何も出来なくなってしまうし、逆に彼は普段にも増して強気になる。だが、それでも彼は弱り切った土萌華のことをしっかりと気に掛けてくれるのだ。気き遣づかってくれる。守ってくれるわけだ。

　土萌華は知っている──普段、土萌華に意地悪ばかり言う聖が本当はとても優やさしい男の子であるということを。

　だが同時に、その優しさが時として彼に不利になるのではないかとも思うのだ。

　特に、これから聖はきっと迦喰夜との決戦に赴おもむくはずだ。そのとき、彼の優しさは間ま違ちがいなく、不利益をもたらすはずだ。

　今回だって、そうだ。

　最初に血を吸われて以来、どうやら聖は土萌華の血を吸う量を加減しているらしかった。土萌華の身体を気遣っているというわけだ。

　だがソレは全く必要のない心配である。土萌華は誰だれよりもしっかりと身体を鍛きたえているし、少しぐらい多めに血を吸われたってへっちゃらだ。聖は土萌華の血を吸えば吸うほど強くなれる。ならば──もっと吸えばいいのだ。

　前回、迦喰夜に遅れを取ったのも、ソレが大きな原因に違いない。体感で腹八分目、いや六分ぐらい。最初の吸血のとき、聖は土萌華の意識を吹ふき飛ばし、何が起こったのかさえ分からなくなるほど容よう赦しやなく血を吸ったというのに、二回目以降、土萌華の血をかなり加減して吸うようになった。

　土萌華も一応は女の身なので、守られたり、気遣われたりすることに幸福を感じなくはない。それが自分に好意を寄せてくれている男の子ならば尚なお更さらの話だ。けれど、やはり土萌華は何よりも戦士なので、お姫ひめ様さまのような扱あつかいには、どうしても慣れない。

　だから、この戦いが終わったら聖にそのことを伝えようと思う。

　──もっと思う存分、自分の血を吸っていい、と。

　そうすれば聖は、もっと強くなれる。

　それは、聖だけではなく土萌華にとってもステキな展開に違いない。だって、聖が強くなれば土萌華の願いも叶かないやすくなるのだから。大切な妹を助けることが出来るのだから。

「（でも、今だけは……）」

　土萌華はぼやけた視界の向こうで、真っ白い雪のような炎ほのおを纏まとった長槍がブランネリアの呼び出した巨大な血の魔ま獣じゆうを一いち撃げきで消滅させる光景を見つめていた。

　彼が、一番気になっている男の子が、高笑いと共に、土萌華には出来なかったことをやり遂とげる姿を、今はっきりと。






















　その日、入院しているブランネリアの容態がようやく落ち着いたというので、聖ひじり達は彼女のお見み舞まいに行くことになった。

「こんにちは、ブランネリアさん。調子の方はいかがですか……？」

　来る前に駅前の花屋で買った花束を抱かかえた土と萌も華かが先頭になって、彼女に与あたえられた個室の病室のドアを恐おそる恐る開いた。

　それはホテルでいうところのスイートルームに等しい病室だった。

　下品に広過ぎず、人一人療りよう養ようするのに十分なスペース、質素ながら高級感を漂ただよわせる内装に備え付けの鏡台や台所などといった細やかな設備──様々な物品が完璧な割合で揃そろっていた。

「……土萌華さま。よくもまぁヌケヌケと、貴女あなたはブランの前にその締しまりのない庶しよ民みん面づらを晒さらすことが出来たものです！　恐ろしいほどの無神経！　ブランは逆の意味で感動してしまいました！」

　部屋の主は、先頭を切って部屋に踏ふみ込んだ少女の顔をギロリと睨にらみつけると、努めて低い声でもって彼女に先制攻撃を食らわした。

「えっ、そ、その、しょ、庶民で……す、すいません……」

「フン。謝られるだけで不ふ愉ゆ快かいです。さっさとお帰り頂ければ、それが一番──」

　肩かたを竦すくませた土萌華を一いち瞥べつし、不快極きわまりないといった表情で視線を切ったブランネリアの言葉を遮さえぎって、梨り一い子こと夜や光こうが病室に姿を見せる。

「わっ！　ブランサマ、全然元気そう！　既にどう見ても普段通り！　これなら何も心配いらないねー」

「ブラン様、お見舞いに来たよ。きっと入院生活で暇ひまをされていると思って、ボクの漫まん画がのコレクションの中から、とびきり面おも白しろい作品を選よりすぐって持って来たんだ。これはもう、感動と興奮で怪け我がが吹き飛ぶこと間違い無しさ！」

「…………」

　ブランネリアの土萌華を睨みつける視線が、数段冷たくなった。「これはどういうことですか、土萌華さま？　何故なぜ、お二人が、ここに？」

「え。その、二人もブランネリアさんの様子が気になったらしくて──」

「そういうことを言っているのではありません！　土萌華さまの頭は悪いだけではなく、ついにおかしくなってしまわれたのですか？　ああ、もう、これだから……！」

　ブランネリアの機き嫌げんがまるで乗算したかのように悪化する。眉み間けんに刻んだ皺しわや非難の眼まな差ざしに加えて、小刻みに引き攣つった口元など、まさに大だい逆げき鱗りんの予兆以外の何物でもない。

　そして、ようやく彼女が更さらなる罵ば声せいを吐はき出そうとした瞬しゆん間かん──

「……邪じや魔まするぞ」

「ひ、聖さまっ!?」

　今まで土萌華達に差し向けていた罵ば詈り雑ぞう言ごんは何だったのかというぐらい、ブランネリアの様子が一変した。最さい後こう尾びに嫌いや々いや付いて来ていた聖が病室に足を踏み入れたのだ。

「なっ、お、お待ち下さい！　聖さままでいらっしゃるならば何故伝えて下さらなかったのです!?　こ、こんなはしたない姿を聖さまの前に晒すなど……！」

　ブランネリアは大おお慌あわてで側そばに置いてあった手鏡を握にぎり締めて、髪かみを整え始めた。今からでは口元に紅の一つを差すことすら出来ないのが無念でならないという意識が、部屋に足を踏み入れたばかりの聖にも、手鏡に向かい合う彼女の真しん剣けんな表情から窺うかがえた。

「（やはり、女は面めん倒どうだ……）」

　病室で見み舞まい客きやくと顔を合わせるだけで細やかな身み嗜だしなみに配慮しなければならない。しかもそれが意中の相手ともなれば尚更──そんなところだろうか？







　入間第一統合高校での魔獣暴走事件から、数日が経過した。

　聖はブランネリアを蝕むしばんでいた「狂きよう気き」そのものを《血盟》の形で全すべて具現化させた上で、自身の雪せつ炎えんによって燃やし尽つくすという手段によって、彼女の精神を解放することに成功した。

　その代わり、ブランネリアは自身の《血盟》を失ったようだ。

　指を切っても溢れ出した紅あか色の雫しずくは獣けものの形を取らず、地面にぶつかって鮮あざやかな斑はん点てんを示すのみ。これが一時的な症しよう状じようなのか、それとも恒こう久きゆう的に続くものなのかは一いつ切さい不明。とはいえ、血族の証あかしとも言うべき《血盟》を消失させるなど──彼女の厳格な父が許すわけがないのだろうが。

「では、向こうの家とは完全に音信不通に？」

「……はい。どうやらブランはお父様に見放されてしまったようでして。同じ血を引いた者が《血盟》を失ったことは不思議と離はなれていても伝わるものらしく。ただ、本来ならば入院する費用も払はらえないのですが、景かげ久ひささまが色々と援えん助じよをして下さるとのことで──ですから、土萌華さま。先さき程ほどからずっと大事そうに抱えてらっしゃるその木箱の中に入っているであろう汚らしい液体は、棄すてて頂いて結構でしてよ？」

「なんで分かるんですか!?　それに私の血が汚きたないだなんて……ひ、ひどいです……！」

「ハッ──ブランを嘗なめないで頂けますか？　そこまで挙動不ふ審しんで気付かないわけがありません！　それに我々吸きゆう血けつ鬼きと異なり、ヒトの血に多くの雑ざつ菌きんが含ふくまれていることは周知の事実！　紛まぎれもなくそれは『汚らしい液体』に他ほかなりませんわ！」

「そ、そんな……うううう……」

　ブランネリアに罵ば倒とうされ、土萌華がガックリと肩を落とした。

　もちろん、既すでにブランネリアが土萌華の血を必要とする立場でなくなっているだろうとは聖もほぼ予想していた。ただ、出で掛かけ際ぎわに自分の腕うでに注射器を宛あてがい、何とも思い詰つめた表情で自みずから採血をする土萌華が面白かったので彼女には黙だまっていたのだ。

「……フッ」

　そして、それは見事な判断だったに違いない。

　明らかに今まで以上の私し怨えんを込めて（だが、聖がいるのでそこまで過激な発言は出来ない）ブランネリアが土萌華をボコボコにする光景は想像以上に愉快極まりなかった。

　──つい最近、土萌華に提案された「吸血するときの量について」の話題が、あまりにも笑えなかったのとは真逆に。

「（吸って問題がないのならば、言われずとも吸っているというのに。だが入間基地でのときのような状態に土萌華がなるのは、あまりに危険過ぎる……とはいえ、近いうちに決断しなければならないはずだ。土萌華に配はい慮りよした吸血量ではオレの身体からだは百パーセントの状態になることが出来ない。迦か喰ぐ夜やを殺すことも──不可能なのだから）」

　一方的な暴言が飛び交かいつつも、どこか藹あい々あいとした病室とは不ふ釣つり合いのことを考えながら、聖はおもむろに腰こしを上げた。もう十分だろう。別に聖はブランネリアの健康状態を窺いに来たわけではなく、彼女の後見人が「Ｋ」へと移ったことを確かく認にんしに来ただけだ。

　あとのことは姦かしましい連中に任せればいい。

「そろそろ、オレは帰るとする。邪魔したな」

「なっ……も、もうお帰りになるのですか、聖さま!?　ハッ……もしや、このバカ三人組がお気を煩わずらわせたのでは!?　そんな！　こんな頭の悪い連中のことなど、地面を這はい回る虫程度と考えるべきなのです！　聖さま、どうかご再考を！」

「えー。ちょっとブランサマ、そこはバカ三人組じゃなくてバカ四人組じゃないの？　自分だけ除のけるとかズルいよ。大体、宝たから泉いずみ君、さっきブランサマを見て鼻で笑ってたし」

「なァッ──!?　り、梨一子さま！　今の発言は看過出来ません！　バカ！　言うに事欠いて、ブランのことをバカ呼ばわりするなどとは！　大体、馴なれ馴れしいのですよ！　ブランは貴女のような庶民とは到とう底てい違ちがう家の生まれで──」

「いやいや。ブランサマ、今自分で言ってたじゃん。なんかよく分かんないけど、おとーさんに勘かん当どうされたんでしょ？　もうあたし達と同じ庶民じゃない？」

「ガァッ──そ、それは!?」

「…………オレはいいから、女子は女子で話せ、ということだ。深い意味はない」

　梨一子に完全論破されたブランネリアを横目で見ながら、聖は今度こそ席を立った。

　どうも神かん田だ梨一子という少女は相当に肝きもが据すわっているようだ。強みを大分失ったとはいえ、ブランネリア相手ですら全力で煽あおりに行くとは正直、感心した。

「（…………伊達だてに、オレの幼おさな馴な染じみに近しい存在ではないということか？）」

　そういえば一つ気になることがある。

　誰だれよりもお喋しやべりのはずの夜光が、聖が空いていた隣席に腰を下ろしてから全く喋らなくなってしまったのは何故なのだろう？　夜光はキュッと小さな指で自身のスカートを握り締めたまま、身じろぎ一つしようとしないのだ。顔も真っ赤だ。どう見ても元気なこの部屋の主よりも、明らかに体調が芳かんばしくないように思える。

　少し、声を掛かけてみるべきかもしれない。

「それはそうと……おい、舞まい鶴づる」

「ぇ…………」

「オマエ、さっきからずっと黙り込んでいるが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ッ────!!」

　聖と眼めが合った瞬間、夜光は金色と紅色の双そう眸ぼうを大きく見開き、頰ほおを更に紅潮させて顔を背そむけた。どうやら聖に怯おびえているらしい。

　だが、無理もないことだろう。夜光と梨一子は今回の一件で、それなりにこちら側の事情を知ってしまった。だから、先程のようにブランネリアの家の話をこの場所で出来るわけだ。もちろん知らないことも多いはずだが……少なくとも聖の本ほん性しようが今まで教室で被かぶり続けていた「ネコ」のような優等生然としたモノではないことはバレてしまっている。

　こうして嫌きらわれるのも、無理もない話に違ちがいない。

「あ、宝泉君。ヤコちゃんはスルーしていいよ」

「なに？」

「こんなに近付いたことないから緊きん張ちようしてるんだよねー。かわいー。身の程ほど知らずー」

「ちょ、バ、バカ──リーコ、それ以上言うんじゃない！　大体、君に言われなくても分かってるよ！　それくらいボクだって！」

「…………意味が分からん」

　相変わらず絶好調の梨一子と、大慌てで体面を取り繕つくろう夜光。聖は、そんな彼女達のやり取りに首を傾かしげることしか出来なくなる。だが──

「そうそう、宝泉君！」

「……まだ何かあるのか、神田」

「うん。ほら。ぶっちゃけ、これがファーストコンタクトじゃん？　あたし達」

「…………！」

　不意に梨一子の口にした言葉に聖はハッとなった。確かに言われてみれば、これは十年にも及およぶ学校生活において梨一子と聖が初めてまともな会話をした瞬間だった。

「それでさ。ちゃんと話すの初めてで、こういうこと言うのもアレなんだけど」

　サクラ色の髪を弄いじりながら、梨一子がぽつりと言った。

「──宝泉君、変わったよね」

「……あまりに唐とう突とつな発言で何とも反応に困るが、オレがか？　どこがだ？」

　馬ば鹿かげたことを。

　確かに聖は土萌華の血によって、彼女に対する若干の奇き妙みような感かん慨がいに囚とらわれているが、それを除けば梨一子に指し摘てきされるような変化など、何も──

「例えば今、ヤコちゃんの体調を心配したコトとか」

「……！」

「昔の宝泉君なら見て見ない振ふりしてたんじゃないかな。それどころか、もっと沢たく山さんのことを冷静に見て、気付いたと思う。あたしが宝泉君とトモちゃんのことを見ていて気付いたようなこととかさァ」

「…………何を言っているのか、さっぱり分からんな」

「そう？　ま、とにかく、それ以上にあたしが言いたいことはさ……はい、トモちゃん立って立って。ほら、早く」

「え……梨一子ちゃん？　私、立つんですか？　な、なんでですか？」

「うふふ。アレですよ。幼馴染みと友達を応おう援えんしたいリーコちゃんとしてはだね、」

　おもむろに梨一子は傍かたわらに座っていた土萌華の腰に手を回し、今すぐに立ち上がるように促うながした。そして梨一子は土萌華の不意を衝ついて、

「一いつ緒しよの家に住んでるんだから、二人で一緒に帰ればいいじゃんってこと！」

　──聖の方に向けて、彼女の背中を強く押し出しながら言い放ったのである！

「きゃっ……！」

　体勢を崩くずした土萌華の身体がぐらりと揺ゆれ、今にも聖の胸に飛び込んで行くような格好になる。そして、それはおそらく一秒も経たたない内に現実になるだろう。

　土萌華の二本に結ゆった茶色いお下げ髪がみが、空を舞まった。

　病室を照らすのは淡あわい蛍けい光こう灯とうと窓まど枠わくから差し込む空の色と光だけ。人間が暮らす世界とは真逆の吸血世界ならではの夜色と、そして皓こう々こうと輝かがやく月。

　そう。月だ。

　──今、この瞬しゆん間かん、少女達と他た愛わいないやり取りを繰くり広げていた間も、聖の心の中ではその女に対する巨きよ大だいな憎にくしみの炎ほのおが絶え間なく、燃え続けていた。

　なにしろ、ブランネリアとの一件が落ち着いたということは次に聖がやることはもう決まっていたのだ。京都へ行き、迦喰夜と戦うこと。それには土萌華も問題なく頷うなずくはずだった。少女達と別れた瞬間、聖の頭は完全に切り替かわるはずだった。

　ただひたすら、己おのれの復ふく讐しゆうを果たすことだけに。

　しかし、聖は気付いていなかったのだ。彼が胸に抱いだいた迦喰夜に対するあまりに強過ぎる感情が──今、彼が訪おとずれた病室の主がつい先日まで取り込まれていた「とある能力」の発動条件を、十分すぎるほどに満たしていることに。

「うあっ……す、すみません、聖くん……梨一子ちゃんが──って、あ、あれ……？」

　トン、と軽い音を立てて、背中を押された土萌華が聖の胸に飛び込んでしまった。

　だが、少女は彼が何も反応を見せなかったことに奇妙な感じを覚えた。

　いつもの彼ならば、ここは土萌華の不注意を罵ののしり、すぐさまその身体を突き放すシチュエーションだったからだ。

[image: ]

　土萌華は、ゆっくりと顔を上げ、聖の表情を確認しようとした。

　そして、その瞬間だった。




「ギッ……!!　ガッ──ぐあああああァッ!!」




　聖が頭を抱かかえ、今にも壊こわれてしまいそうな苦く悶もんの声を上げたのは！

「え……聖くん!?　どうしたんですか!?」

　大おお慌あわてで土萌華は聖の肩を揺ゆさぶった。病室にいた他の少女達も突とつ然ぜんの事態に眼を見張る。そんな中、聖は震ふるえる身体を必死に支えながら声を絞しぼり出した。

「つ、き……月だ……土萌華……！」

「月!?　え、そ、それが何か──ひゃっ！」

「来い……！　時間が、ない……！」

　蹌よ踉ろめきながら立ち上がった聖は土萌華の手を摑つかみ、無む理り矢や理りに病室から出て行こうとした。だが、それでも、聖の中にはまだ多少の理性が残っていたらしい。聖は突とつ如じよとして変へん貌ぼうした自分の様子に眼を見張る少女達を振り返ると、

「ブラン、神田、舞鶴……すまないな。和なごやかな席につまらん水を差してしまって……」

「聖さま……そ、その症しよう状じようはまさか……！」

「それ以上言うな、ブラン。なに、オマエはその通り、すっかり快復したのだ。それならばオレも……どうにでもなるはずだ。奴やつの能力も、万ばん能のうではないッ……」

　聖の身体を襲おそった異変の正体にいち早く気付いたブランネリアが顔を青ざめさせた。

　月、そして突とつ発ぱつ的な頭痛。頭の中に手を入れて中身を搔かき回されているような感覚と、平常さを保つことが出来ず、刻一刻と追い詰つめられていく精神。

　心が、狂くるう、ということ。

「聖くん！　まさか、迦喰夜さんの力が──!?」

　二人が病室を飛び出してすぐ土萌華が声を荒あららげた。院内の出口に向けて突き進みながら聖は必死に言葉を紡つむぐ。

「…………ああ。どうやら今いま頃ごろになって、ようやく効果を発揮したようだぞ？　考えてみれば、当然の展開だ……この星でオレ以上に迦喰夜のことを考え続けている者はいないのだから。つまり、それは迦喰夜への憎しみで心を支配されているというわけだ。迦喰夜の月の力──強制発はつ狂きよう能力。アレがブランにも発動したならば、オレに効果を発揮しないわけがなかったのだ……！」

「そ、そんな……」

「だが、安心しろ……『物語』のようにはならん！　何も出来ず、ただ狂い死ぬのを待っていられるほど、オレは気が長くない。オレには、やらねばならないことがある！」

　聖は真っ直すぐ前方を凝ぎよう視しし、言い切った。

「このまま、京都に乗り込む。後でルーチェとエルクへの連れん絡らくを頼たのめるか。総力戦だ。もちろん、オマエの力も貸して貰もらいたい。クルースニクとしても、そして──血の通った人間としても、だ。頼めるな？」

「ッ……」

　土萌華がクッと唇くちびるを結んだ。聖は、その行動を──無理矢理、肯こう定ていと受け取った。

「…………行くぞ、土萌華」

「あっ……」

　本当ならば、あと数秒待っていれば土萌華は何らかの言葉を返したに違いない。

　しかし、聖はそれを待つことが出来なかった。もちろん、心が狂きよう気きに追い詰められていたからというのもある。だが、それ以上にあそこで土萌華の顔を一秒でも長く見つめていたならば、聖の心に更さらなる歪ゆがみが生じる気がしてならなかったからだ。その歪みというのが、何なのかは今の聖には考えられなかったけれど。

　もしも、迦喰夜への復讐心以外の感情が聖の中に姿を見せたとしたら──きっと聖は我を失い、錯さく乱らんしてしまう。あのときのブランネリアのように、自分が何をしているかさえ分からなくなるに違いない。それでは、駄だ目めだ。聖が目的を達成するためには、自身を復讐以外の何物をも顧かえりみない修しゆ羅らへと堕おとさなければならない！

「（神田はオレが以前と変わったと言った……だが、結局はこれが現実だ。オレは自分のことしか考えない。土萌華を利用することしか考えない。誰だれかのことを想おもい、誰かのことを守る資格も意志もない──そんな存在なのだ）」

　まるで聖と土萌華以外、世界に誰もいなくなったような感覚だった。二人を繫つなぐのは結んだ手と手の温ぬくもりだけ。ほのかな体温と、汗あせばんだ掌てのひら。そして──

「大丈夫です。私は、聖くんから逃にげたりしませんから」

　不意に、背後から言葉が投げ掛かけられた。そして少女は自身の掌を荒あら々あらしく握にぎり締しめていた少年の掌を、まるで包み込むかのように強く、握り返した。

「……すまない、土萌華」

「いいえ。構いません。聖くんが荒っぽいのには、もう慣れましたから」

　それ以上の言葉は必要なかった。二人が見み据すえるのは古いにしえより続く都、京都。様々な感情が渦うず巻まく中、決戦のときは刻一刻と迫せまりつつあった。


〈了〉









　あとがき







　お久しぶりです。こうして「サングリア」の二巻を無事にお届け出来たこと、嬉うれしく思います。今回は少しだけ、あとがきで本編の内容に触ふれたいと思います。一応、ネタバレ注意なんですが、純度百パーセントまで真まっ新さらな状態で読みたい──という感じでなければ読んでしまっても問題ナシかなあ、と。そこまでモロな話はしませんので。

　この二巻には「サングリア」における「はじまり」とも言うべきシーンが存在しております。と言うのも、数年前、この話の着想を得た瞬しゆん間かんと同時に、実はパッと一つの絵が浮うかんだわけなんですね。具体的に言いますと、後半にある某ぼう・流血シーンのことなんですけども。

　これは「サングリア」を書く上で「絶対にやろう」と思っていた場面でして、実は一巻の時点でやる気満々だったんですが、実際に書く段階になって「あ、これどう考えても入るわけねぇや」と思い直した結果、シーンやら何やら二巻に丸々移動させたというどうしようもない経けい緯いがあります。思えば、どうすればあの辺りを全部一巻に入れることが出来たのかというレベルでして、こんなプロットを作った人間は頭がおかしくなっていたんじゃないかと思うのですけども。いやはや。

　とはいえ、その因いん縁ねんのシーンを今巻にガチッと入れ込むことが出来たことには満足しております。むしろ、間ま違ちがいなく初めからこちらに嵌はめるべきだったピースでしたね、あそこのシーンは。実際、あれは「サングリア」という作品のテーマを象しよう徴ちようするシーンなんじゃないかな、と思っています。ここまでかなり曖あい昧まいな記述連発ですが、多分読んで頂ければ分かるんじゃないかなあと勝手に思っています。







　それでは最後に謝辞を。

　今巻も素敵なイラストを描えがいて頂いただぶ竜りゆうさん、ありがとうございました。迦か喰ぐ夜やの初登場時のイラスト、あれが自分は凄すごく好きでして……。実はまだこのあとがきを書いている時点で最後まで仕上がった物を見られていないので、このまた少し後かな？　そのときに出来上がった物を見るのが楽しみでなりません。また、それ以外のこの本の刊行に携たずさわって下さった全ての方々にも、この場を借りてお礼申し上げます。

　そして、もちろんこの本を手に取って下さった全ての方に感謝を。それほど時間を掛かけずに今書いているものをお届け出来るように頑がん張ばります。それでは、ご縁えんがありましたら是ぜ非ひとも、また。


高野　小鹿　　
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